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レイヤ 3外部接続の設定のモードについて
APICは設定のための複数のユーザインターフェイス (UI)をサポートしているので、1つのUI
を使用して設定を作成し、その後、別の UIを使用して設定を変更する場合は、予期しないイ
ンタラクションが潜んでいます。ここでは、さらに他のAPICのユーザインターフェイスを使
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用した可能性がある場合、APIC NX-OSスタイルの CLIを使用してレイヤ 3外部接続を設定す
るための考慮事項を説明します。

APIC NX-OSスタイルの CLIを使用してレイヤ 3外部接続を設定する場合、次の 2つのモード
を選択することができます。

•よりシンプルな暗黙モードは、APIC GUIまたは REST APIと互換性がありません。

•名前付き（または明示)モードは、APIC GUIおよび REST APIと互換性があります。

いずれの場合も、設定は互換性がない UIでは読み取り専用であると考えてください。

モードの違いについて

どちらのモードでも、構成設定は APIの l3extOutクラスのインスタンスである内部コンテナ
オブジェクト「L3 Outside」（または「L3Out」）内で定義されます。2つのモード間の主な違
いは、このコンテナオブジェクトインスタンスの命名にあります。

•暗黙モード：コンテナのネーミングは潜在的であり、CLIコマンドには表示されません。
CLIは、これらのオブジェクトを内部的に作成し保持します。

•名前付きモード：名前はユーザーが決定します。名前付きモードのCLIコマンドには、追
加の l3Outフィールドがあります。名前付きL3Outがを正常に設定され障害を回避するた
めには、ユーザーが外部レイヤ 3用の APIオブジェクトモデルを理解する必要がありま
す。

「名前付きモードセクションを使用したレイヤ3外部接続の設定」セクションの手順を除き、
このガイドでは、暗黙モードの手順を説明します。

（注）

注意事項および制約事項

•同じ APICインターフェイスでは、両方のモードを、次の制限でレイヤ 3外部接続を設定
するために一緒に使用することができます。テナントVRF、およびリーフの特定の組み合
わせのレイヤ 3外部接続設定は、1つのモードを介してのみ実行できます。

•特定のテナント VRFの場合、外部 L3 EPGを配置できるポリシードメインは、名前付き
モードまたは暗黙モードのいずれかになります。推奨する設定方式は、特定のテナント

VRFが、レイヤ 3外部接続用に展開されたすべてのノード全体で、特定のテナント VRF
の組み合わせに対して1つのモードだけを使用することです。モードは、異なるテナント
または異なる VRF全体で変えることができ、制限は適用されません。

•外部レイヤ 3機能は、次の例外を除いて、両方の設定モードでサポートされます

• L4～ L7サービスアプライアンスを使用したルーティングピアリングとルートヘル
スインジェクション (RHI)は、名前付きモードでのみをサポートされます。名前付き
モードは、ルーティングピアリングが含まれるテナント VRFのすべての境界リーフ
スイッチ全体で使用する必要があります。
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•暗黙モード CLI手順を使用して作成されたレイヤ 3外部ネットワークオブジェクト
（l3extOut）は、「__ui_」で始まる名前で識別され、GUIで読み取り専用としてマークさ
れます。CLIは、インターフェイス、プロトコル、ルートマップ、EPGなどの機能で、こ
れらの外部L3ネットワークを分割します。REST APIを介して実行される設定変更は、こ
の構造を破棄することができ、CLIを介してさらなる変更を防ぐことができます。

このようなオブジェクトを削除する手順については、『APIC Troubleshooting Guide』の
「Troubleshooting Unwanted _ui_ Objects」を参照してください。

レイヤ 3外部接続の設定
外部ネットワークへのレイヤ3（L3）ルーティング接続の設定は、次のコンポーネントで構成
されています。

•インターフェイス：レイヤ3ポートの設定インターフェイス、サブインターフェイス、外
部ルータに接続するために使用される外部 SVI。

•ルーティングプロトコルの設定：CLIは静的ルート、BGP、OSPF、EIGRPプロトコル設
定をサポートします。

•ルートマップ制御：ルートマップは、prefixes/BDパブリックサブネットと一致させ、
ルーティング制御ポリシーを適用するために使用されます。ルートマップが作成される

と、「in」（BGPまたは OSPF）、「out」（BGP、OSPF、EIGRP）などの、方向のルー
ティングプロトコルと関連付けることができます。

インターフェイス、ルートプロトコル、およびルートマップに関する設定は、構成リーフ

の設定モードでリーフスイッチ単位で保持されます。

• L3外部 EPG：コントラクトとQoSポリシーを適用するためのエンドポイントグループに
分類されるテナントVRFの外部サブネットのリスト。L3外部 EPG（プレフィックス EPG
ともいいます）には、他の外部L3 EPGおよびアプリケーションEPGとコントラクトを持
つことができます。L3外部 EPG設定はテナント設定で保持されます。L3外部 EPGは、
VRFが設定されているノードのサブセットに展開できます。

レイヤ 3外部接続を設定するための手順は、次のように要約できます。

1. テナントの下に VRFを作成します。

2. 境界リーフスイッチ上の VRFを設定して展開します。

3. 境界リーフインターフェイス上のレイヤ 3インターフェイスを設定します。

4. リーフスイッチ上のルートマップを設定します。

5. リーフおよびリーフインターフェイスの下にルーティングプロトコル（BGP、OSPF、
EIGRP）を設定します。

6. テナントの下に L3外部 EPGを作成して設定します。

7. 境界リーフスイッチの外部 L3 EPGを展開します。
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外部ネットワークへのルーテッド接続

外部ネットワークへルートされた接続について

ネットワーク構成 (L3Out)外部レイヤ 3では、ファブリック以外のトラフィックを転送する方
法を定義します。レイヤ3はし、他のノードのアドレスを見つける、ルートを選択して、サー
ビスの品質を選択して、入力して、終了、およびファブリックを移動する際は、トラフィック

を転送に使用されます。

ガイドラインとの設定と接続の外部レイヤ3を維持するための注意事項は、次を参照してくだ
さい。外部ネットワークへの接続をルーティングするための注意事項（6ページ）。

（注）

L3Outsの種類についての詳細は、外部レイヤ 3 Outside接続タイプ（8ページ）を参照して
ください。

外部ネットワークへのルーテッド接続のためのレイヤ 3 Out
外部ネットワークへのルーテッド接続は、次の図の階層で示すようにファブリックアクセス

（infraInfra）外部ルーテッドドメイン（l3extDomP）をレイヤ 3外部外側ネットワーク
（l3extOut）のテナントレイヤ 3外部インスタンスプロファイル（l3extInstPまたは外部

EPG）に関連付けることによって有効になります。
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図 1 :レイヤ 3外部接続のポリシーモデル

レイヤ 3外部アウトサイドネットワーク（l3extOutオブジェクト）には、ルーティングプロ

トコルのオプション（BGP、OSPF、または EIGRPまたはサポートされている組み合わせ）お
よびスイッチとインターフェイス固有の設定が含まれています。l3extOutにルーティングプ

ロトコル（たとえば、関連する仮想ルーティングおよび転送（VRF）およびエリア IDを含む
OSPF）が含まれる一方で、レイヤ 3外部インターフェイスのプロファイルには必要な OSPF
インターフェイスの詳細が含まれます。いずれも OSPFのイネーブル化に必要です。

l3extInstP EPGは、コントラクトを通してテナント EPGに外部ネットワークを公開します。
たとえば、Webサーバのグループを含むテナント EPGは、l3extOutに含まれるネットワーク

設定に応じてコントラクトを介して l3extInstP EPGと通信できます。外部ネットワーク設定
は、ノードを L3外部ノードプロファイルに関連付けることで複数のノードに容易に再利用で
きます。同じプロファイルを使用する複数のノードをフェールオーバーやロードバランシング

のために設定できます。ノードを複数の l3extOutsに追加することで、l3extOutsに関連付けら
れている VRFがノードでも展開されます。拡張性に関する情報については、現行の「Verified
Scalability Guide for Cisco ACI」を参照してください。
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外部ネットワークへの接続をルーティングするための注意事項

レイヤ 3外部接続を作成し、維持する際には、次のガイドラインを使用してください。

注意またはガイドライントピック

Cisco APICリリース 1.2(1)以降、入力ベースポリシーの適
用により、出入力両方向でレイヤ3アウトサイド（L3Out）
トラフィックにポリシー適用を定義できます。デフォルト

では入力になっています。リリース 1.2(1)以降にアップグ
レード中、既存のL3Out設定が出力に設定され、動作が既
存の設定と一致します。特別なアップグレードのシーケン

スは必要ありません。アップグレード後、グローバルプロ

パティ値を入力に変更します。変更されると、システムが

ルールとプレフィックスエントリを再プログラミングしま

す。規則は出力リーフから削除され、入力リーフ上に既存

の規則がない場合は、入力リーフ上にインストールされま

す。既存の設定がない場合、Actrlプレフィックスエント

リが入力リーフ上にインストールされます。ダイレクト

サーバリターン（DSR）および属性 EPGには入力ベース
のポリシー適用が必要です。vzAnyと禁止コントラクトは、
入力ベースのポリシー適用を契約無視します。入力には中

継規則が適用されます。

入力べースポリシーの適用

テナントのブリッジドメインには、共通テナントでプロビ

ジョニングされているl3extOutによってアドバタイズされ

たパブリックサブネットを含めることができます。

L3Outsによるブリッジドメイン

Cisco APICリリース 1.2（1x）以降、BGP l3extOut接続の

テナントポリシーは、最大プレフィックス制限を使用して

設定できます。これにより、ピアから受信されるルートプ

レフィックスの数をモニタし、制限することができます。

最大プレフィックス制限を超えると、ログエントリが記録

され、さらにプレフィックスが拒否されます。カウントが

一定の間隔でしきい値を下回る場合、接続を再起動するこ

とができますが、そうしない場合接続がシャットダウンし

ます。一度に 1つのオプションだけを使用できます。デ
フォルト設定では20,000プレフィックスに制限され、その
後は新しいプレフィックスは拒否されます。拒否オプショ

ンが導入されると、APICでエラーが発生する前に BGPは
設定されている制限よりも 1つ多くプレフィックスを受け
入れます。

BGP最大プレフィックス制限
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注意またはガイドライントピック

Cisco ACIは、IPフラグメンテーションをサポートしてい
ません。したがって、外部ルータへのレイヤ 3 Outside
（L3Out）接続、または Inter-Pod Network（IPN）を介した
multipod接続を設定する場合は、MTUが両側で適切に設定
されていることが重要です。ACI、Cisco NX-OS、Cisco IOS
などの一部のプラットフォームでは、設定されたMTU値
は IPヘッダーを考慮に入れています（結果として、最大パ
ケットサイズは、ACIで 9216バイト、NX-OSおよび IOS
で 9000バイトに設定されます）。ただし、IOS XRなどの
他のプラットフォームは、パケットヘッダーのを除くMTU
値を設定します（結果として最大パケットサイズは 8986
バイトになります）。

各プラットフォームの適切なMTU値については、それぞ
れの設定ガイドを参照してください。

CLIベースのコマンドを使用してMTUをテストすること
を強く推奨します。たとえば、Cisco NX-OS CLIで ping

1.1.1.1 df-bit packet-size 9000 source-interface

ethernet 1/1などのコマンドを使用します。

MTU

マルチノードサービスグラフを使用する際、異なる VRF
で2つのEPGが必須です。これらの機能では、システムは
レイヤ 3検索を実行する必要があるため、EPGが異なる
VRFを分離する必要があります。この制限は、レイヤ 2お
よびレイヤ3の検索に基づいてレガシサービスの挿入に続
きます。

レイヤ 4から 7

L3Out用の QoSポリシーを設定し、L3Outが存在する BL
スイッチで適用されるポリシーを有効にするには、次の注

意事項に従ってください。

• VRFポリシー制御の適用方向を出力に設定する必要
があります。

• VRFポリシー制御適用の優先度設定を有効に設定す
る必要があります。

• L3Outを使用してEPG間の通信を制御するコントラク
トを設定する際に、コントラクトまたはコントラクト

の件名にQoSクラスまたはターゲットDSCPを含めま
す。

L3Outsの QoS
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外部レイヤ 3 Outside接続タイプ
ACIは、以下の外部レイヤ 3 Outside接続オプションをサポートします。

•スタティックルーティング（IPv4および IPv6でサポート）

•標準および NSSAエリアの OSPFv2（IPv4）

•標準および NSSAエリアの OSPFv3（IPv6）

• iBGP（IPv4および IPv6）

• eBGP（IPv4および IPv6）

• BGP（IPv4および IPv6）

外部レイヤ 3 Outside接続は、以下のインターフェイスでサポートされます。

•レイヤ 3ルーテッドインターフェイス

• 802.1Qタギング対応のサブインターフェイス：サブインターフェイスを使用すると、複数
のプライベートネットワークに対するレイヤ 2外部接続を提供できます。

•スイッチ仮想インターフェイス（SVI）：SVIインターフェイスを使用すると、レイヤ 2
とレイヤ 3をサポートする同じ物理インターフェイスをレイヤ 2外部接続とレイヤ 3外部
接続に使用できます。
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図 2 : ACIレイヤ 3管理対象オブジェクト

L3Outside接続に使用される管理対象オブジェクトは、次のとおりです。

•外部レイヤ 3 Outside（L3ext）：ルーティングプロトコルオプション（OSPFエリアタイ
プ、エリア、EIGRP AS、BGP）、プライベートネットワーク、外部物理ドメイン。

•論理ノードプロファイル：外部レイヤ 3 Outside接続に対して 1つ以上のノードが定義さ
れたプロファイル。ルータ IDとループバックインターフェイス設定はプロファイルで定
義されます。

複数の外部レイヤ 3 Outside接続間の同じノードには同じルータ
IDを使用してください。

（注）

•論理インターフェイスプロファイル：IPv4および IPv6インターフェイスの IPインター
フェイス設定。これは、ルートインターフェイス、ルーテッドサブインターフェイス、

および SVIでサポートされます。SVIは、物理ポート、ポートチャネルまたは VPCで設
定できます。

• OSPFインターフェイスポリシー：OSPFのネットワークタイプ、優先順位などの詳細が
含まれています。
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• EIGRPインターフェイスポリシー：タイマー、スプリットホライズンタイマーなどの詳
細が含まれています。

• BGPピア接続プロファイル：ほとんどの BGPピア設定、リモート AS、ローカル AS、お
よびBGPピア接続オプションが設定されるプロファイル。BGPピア接続プロファイルは、
ノードプロファイルの下の論理インターフェイスプロファイルまたはループバックイン

ターフェイスに関連付けることができます。これは、BGPピアリングセッションの
update-source設定を決定します。

•外部ネットワークインスタンスプロファイル（EPG）（l3extInstP）：外部 EPGはプレ
フィックスベースのEPGまたは InstPとも呼ばれます。インポートおよびエクスポートの
ルート制御ポリシー、セキュリティインポートポリシー、およびコントラクトの関連付

けは、このプロファイルで定義されます。単一L3Outに複数の外部EPGを設定できます。
単一外部レイヤ 3 Outside接続で別のルートまたはセキュリティポリシーが定義されてい
る場合、複数の外部 EPGを使用できます。1つの外部 EPGまたは複数の外部 EGPがルー
トマップにまとめられます。外部EPGで定義されるインポート/エクスポートサブネット
は、ルートマップの IPプレフィックスリストの match句と関連しています。外部 EPG
は、インポートセキュリティサブネットとコントラクトが関連付けられる場所でもあり

ます。これは、この L3outのトラフィックの許可またはドロップに使用されます。

•アクションルールプロファイル：アクションルールプロファイルは、L3Outのルート
マップの set句を定義するために使用されます。サポートされる set句は、BGP communities
（standardおよび extended）、Tags、Preference、Metric、およびMetric typeです。

•ルート制御プロファイル：ルート制御プロファイルは、アクションルールプロファイル
を参照するために使用されます。これは、アクションルールプロファイルの順序付きプ

ロファイルにすることができます。ルート制御プロファイルは、テナント BD、BDサブ
ネット、外部 EPG、または外部 EPGサブネットで参照できます。

BGP、OSPF、およびEIGRP L3Out用の追加のプロトコル設定が存在します。これらの設定は、
GUIの [ACI Protocol Policies]セクションでテナントごとに設定されます。

外部 EPG (中継ルーティングケース)の間でポリシーの適用を設定する際には、エクスポート
ルート制御、集約エクスポート、および外部のセキュリティのために、デフォルトプレフィッ

クスである 0/0で 2番目の外部 EPG (InstP)を設定する必要があります。さらに、優先グループ
を除外し、中継 InstPs間で任意の契約（または希望の契約）を使用する必要があります。

（注）

NX-OSスタイルの CLIを使用したテナントネットワークのレイヤ 3
Outsideの設定

次の手順では、テナントネットワークのネットワークの外部レイヤ3を設定する方法について
説明します。次に、NX-OS CLIを使用してテナント VRF外部 L3接続にノードと L3ポートを
配備する例を示します。

レイヤ 3外部接続の設定
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この例は、わかりやすくするための手順に分割されます。マージされた例については、NX-OS
スタイル CLIの例：L3Out（14ページ）を参照してください。

始める前に

•ノード、ポート、機能プロファイル、AEP、レイヤ 3ドメインを設定します。

•使用して VLANドメイン設定、 vlanドメイン ドメイン および vlan vlan範囲 コマン
ド。

• BGPルートリフレクタポリシーを設定し、ファブリック内でルーテッドを伝達します。

コマンドを使用して、これらの前提条件の例を参照してください。NX-OSスタイル CLIの例:
L3Outの前提条件（14ページ）。

手順

ステップ 1 テナントおよび VRFを設定します。

この例では VRF v1でテナント t1を設定します。これらはまだ展開されていません。

例：

apic1# configure
apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# vrf context v1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(congig-tenant)# exit
apic1(config)#

ステップ 2 L3Outのノードとインターフェイスを設定します。

この例では設定 VRF v1 ノード 103 (borderリーフスイッチ)と呼ばれるで nodep1 、ルータ

IDを 11.11.11.103 。インターフェイスの設定も eth1/3 ルーテッドインターフェイス (レ
イヤ 3のポート)、IPアドレスとして 12.12.12.3/24 とレイヤ 3ドメイン dom1 。

例：

apic1(config)# leaf 103
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# router-id 11.11.11.103
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-if)# ip address 12.12.12.3/24
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 3 ルーティングプロトコルを設定します。

この例では、BGPピアのアドレスを使用して、プライマリのルーティングプロトコルとして
BGPを設定 15.15.15.2 ASN 100ドルとします。

例：

レイヤ 3外部接続の設定
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apic1(config)# leaf 103
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 15.15.15.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 4 オプション。接続ルーティングプロトコルを設定します。

この例では、定期的なエリア IDと、通信プロトコルとして OSPFを設定 0.0.0.0 、ループ

バックアドレスと 30.30.30.0 。

例：

apic1(config)# leaf 103
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 loopback 30.30.30.0
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 5 ノード 103上に外部 EPGを設定します。

この例では、ネットワークで 20.20.20.0/24 外部ネットワークとして設定されている extnw1

。

例：

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ip 20.20.20.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 103
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-leaf-vrf)# exit

ステップ 6 オプション。ルートマップを設定します。

この例では、ルートマップ設定 rp1 アウトバウンド方向に BGPピアの。ルートマップが
ルートの宛先に一致するのに適用される 200.3.2.0/24 。また、正常な一致で (ルートには、
この範囲が一致する)ルート ASパスアトリビュートが更新され、 200 および 100 。

例：

apic1(config-leaf)# template route group match-rule1 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 200.3.2.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule1 order 0
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config)# leaf 103
apic1(config-leaf)# router bgp 100

レイヤ 3外部接続の設定
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apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 15.15.15.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp1 in
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)#exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 7 ブリッジドメインを追加します。

例：

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# bridge-domain bd1
apic1(config-tenant-bd)# vrf member v1
apic1(config-tenant-bd)# exit
apic1(config-tenant)# interface bridge-domain bd1
apic1(config-tenant-interface)# ip address 44.44.44.1/24 scope public
apic1(config-tenant-interface)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match bridge-domain bd1 tenant t1
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 8 ノード 101で EPGアプリケーションを作成します。

例：

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# application app1
apic1(config-tenant-app)# epg epg1
apic1(config-tenant-app-epg)# bridge-domain member bd1
apic1(config-tenant-app-epg)# exit
apic1(config-tenant-app)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# switchport trunk allowed vlan 2011 tenant t1 application app1 epg
epg1
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)#

ステップ 9 フィルタ (アクセスリスト)と契約を作成します。

例：

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# access-list http-filter
apic1(config-tenant-acl)# match ip
apic1(config-tenant-acl)# match tcp dest 80
apic1(config-tenant-acl)# exit
apic1(config-tenant)# contract httpCtrct
apic1(config-tenant-contract)# scope vrf
apic1(config-tenant-contract)# subject subj1
apic1(config-tenant-contract-subj)# access-group http-filter both
apic1(config-tenant-contract-subj)# exit
apic1(config-tenant-contract)# exit

レイヤ 3外部接続の設定
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ステップ 10 契約を設定し、Epgに関連付けます。

例：

apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract provider httpCtrct
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# application app1
apic1(config-tenant-app)# epg epg1
apic1(config-tenant-app-epg)# contract consumer httpCtrct
apic1(config-tenant-app-epg)# exit
apic1(config-tenant-app)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)#

NX-OSスタイル CLIの例: L3Outの前提条件
L3Outを設定する前に、次の手順を実行します。

1. VLANドメインを設定します。
apic1# configure
apic1(config)# vlan-domain dom1
apic1(config-vlan)# vlan 1024-2048
apic1(config-vlan)# exit

2. BGPルートリフレクタを設定します:

apic1(config)# bgp-fabric
apic1(config-bgp-fabric)# asn 100
apic1(config-bgp-fabric)# route-reflector spine 104,105

NX-OSスタイル CLIの例：L3Out
次の例は、L3Outを設定する手順のマージバージョン NX-OSスタイル CLIを使用します。
L3Outを設定する前に、次の前提条件を設定します。
apic1# configure
apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# vrf context v1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 103
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# router-id 11.11.11.103
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-if)# ip address 12.12.12.3/24
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 15.15.15.2

レイヤ 3外部接続の設定
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apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 loopback 30.30.30.0
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ip 20.20.20.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 103
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# external-l3 epg extnw1
apic(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# template route group match-rule1 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 200.3.2.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule1 order 0
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 15.15.15.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp1 in
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# bridge-domain bd1
apic1(config-tenant-bd)# vrf member v1
apic1(config-tenant-bd)# exit
apic1(config-tenant)# interface bridge-domain bd1
apic1(config-tenant-interface)# ip address 44.44.44.1/24 scope public
apic1(config-tenant-interface)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map map1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match bridge-domain bd1 tenant t1
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# application app1
apic1(config-tenant-app)# epg epg1
apic1(config-tenant-app-epg)# bridge-domain member bd1
apic1(config-tenant-app-epg)# exit
apic1(config-tenant-app)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# switchport trunk allowed vlan 2011 tenant t1 application app1 epg
epg1

レイヤ 3外部接続の設定
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apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# access-list http-filter
apic1(config-tenant-acl)# match ip
apic1(config-tenant-acl)# match tcp dest 80
apic1(config-tenant-acl)# exit
apic1(config-tenant)# contract httpCtrct
apic1(config-tenant-contract)# scope vrf
apic1(config-tenant-contract)# subject subj1
apic1(config-tenant-contract-subj)# access-group http-filter both
apic1(config-tenant-contract-subj)# exit
apic1(config-tenant-contract)# exit
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract provider httpCtrct
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# application app1
apic1(config-tenant-app)# epg epg1
apic1(config-tenant-app-epg)# contract consumer httpCtrct
apic1(config-tenant-app-epg)# exit
apic1(config-tenant-app)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)#

レイヤ 3ルーティングとサブインターフェイスポート
チャネル

レイヤ 3ポートチャネルについて
以前、Cisco APICではレイヤ 2ポートチャネルのみサポートしていました。リリース 3.2(1)よ
り、Cisco APICではレイヤ 3ポートチャネルもサポートしています。

図 3 :スイッチポートチャネル設定

ポートチャネルの NX-OSは、CLIを使用してをルーテッドレイヤ 3の
設定

この手順では、レイヤ 3ルーテッドポートチャネルを設定します。

レイヤ 3外部接続の設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

リーフスイッチまたはリーフスイッチ

の設定を指定します。Node-idは形式
leaf node-id

例：

ステップ 2

node-id1-node-id2の単一ノード IDまた
apic1(config)# leaf 101

は IDの範囲となる可能性があり、設定
が適用されます。

指定したポートチャネルのインター

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel channel-name

例：

apic1(config-leaf)# interface
port-channel po1

ステップ 3

レイヤ 3インターフェイスを可能にな
ります。

no switchport

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-if)# no switchport

この仮想ルーティングおよび転送(VRF)
インスタンスと L3ポリシー、外部に

vrf member vrf-name tenant tenant-name

例：

ステップ 5

は、このポートチャネルを関連付けま

す場所。
apic1(config-leaf-if)# vrf member v1
tenant t1

• Vrf-nameは VRF名です。32文字
以内の英数字のストリング（大文

字と小文字を区別）で指定しま

す。

•テナント名は、テナント名です。
32文字以内の英数字のストリング
（大文字と小文字を区別）で指定

します。

以前に設定された VLANドメインに
は、ポートチャネルのテンプレートを

関連付けます。

vlan-domain member vlan-domain-name

例：

apic1(config-leaf-if)# vlan-domain
member dom1

ステップ 6

指定したインターフェイスの IPアド
レスとサブネットマスクを設定しま

す。

ip address ip-address / subnet-mask

例：

apic1(config-leaf-if)# ip address
10.1.1.1/24

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

IPv6の一般的なプレフィックスに基づ
いて IPv6アドレスを設定し、インター

ipv6 address sub-bits/prefix-length
preferred

例：

ステップ 8

フェイスにおける IPv6処理をイネーブ
ルにします。場所：apic1(config-leaf-if)# ipv6 address

2001::1/64 preferred • sub-bits i引数は、prefix-name引数
で指定された一般的なプレフィッ

クスによって提供されるプレ

フィックスに連結する、アドレス

のサブプレフィックスビットおよ

びホストビットです。sub-bits引
数は、RFC 2373に記載された形式
で指定する必要があります。この

形式では、アドレスは、16進数値
を16ビット単位でコロンで区切っ
て指定します。

• Prefix-lengthは IPv6プレフィック
スの長さです。プレフィックス

（アドレスのネットワーク部分）

を構成するアドレスの上位連続

ビット数を示す 10進値です。10
進数値の前にスラッシュ記号が必

要です。

インターフェイスに IPv6リンクローカ
ルアドレスを設定します。

ipv6 link-local ipv6-link-local-address

例：

ステップ 9

apic1(config-leaf-if)# ipv6
link-local fe80::1

インターフェイスMACアドレスを手
動で設定します。

mac-address mac-address

例：

ステップ 10

apic1(config-leaf-if)# mac-address
00:44:55:66:55::01

このサービスクラスのMTUを設定し
ます

mtu mtu-value

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf-if)# mtu 1500

例

この例では、基本レイヤ 3ポートチャネルを設定する方法を示します。

apic1# configure

レイヤ 3外部接続の設定
18

レイヤ 3外部接続の設定

ポートチャネルの NX-OSは、CLIを使用してをルーテッドレイヤ 3の設定



apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface port-channel po1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member v1 tenant t1
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# ip address 10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address 2001::1/64 preferred
apic1(config-leaf-if)# ipv6 link-local fe80::1
apic1(config-leaf-if)# mac-address 00:44:55:66:55::01
apic1(config-leaf-if)# mtu 1500

NX-OS CLIを使用したレイヤ 3サブインターフェイスポートチャネル
の設定

この手順では、レイヤ 3サブインターフェイスポートチャネルを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

リーフスイッチまたはリーフスイッチ

の設定を指定します。Node-idは形式
leaf node-id

例：

ステップ 2

node-id1-node-id2の単一ノード IDまた
apic1(config)# leaf 101

は IDの範囲となる可能性があり、設定
が適用されます。

この仮想ルーティングおよび転送(VRF)
インスタンスと L3アウトサイドポリ

vrf member vrf-name tenant tenant-name

例：

ステップ 3

シーにポートチャネルを関連付けま

す。場所：
apic1(config-leaf-if)# vrf member v1
tenant t1

• Vrf-nameは VRF名です。32文字
以内の英数字のストリング（大文

字と小文字を区別）で指定しま

す。

•テナント名は、テナント名です。
32文字以内の英数字のストリング
（大文字と小文字を区別）で指定

します。

レイヤ 3外部接続の設定
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目的コマンドまたはアクション

以前に設定された VLANドメインに
は、ポートチャネルのテンプレートを

関連付けます。

vlan-domain member vlan-domain-name

例：

apic1(config-leaf-if)# vlan-domain
member dom1

ステップ 4

指定したインターフェイスの IPアド
レスとサブネットマスクを設定しま

す。

ip address ip-address / subnet-mask

例：

apic1(config-leaf-if)# ip address
10.1.1.1/24

ステップ 5

IPv6の一般的なプレフィックスに基づ
いて IPv6アドレスを設定し、インター

ipv6 address sub-bits/prefix-length
preferred

例：

ステップ 6

フェイスにおける IPv6処理をイネーブ
ルにします。場所：apic1(config-leaf-if)# ipv6 address

2001::1/64 preferred • sub-bits i引数は、prefix-name引数
で指定された一般的なプレフィッ

クスによって提供されるプレ

フィックスに連結する、アドレス

のサブプレフィックスビットおよ

びホストビットです。sub-bits引
数は、RFC 2373に記載された形式
で指定する必要があります。この

形式では、アドレスは、16進数値
を16ビット単位でコロンで区切っ
て指定します。

• Prefix-lengthは IPv6プレフィック
スの長さです。プレフィックス

（アドレスのネットワーク部分）

を構成するアドレスの上位連続

ビット数を示す 10進値です。10
進数値の前にスラッシュ記号が必

要です。

インターフェイスに IPv6リンクローカ
ルアドレスを設定します。

ipv6 link-local ipv6-link-local-address

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-if)# ipv6
link-local fe80::1

インターフェイスMACアドレスを手
動で設定します。

mac-address mac-address

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-if)# mac-address
00:44:55:66:55::01

レイヤ 3外部接続の設定
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目的コマンドまたはアクション

このサービスクラスのMTUを設定し
ます

mtu mtu-value

例：

ステップ 9

apic1(config-leaf-if)# mtu 1500

設定モードに戻ります。exit

例：

ステップ 10

apic1(config-leaf-if)# exit

指定したポートチャネルのインター

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel channel-name

例：

apic1(config-leaf)# interface
port-channel po1

ステップ 11

以前に設定された VLANドメインに
は、ポートチャネルのテンプレートを

関連付けます。

vlan-domain member vlan-domain-name

例：

apic1(config-leaf-if)# vlan-domain
member dom1

ステップ 12

設定モードに戻ります。exit

例：

ステップ 13

apic1(config-leaf-if)# exit

指定したサブインターフェイスポート

チャネルのインターフェイス設定モー

ドを開始します。

interface port-channel
channel-name.number

例：

ステップ 14

apic1(config-leaf)# interface
port-channel po1.2001

この仮想ルーティングおよび転送(VRF)
インスタンスと L3アウトサイドポリ

vrf member vrf-name tenant tenant-name

例：

ステップ 15

シーにポートチャネルを関連付けま

す。場所：
apic1(config-leaf-if)# vrf member v1
tenant t1

• Vrf-nameは VRF名です。32文字
以内の英数字のストリング（大文

字と小文字を区別）で指定しま

す。

•テナント名は、テナント名です。
32文字以内の英数字のストリング
（大文字と小文字を区別）で指定

します。

設定モードに戻ります。exit

例：

ステップ 16
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-leaf-if)# exit

例

この例では、基本的なレイヤ 3サブインターフェイスポートチャネルを設定する方法
を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface vlan 2001
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member v1 tenant t1
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# ip address 10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address 2001::1/64 preferred
apic1(config-leaf-if)# ipv6 link-local fe80::1
apic1(config-leaf-if)# mac-address 00:44:55:66:55::01
apic1(config-leaf-if)# mtu 1500
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# interface port-channel po1
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# interface port-channel po1.2001
apic1(config-leaf-if)# vrf member v1 tenant t1
apic1(config-leaf-if)# exit

NX-OS CLIを使用したレイヤ 3ポートチャネルにポートを追加する
この手順では、以前に設定したレイヤ 3ポートチャネルにポートを追加します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

リーフスイッチまたはリーフスイッチ

の設定を指定します。Node-idは形式
leaf node-id

例：

ステップ 2

node-id1-node-id2の単一ノード IDまた
apic1(config)# leaf 101

は IDの範囲となる可能性があり、設定
が適用されます。

レイヤ 3外部接続の設定
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスのインター

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface Ethernet slot/port

例：

apic1(config-leaf)# interface Ethernet
1/1-2

ステップ 3

チャネルグループでポートを設定しま

す。

channel-groupチャネル名

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-if)# channel-group
p01

例

この例では、ポートをレイヤ 3にポートチャネルを追加する方法を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface Ethernet 1/1-2
apic1(config-leaf-if)# channel-group p01

レイヤ 3アウトからレイヤ 3アウト内部 VRFへの漏洩
Cisco APICリリース 2.2(2e)から、2つの異なるVRFに 2個のレイヤ 3アウトがある場合、VRF
内部の漏洩がサポートされています。

この機能を稼働するには、次の条件を満たす必要があります。

• 2個のレイヤ 3アウト間にはコントラクトが必要です。

•レイヤ3アウトの接続したり移行したりするサブネットのルートは、コントラクトを適用
し（L3Out-L3OutおよびL3Out-EPG）、VRF間の動的または静的ルートを漏洩させること
なく漏洩します。

•動的または静的ルートは、コントラクトを適用し（L3Out-L3Outおよび L3Out-EPG）、
VRF間で直接接続したり移行したりするルートをアドバタイズすることなく漏洩します。

•異なる VRFの共有のレイヤ 3アウトは相互に通信できます。

• 2個のレイヤ 3アウトは異なる 2個の VRFに存在し、正常にルートを交換できます。

•この強化は、アプリケーション EPGおよびレイヤ 3アウト内部 VRF間の通信と同じで
す。唯一の違いは、アプリケーション EPGではなく別のレイヤ 3アウトが存在します。
したがってこの状況では、コントラクトは 2個のレイヤ 3アウト間で記録されます。

レイヤ 3外部接続の設定
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次の図では、共有サブネットによる 2個のレイヤ 3アウトが存在します。両方の VRFでレイ
ヤ 3外部インスタンスプロファイル（l3extInstP）間のコントラクトがあります。この場合、
VRF 1の共有レイヤ 3アウトは VRF 2の共有レイヤ 3と通信できます。

図 4 : 2個の VRF間で通信する共有レイヤ 3アウト

NX-OSスタイル CLIを使用して共有レイヤ 3 VRF内リークを設定する
－ 名前が付けられた例

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始

します。

ステップ 1

例：

apic1# configure

プロバイダーレイヤ 3を設定します。ステップ 2

例：

apic1(config)# tenant t1_provider
apic1(config-tenant)# external-l3 epg
l3extInstP-1 l3out T0-o1-L3OUT-1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf
member VRF1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match
ip 192.168.2.0/24 shared
apic1(config-tenant-l3ext-epg)#
contract provider vzBrCP-1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant

レイヤ 3外部接続の設定
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目的コマンドまたはアクション

t1_provider vrf VRF1 l3out
T0-o1-L3OUT-1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map
T0-o1-L3OUT-1_shared
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip
prefix-list l3extInstP-1 permit
192.168.2.0/24
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match
prefix-list l3extInstP-1
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

レイヤ 3 Outコンシューマを設定しま
す。

ステップ 3

例：

apic1(config)# tenant t1_consumer
apic1(config-tenant)# external-l3 epg
l3extInstP-2 l3out T0-o1-L3OUT-1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf
member VRF2
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match
ip 199.16.2.0/24 shared
apic1(config-tenant-l3ext-epg)#
contract consumer vzBrCP-1 imported
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant
t1_consumer vrf VRF2 l3out
T0-o1-L3OUT-1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map
T0-o1-L3OUT-1_shared
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip
prefix-list l3extInstP-2 permit
199.16.2.0/24
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match
prefix-list l3extInstP-2
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)#

レイヤ 3外部接続の設定
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NX-OS Style CLIを使用した共有レイヤ 3 VRF間リークの設定：名前を付
けた例

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始

します。

ステップ 1

例：

apic1# configure

プロバイダテナントおよびVRFの設定ステップ 2

例：

apic1(config)# tenant t1_provider
apic1(config-tenant)# vrf context VRF1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# exit

コンシューマテナントおよびVRFの設
定

ステップ 3

例：

apic1(config)# tenant t1_consumer
apic1(config-tenant)# vrf context VRF2
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# exit

コントラクトの設定ステップ 4

例：

apic1(config)# tenant t1_provider
apic1(config-tenant)# contract vzBrCP-1
type permit
apic1(config-tenant-contract)# scope
exportable
apic1(config-tenant-contract)# export
to tenant t1_consumer
apic1(config-tenant-contract)# exit

プロバイダ外部レイヤ 3 EPGの設定ステップ 5

例：

apic1(config-tenant)# external-l3 epg
l3extInstP-1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf
member VRF1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match
ip 192.168.2.0/24 shared
apic1(config-tenant-l3ext-epg)#
contract provider vzBrCP-1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit

レイヤ 3外部接続の設定
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目的コマンドまたはアクション

プロバイダエクスポートマップの設定ステップ 6

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant
t1_provider vrf VRF1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map map1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip
prefix-list p1 permit 192.168.2.0/24
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match
prefix-list p1
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# export map map1
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

コンシューマ外部レイヤ 3 EPGの設定ステップ 7

例：

apic1(config)# tenant t1_consumer
apic1(config-tenant)# external-l3 epg
l3extInstP-2
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf
member VRF2
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match
ip 199.16.2.0/24 shared
apic1(config-tenant-l3ext-epg)#
contract consumer vzBrCP-1 imported
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit

コンシューマエクスポートマップの設

定

ステップ 8

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant
t1_consumer vrf VRF2
apic1(config-leaf-vrf)# route-map map2
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip
prefix-list p2 permit 199.16.2.0/24
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match
prefix-list p2
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# export map map2
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)#
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SVI外部カプセル化の範囲について
レイヤ 3アウト設定のコンテキストでは、スイッチ仮想インターフェイス（SVI）は ACIリー
フスイッチとルータ間に接続性を提供するように設定されます。

デフォルトで単一のレイヤ 3アウトが SVIインターフェイスで設定されている場合、VLANの
カプセル化はファブリック内の複数のノードに範囲が及びます。これは、図で示されるように

SVIインターフェイスが同じ外部カプセル化（SVI）を使用する限り、レイヤ 3アウト SVIが
展開されているファブリックで、ACIファブリックがすべてのノード上に同じブリッジドメイ
ン（VXLAN VN）を設定するため発生します。

ただし、異なるレイヤ 3アウトが展開されている場合、同じ外部カプセル化 (SVI)を使用して
いる場合でも ACIファブリックは異なるブリッジドメインを使用します。

図 5 :ローカル範囲のカプセル化と 1個のレイヤ 3アウト

レイヤ 3外部接続の設定
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図 6 :ローカル範囲のカプセル化と 2個のレイヤ 3アウト

Cisco APICリリース 2.3以降、同じ外部カプセル化（SVI）を使用して、2個以上のレイヤ 3ア
ウトを展開する場合の動作を選択できるようになりました。

カプセル化の範囲は、ローカルまたは VRFとして設定できます。

•ローカル範囲（デフォルト）：例の動作が「ローカル範囲のカプセル化および2個のレイ
ヤ 3アウト」というタイトルの図に表示されます。

• VRF範囲：ACIファブリックが、同じ外部カプセル化（SVI）が展開されているすべての
ノードとレイヤ3アウト上で同じブリッジドメイン（VXLAN VNI）を設定します。「VRF
範囲のカプセル化および 2個のレイヤ 3アウト」というタイトルの図の例を参照してくだ
さい。

図 7 : VRF範囲のカプセル化および 2個のレイヤ 3アウト

レイヤ 3外部接続の設定
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カプセル化スコープ構文

レイヤ 3 Outプロファイルで使用されるカプセル化の範囲を設定するためのオプションは次の
とおりです。

• Ctx ]:特定の VLANのカプセル化の同じ VRFに、すべてのレイヤ 3が記録されるで同じ
外部 SVI。これはグローバル値です。

•ローカル :レイヤ 3 Outごとの一意の外部 SVI。これはデフォルト値です。

CLI、API、および GUI構文間のマッピングは次のとおりです。

表 1 :カプセル化スコープ構文

GUIAPICLI

locallocall3out

VRFctxvrf

カプセル化の範囲を設定する CLIコマンドでは、名前付きのレイヤ 3アウト設定、VRFが設
定されている場合にのみサポートされます。

（注）

NX-OSスタイルCLIを使用して、SVIインターフェイスのカプセル化ス
コープの設定

SVIインターフェイスカプセル化のスコープ設定を次の例表示する手順では、名前付きのレイ
ヤ 3アウト設定です。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始

します。

コンフィギュレーションモードを開始

します。

例：

ステップ 1

apic1# configure

スイッチモードを開始します。スイッチモードを開始します。

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 104

VLANインターフェイスを作成します。
VLANの範囲は 1～ 4094です。

VLANインターフェイスを作成します。

例：

ステップ 3

レイヤ 3外部接続の設定
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-leaf)# interface vlan 2001

カプセル化の範囲を指定します。カプセル化の範囲を指定します。

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-if)# encap scope vrf
context

インターフェイスモードを終了します。インターフェイスモードを終了します。

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-if)# exit

SVI自動状態について

この機能は、APICリリース 2.2(3x)リリースおよび APICリリース 3.1 (1)で使用できます。
APICリリース 3.0(x)ではサポートされていません。

（注）

スイッチ仮想インターフェイス（SVI）は、デバイスのVLANのブリッジング機能とルーティ
ング機能間の論理インターフェイスを表します。SVIは、物理ポート、直接ポートチャネル、
仮想ポートチャネルのメンバーを有することができます。SVI論理インターフェイスはVLAN
に関連付けられ、VLANポートメンバーシップを有します。

SVIの状態はメンバーに依存しません。Cisco APICの SVIのデフォルトの自動状態動作は、自
動状態の値が無効になっているときに最新の状態になっていることを意味します。これは、イ

ンターフェイスが対応するVLANで動作していない場合、SVIがアクティブであることを意味
します。

SVI自動状態の値を有効に変更する場合、関連する VLANのポートメンバーに依存します。
VLANインターフェイスがVLANで複数のポートを有する場合、SVIはVLANのすべてのポー
トがダウンするとダウン状態になります。

表 2 : SVI自動状態

SVI状態の説明SVI自動状態

インターフェイスが対応する VLANで動作していない
場合、SVIがアップ状態であることを意味します。

無効がデフォルトの SVI自動状態の値です。

ディセーブル

SVIは、関連付けられている VLANのポートメンバに
よって異なります。VLANインターフェイスに複数の
ポートを含む場合、SVIはVLANのすべてのポートがダ
ウンするとダウン状態になります。

イネーブル
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SVI自動状態の動作のガイドラインと制限事項
次のガイドラインをお読みください。

• SVIの自動状態の動作を有効化または無効化にすると、SVIあたりの自動状態の動作を設
定します。これらはグローバルコマンドではありません。

NX-OSスタイル CLIを使用した SVI自動状態の設定

始める前に

•テナントおよび VRFが設定されています。

•レイヤ 3アウトが設定されており、レイヤ 3アウトの論理ノードプロファイルと論理イン
ターフェイスプロファイルが設定されています。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始

します。

コンフィギュレーションモードを開始

します。

例：

ステップ 1

apic1# configure

スイッチモードを開始します。スイッチモードを開始します。

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 104

VLANインターフェイスを作成します。
VLANの範囲は 1～ 4094です。

VLANインターフェイスを作成します。

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# interface vlan 2001

SVI自動状態を有効にします。SVI自動状態を有効にします。ステップ 4

例： デフォルトで、SVI自動状態の値は有効
ではありません。apic1(config-leaf-if)# autostate

インターフェイスモードを終了します。インターフェイスモードを終了します。

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-if)# exit
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インターフェイスとスタティックルーティングの設定

始める前に

テナントおよび VRFを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

ノードのテナントVRFを設定します。[no] vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name

ステップ 3

例：

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
exampleCorp vrf v1

VRFで実行されているルーティングプ
ロトコルに対してルータ IDを割り当て

（任意） [no] router-id ipv4-address

例：

ステップ 4

ます。ルータ IDを割り当てない場合、
apic1(config-leaf-vrf)# router-id
1.2.3.4 各リーフスイッチに固有の IDが内部

で生成されます。

VRFの静的ルートの情報を設定しま
す。

[no] {ip | ipv6} route ip-prefix/masklen
next-hop-address [preferred]

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-vrf)# ip route
21.1.1.1/32 32.1.1.1
apic1(config-leaf-vrf)# ipv6 route
5001::1/128 6002::1

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-vrf)# exit

外部インターフェイスのポートを指定

します。

interface type

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf)# interface eth 1/1
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスにVLANドメインを
割り当てます。The VLAN domain must

vlan-domain member domain-name

例：

ステップ 8

have already been created using the
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain
member dom1 vlan-domain command in the global

configuration mode.

インターフェイスをレイヤ 3インター
フェイスとして設定し、設定オプショ

ンでレイヤ 3コマンドを公開します。

no switchport

例：

apic1(config-leaf-if)# no switchport

ステップ 9

テナントVRFにインターフェイスを接
続します。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 10

apic1(config-leaf-if)# vrf member
tenant exampleCorp vrf v1

インターフェイスに IPアドレスを設定
します。指定されたアドレスは次のい

ずれかとして宣言できます。

[no] {ip | ipv6} address ip-prefix/masklen
[eui64] [secondary] [preferred]

例：

ステップ 11

• preferred—インターフェイスから
トラフィックのデフォルト送信元

アドレス。

apic1(config-leaf-if)# ip address
10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address
2001::1/64 preferred

• secondary—インターフェイスのセ
カンダリアドレス。

With the optional eui64 keyword, the host
can assign itself a 64-bit Extended Unique
Identifier (EUI).

In this mode, you can also configure ipv6
link-local, mac address, mtu, and other
layer 3 properties on the interface.

サポートされているすべてのオプショ

ンとともに、外部インターフェイスの

[[no]]ip dhcprelayaddress
tenanttenant-name
dhcp-address{applicationapp-name
epgepg-name|external-1212-epg-name|external-1313-epg-name}

ステップ 12

DHCPリレーアドレスを設定または削
除します。

例：

apic(config-leaf-if)# ip dhcp relay
address 192.0.20.1 tenant exampleCorp
application app1 epg epg1
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例

次に、外部接続用にレイヤ 3ポートを導入する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# router-id 1.2.3.4
apic1(config-leaf-vrf)# ip route 21.1.1.1/32 32.1.1.1
apic1(config-leaf-vrf)# ipv6 route 5001::1/128 6002::1 preferred
apic1(config-leaf-vrf)# exit

apic1(config-leaf)# interface eth 1/1
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-if)# ip address 10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ip address 11.1.1.1/24 secondary
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address 2001::1/64 preferred
apic1(config-leaf-if)# ipv6 link-local fe80::1
apic1(config-leaf-if)# mac-address 00:44:55:66:55::01
apic1(config-leaf-if)# mtu 4470

次に、外部接続用にレイヤ 3サブインターフェイスポートを設定する例を示します。
この例では、サブインターフェイス ID（1/2.100の「100」）は実際には IDではなく
VLANのカプセル化です。サブインターフェイスでは、レイヤ 3ポートでサポートさ
れるすべてのプロパティを同様に利用できます。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101

# SAME VRF CONTEXT CONFIGURATION AS PREVIOUS EXAMPLE

apic1(config-leaf)# interface eth 1/2.100
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1

# SAME L3 PROPERTIES CONFIGURATION AS PREVIOUS EXAMPLE

次に、外部接続用にスイッチ仮想インターフェイス（SVI）を設定する方法を示しま
す。各外部SVIはSVI IDで示されるカプセル化VLANによって一意に識別されます。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101

# SAME VRF CONTEXT CONFIGURATION AS PREVIOUS EXAMPLE

apic1(config-leaf)# interface vlan 200
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-if)# ip address 13.1.1.1/24

# HOW TO ATTACH A PORT TO THE EXTERNAL SVI:
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface eth 1/4
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf)# switchport trunk allowed vlan 10 tenant exampleCorp external-svi

# HOW TO ATTACH A PORT CHANNEL TO THE EXTERNAL SVI:
apic1(config)# leaf 102
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apic1(config-leaf)# interface port-channel po1
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf)# switchport trunk allowed vlan 10 tenant exampleCorp external-svi

# HOW TO ATTACH A VIRTUAL PORT CHANNEL (vPC) TO THE EXTERNAL SVI:
apic1(config)# vpc context leaf 101 102
apic1(config-leaf)# interface vpc vpc103
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf)# switchport trunk allowed vlan 10 tenant exampleCorp external-svi

外部 SVIは参加ノードごとに設定する必要があります。これにより、同じ SVIでノー
ドごとに異なる IPアドレスを設定することができます。vPCが外部 SVIの一部である
場合、参加している vPCピアごとに SVIを個別に作成する必要があり、SVIごとに異
なる IPアドレスを指定することができます。

（注）

OSPFの設定

『Configuring OSPF』
OSPFはエリアで次のいずれかのモードで動作できます。

• OSPFがノードでテナントVRFの主要なルーティングプロトコルとして使用される場合、
OSPFは OSPFエリアで設定されたルートマップに定義されているルートをインポートお
よびエクスポートします。ルートマップにはエクスポートルートが含まれます。

• OSPFがBGPの接続プロトコルとして使用される場合、OSPFはBGPセッションの送信元
として使用されるループバックアドレスをアドバタイズします。ループバック IDではな
くループバック IPアドレスが使用されることに注意してください。この場合、OSPFに依
存している BGPセッションは update-sourceコマンドで同じループバック IPアドレスを使
用します。

OSPFと OSPFv3に個別の設定は必要ありません。ルータ OSPFモードは OSPFで実行されて
いるエリアでは暗黙的に OSPFv2と OSPFv3の両方を処理します。

OSPFセッションは、次に示す、リーフのすべてのタイプのレイヤ3インターフェイスでサポー
トされます。

•レイヤ 3ポート

•サブインターフェイス

•外部 SVI
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

OSPFルーティングプロセスを作成し、
OSPFポリシー設定を開始します。

router ospf default

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# router ospf
default

OSPFセッションで VRFを有効にしま
す。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-ospf)# vrf member
tenant exampleCorp vrf v100

スイッチでデフォルトルートが生成さ

れます。

（任意） default-information originate
[always]

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-ospf-vrf)#
default-information originate

Not-So-Stubby Area（NSSA）を定義し
ます。

area area-id nssa [no-redistribution]
[default-information-originate]

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0
nssa

エリアをスタブエリアとして定義しま

す。

area area-id stub

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17
stub

OSPFのデフォルトエリアコストを 0
～ 16777215の値に設定します。

areaエリア id default-costコスト

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17
default-cost 20

アウトバウンドフィルタリングのルー

トマップを指定します。

area area-id route-map map-name out

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17
route-map ospf-to-eigrp out

OSPFが BGPの接続プロトコルとして
使用される場合、OSPFは BGPセッ

area area-id loopback loopback-address

例：

ステップ 10

ションの送信元として使用されるルー
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17
loopback 192.0.20.11/32 プバックアドレスをアドバタイズしま

す。ループバック IDではなくループ
バック IPアドレスが使用されることに
注意してください。この場合、OSPF
に依存している BGPセッションは
update-sourceコマンドで同じループバッ
ク IPアドレスを使用します。

この VRFで OSPFテンプレートポリ
シーを継承します。

inherit {ipv4 | ipv6} ospf vrf-policy
policy-name

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# inherit
ipv4 ospf vrf-policy vrfTemplate2

外部ルート集約を設定します。他のプ

ロトコルから学習した外部ルートのサ

マリーアドレスを入力します。

summary-address ip-address

例：

apic1(config-leaf-ospf-vrf)#
summary-address 182.1.20.0/24

ステップ 12

エリア間のネットワークを集約するエ

リア間ルート集約を設定します。

area area-id range address-range cost cost

例：

ステップ 13

The range is the summary route to be
advertised in areas. The cost is a value
between 0 and 16777215.

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17
range 192.0.20.0/24 cost 20

OSPFコンフィギュレーションモード
に戻ります。

exit

例：

ステップ 14

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

ステップ 15

apic1(config-leaf-ospf)# exit

OSPFインターフェイスのポートを指
定します。The interface could also be

interface slot/port

例：

ステップ 16

specified as interface slot/port.vlan-id or
interface vlanvlan-id.apic1(config-leaf)# interface eth 1/2

OSPFルーティングプロセスを作成し、
OSPFポリシー設定を開始します。

{ip | ipv6} router ospf default area area-id

例：

ステップ 17
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-leaf-if)# ip router ospf
default area 17

このテナントで OSPFインターフェイ
ステンプレートポリシーを継承しま

す。

{ip | ipv6} ospf inherit interface-policy
if-policy-name tenant tenant-name

例：

ステップ 18

apic1(config-leaf-if)# ip ospf inherit
interface-policy ifPolicy3 tenant
exampleCorp

セカンダリ IPアドレスに関連付けられ
ているプレフィックスを除き、特定の

[no] {ip | ipv6} ospf prefix-suppression
{enable | disable | inherit}

例：

ステップ 19

インターフェイスに属するすべての IP
プレフィックスを OSPFがアドバタイ
ズするのを防ぎます。

apic1(config-leaf-if)# ip ospf
prefix-suppression enable

インターフェイス上でルーティングが

更新されないようにします。

[no] {ip | ipv6} ospf passive-interface

例：

ステップ 20

apic1(config-leaf-if)# ip ospf
passive-interface

認証タイプを指定します。[no] ip ospf authentication {md5 | none |
simple}

ステップ 21

例：

apic1(config-leaf-if)# ip ospf
authentication md5

認証キーを指定しますip ospf authentication-key key

例：

ステップ 22

apic1(config-leaf-if)# ip ospf
authentication-key c1$c0123

例

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant exampleCorp vrf v100
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0 nssa
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17 stub
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17 default-cost 20
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17 route-map ospf-to-eigrp out
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17 loopback 192.0.20.11/32
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# inherit ipv4 ospf vrf-policy vrfTemplate2
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# summary-address 182.1.20.0/24
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 17 range 192.0.20.0/24 cost 20
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)# interface eth 1/3
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apic1(config-leaf-if)# ip router ospf default area 17
apic1(config-leaf-if)# ip ospf inherit interface-policy ifPolicy3 tenant exampleCorp
apic1(config-leaf-if)# ip ospf prefix-suppression enable
apic1(config-leaf-if)# ip ospf passive-interface
apic1(config-leaf-if)# ip ospf authentication md5
apic1(config-leaf-if)# ip ospf authentication-key c1$c0123

OSPF VRFとインターフェイステンプレートの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

指定したテナント下に OSPF VRFポリ
シーテンプレートを作成します。

template ospf vrf-policy vrf-policy-name
tenant tenant-name

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# template ospf
vrf-policy vrfTemplate3 tenant
exampleCorp

リンクステートアドバタイズメント

（LSA）の開始間隔、ホールド間隔、
および最大間隔を設定します。

timers throttle lsa start-time hold-interval
max-time

例：

ステップ 4

apic1(config-vrf-policy)# timers
throttle lsa 200 10000 45000

LSAのグループ化、リフレッシュ、
チェックサム、またはエージングを行

う間隔を設定します。

timers lsa-group-pacing seconds

例：

apic1(config-vrf-policy)# timers
lsa-group-pacing 240

ステップ 5

各LSAの到着間の最小間隔を設定しま
す。

timers lsa-arrival milliseconds

例：

ステップ 6

apic1(config-vrf-policy)# timers
lsa-arrival 1000

LSAの SPF開始間隔、ホールド間隔、
および最大間隔を設定します。

timers throttle spf spf-start spf-hold
spf-max-wait

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-vrf-policy)# timers
throttle spf 5 1000 90000

OSPFポリシー帯域幅参照を設定しま
す（Mbps）。

auto-cost reference-bandwidth bandwidth

例：

ステップ 8

apic1(config-vrf-policy)# auto-cost
reference-bandwidth 1000

OSPFポリシー優先アドミニストレー
ティブディスタンスを設定します。

distance distance

例：

ステップ 9

apic1(config-vrf-policy)# distance
200

OSPFがルーティングテーブル内にイ
ンストールできるパラレルルートの最

maximum-paths max-paths

例：

ステップ 10

大数を設定します。範囲は 1～ 16ルー
トです。

apic1(config-vrf-policy)#
maximum-paths 8

グレースフルリスタートヘルパーモー

ドをディセーブルにします。

graceful-restart helper-disable

例：

ステップ 11

apic1(config-vrf-policy)#
graceful-restart helper-disable

ループバック、セカンダリ IPアドレス
およびパッシブインターフェイスに関

prefix-suppression

例：

ステップ 12

連付けられているプレフィックスを除
apic1(config-vrf-policy)#
prefix-suppression き、すべての IPプレフィックスを

OSPFがアドバタイズするのを防ぎま
す。

DNS名をルックアップするようにOSPF
を設定します。

name-lookup

例：

ステップ 13

apic1(config-vrf-policy)# name-lookup

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

ステップ 14

apic1(config-vrf-policy)# exit

指定したテナント下に OSPFインター
フェイスポリシーテンプレートを作成

します。

template ospf interface-policy
if-policy-name tenant tenant-name

例：

ステップ 15

apic1(config-leaf)# template ospf
interface-policy ifTemplate5 tenant
exampleCorp
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目的コマンドまたはアクション

/32の代わりにプライマリ IPアドレス
サブネットマスクをアドバタイズしま

す。

[no] advertise-subnet

例：

apic1(config-interface-policy)#
advertise-subnet

ステップ 16

インターフェイスの OSPFコストを設
定します。指定できる範囲は0～65535
です。

[no] cost if-cost

例：

apic1(config-interface-policy)# cost
300

ステップ 17

ルータがダウンしたとネイバーが宣言

するまでの間、helloパケットを非表示
[no] dead-interval seconds

例：

ステップ 18

にしなければならない間隔を秒単位で
apic1(config-interface-policy)#
dead-interval 60 設定します。指定できる範囲は 1～

65535秒です。

helloパケット間の間隔を秒単位で指定
します。指定できる範囲は 1～ 65535
秒です。

[no] hello-interval seconds

例：

apic1(config-interface-policy)#
hello-interval 10

ステップ 19

インターフェイスでMTU不一致の検
出を無効にします。

[no] mtu-ignore

例：

ステップ 20

apic1(config-interface-policy)#
mtu-ignore

OSPFインターフェイスポリシーのネッ
トワークタイプをブロードキャストま

[no] network {bcast | p2p | unspecified}

例：

ステップ 21

たはポイントツーポイントのいずれか

に設定します。
apic1(config-interface-policy)#
network p2p

インターフェイス上で OSPFルーティ
ングが更新されないようにします。

[no] passive-interface

例：

ステップ 22

apic1(config-interface-policy)#
passive-interface

特定のネットワークの代表ルータ

（DR）の決定に使用されるOSPFイン
[no] priority priority

例：

ステップ 23

ターフェイスプライオリティを設定し
apic1(config-interface-policy)#
priority 4 ます。指定できる範囲は 0～ 255で

す。

インターフェイスに属する隣接に対す

るリンクステートアドバタイズメント

[no] retransmit-interval seconds

例：

ステップ 24

（LSA）の再送信間隔を指定します。
指定できる範囲は 1～ 65535秒です。

apic1(config-interface-policy)#
retransmit-interval 5
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上でリンクステート

更新パケットを送信するために必要と

[no] transmit-delay seconds

例：

ステップ 25

される時間を設定します。範囲は 1～
450秒です。

apic1(config-interface-policy)#
transmit-delay 2

例

次に、VRFテンプレートおよびインターフェイステンプレートを設定する例を示しま
す。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101

# CONFIGURING THE VRF TEMPLATE:
apic1(config-leaf)# template ospf vrf-policy vrfTemplate3 tenant exampleCorp
apic1(config-vrf-policy)# timers throttle lsa 200 10000 45000
apic1(config-vrf-policy)# timers lsa-group-pacing 240
apic1(config-vrf-policy)# timers lsa-arrival 1000
apic1(config-vrf-policy)# timers throttle spf 5 1000 90000
apic1(config-vrf-policy)# auto-cost reference-bandwidth 1000
apic1(config-vrf-policy)# distance 200
apic1(config-vrf-policy)# maximum-paths 8
apic1(config-vrf-policy)# graceful-restart helper-disable
apic1(config-vrf-policy)# prefix-suppression
apic1(config-vrf-policy)# name-lookup
apic1(config-vrf-policy)# exit

# CONFIGURING THE INTERFACE TEMPLATE:
apic1(config-leaf)# template ospf interface-policy ifTemplate5 tenant exampleCorp
apic1(config-ospf-if-policy)# advertise-subnet
apic1(config-ospf-if-policy)# cost 300
apic1(config-ospf-if-policy)# dead-interval 60
apic1(config-ospf-if-policy)# hello-interval 10
apic1(config-ospf-if-policy)# mtu-ignore
apic1(config-ospf-if-policy)# network p2p
apic1(config-ospf-if-policy)# passive-interface
apic1(config-ospf-if-policy)# priority 4
apic1(config-ospf-if-policy)# retransmit-interval 5
apic1(config-ospf-if-policy)# transmit-delay 2
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BGPの設定

『Configuring BGP』

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

ファブリックの BGP設定モードを開始
します。

bgp-fabric

例：

ステップ 2

apic1(config)# bgp-fabric

BGP自律システム番号（ASN）を指定
します。

asn asn-number

例：

ステップ 3

apic1(config-bgp-fabric)# asn 100

指定したスパインスイッチを BGPルー
トリフレクタに設定します。

route-reflector spine spine-id

例：

ステップ 4

apic1(config-bgp-fabric)#
route-reflector spine 105

例

apic1# configure
apic1(config)# bgp-fabric
apic1(config-bgp-fabric)# asn 100
apic1(config-bgp-fabric)# route-reflector spine 105

次のタスク

BGPアドレスファミリとカウンタを設定します。
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BGPアドレスファミリとタイマーテンプレートの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

指定したテナント下に BGPタイマー
ポリシーテンプレートを作成します。

template bgp timers timer-policy-name
tenant tenant-name

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# template bgp
timers bgpTimers tenant exampleCorp
This template will be available on
all leaves
where tenant exampleCorp has a VRF
deployment

BGPポリシーのグレースフルリスター
トヘルパーを設定します。

graceful-restart-helperステップ 4

apic1(config-bgp-timers)#
graceful-restart-helper

BGPが再起動中の BGPピアからの古
いルートを維持する最大時間を設定し

graceful-restart stalepath-time secondsステップ 5

ます。指定できる範囲は 1～ 3600秒で
す。

apic1(config-bgp-timers)#
graceful-restart stalepath-time 3600

キープアライブタイマーおよびホール

ドタイマーの値を設定します。両方の

値の範囲は 1～ 3600秒です。

timers bgp keep-alive-seconds
hold-seconds

ステップ 6

apic1(config-bgp-timers)# timers bgp
10 20

apic1(config-bgp-timers)# exitexitステップ 7

指定したテナント下に BGPアドレス
ファミリテンプレートを作成します。

template bgp address-family family-name
tenant tenant-name

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf)# template bgp
address-family bgpAf1 tenant
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目的コマンドまたはアクション

exampleCorp
This template will be available on
all leaves
where tenant exampleCorp has a VRF
deployment

eBGPルート、iBGPルート、および
ローカルルートのアドミニストレー

distance ebgp-distance ibgp-distance
local-distance

ステップ 9

ティブディスタンスを設定します。指

定できる範囲は 1～ 255です。
apic1(config-bgp-af)# distance 250
240 230

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exitステップ 10

apic1(config-bgp-af)# exit

例

次に、BGPタイマーテンプレートとアドレスファミリテンプレートを作成する例を
示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101

# CREATE A TIMER TEMPLATE
apic1(config-leaf)# template bgp timers bgpTimers tenant exampleCorp
This template will be available on all leaves where tenant exampleCorp has a VRF deployment
apic1(config-bgp-timers)# timers bgp 10 20
apic1(config-bgp-timers)# graceful-restart stalepath-time 3600
apic1(config-bgp-timers)# exit

# CREATE AN ADDRESS FAMILY TEMPLATE
apic1(config-leaf)# template bgp address-family bgpAf1 tenant bgp_t1
This template will be available on all leaves where tenant exampleCorp has a VRF deployment
apic1(config-bgp-af)# distance 250 240 230
apic1(config-bgp-af)# exit
apic1(config-leaf)# exit

BGPアドレスファミリとタイマーの設定

始める前に

BGPアドレスファミリのテンプレートとタイマーのテンプレートを作成します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

BGPポリシー設定を入力します。router bgp asn-number

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# router bgp 100

後続のアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードコマンドと関連付け

る VRFインスタンスを指定します。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 4

apic1(config-bgp)# vrf member tenant
exampleCorp vrf v100

既存のタイマー設定が適用されます。inherit bgp timer timer-name

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-bgp-vrf)# inherit
bgp timer bgpTimers
This template will be inherited on all
leaves where VRF v100 has been
deployed

正常な IPv4ユニキャストルートを交換
するネイバーを宣言します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-bgp-vrf)#
address-family ipv4 unicast

このアドレスファミリに指定したアド

レスファミリを追加します。

inherit bgp address-family family-name

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# inherit
bgp address-family ipv4-af-pol
This template will be inherited on all
leaves where VRF v100 has been
deployed

exitステップ 8

例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# exit
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例

この例では、BGPタイマー設定、IPv4および IPv6アドレスファミリを継承する方法
を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-bgp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v100
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# inherit bgp timer bgpTimers
This template will be inherited on all leaves where VRF v100 has been deployed
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# address-family ipv4 unicast
apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# inherit bgp address-family ipv4-af-pol
This template will be inherited on all leaves where VRF v100 has been deployed
apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# address-family ipv6 unicast
apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# inherit bgp address-family ipv6-af-pol
This template will be inherited on all leaves where VRF v100 has been deployed
apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

BGPネイバーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

BGPポリシー設定を入力します。router bgp asn-number

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# router bgp 100

後続のポリシー設定モードコマンドと

関連付けるVRFインスタンスを指定し
ます。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 4

apic1(config-bgp)# vrf member tenant
exampleCorp vrf v100
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目的コマンドまたはアクション

アドレスの範囲のサマリーアドレスを

設定し、BGPデータベースに集約エン
（任意） aggregate-address
ip-address/masklength [as-set]

例：

ステップ 5

トリを作成します。アドレスは IPv4ま
たは IPv6を使用できます。The as-set

apic1(config-leaf-bgp-vrf)#
aggregate-address 192.0.10.0/24 as-set option generates autonomous system set

path information.

ネイバーの IPアドレスを指定します。neighbor ip-address[/masklength]

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor
192.0.2.229/32

正常な IPv4ユニキャストルートを交
換するネイバーを宣言します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
address-family ipv4 unicast

このネイバーからのプレフィクスの最

大数を設定します。範囲は 1～ 300000
[no] maximum-prefix count [action {log
|shut |restart [restart-timeminutes]}] [
threshold percent]

ステップ 8

プレフィクスです。その他のオプショ

ンの設定は次のとおりです。例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)#
maximum-prefix 10 threshold 10 action
restart restart-time 10

• action：最大プレフィクスの制限に
達したときに実行するアクション

です。If the action is restart, you can
optionally specify the restart-time,
which is the period of time in minutes
before restarting the peer when the
maximum prefix limit is reached.指定
できる範囲は 1～ 65535分です。

• threshold：警告が発行されるまで
のプレフィクスの最大数のしきい

値の割合。指定できる範囲は 1～
100%です。

exitステップ 9

例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)#
exit

ネイバーアドレスが OSPFを通じて学
習される場合、OSPFで使用されるの

update-source {loopback ip-address |
ethernet ip-address | vlan vlan-id}

例：

ステップ 10

と同じループバックアドレスを指定し

ます。apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
update-source loopback 192.0.2.230
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目的コマンドまたはアクション

最適なパスを選択するために、重み属

性を指定します。重みは、0～ 65,535
weight number

例：

ステップ 11

で指定できます。同じ宛先に対して複
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
weight 2000 数のルートがある場合、より高い重み

値のルートが優先されます。

自律システムパスからプライベート自

律システム番号を削除します。次の 3
private-as-control {remove-exclusive |
remove-exclusive-all |
remove-exclusive-all-replace-as}

ステップ 12

つの可能なバリエーションに従って、

例： プライベートAS番号をピアごとのAS
パスから削除し、eBGPピアのみで使
用することができます。

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
private-as-control

• remove-exclusive：ASパスがプラ
イベート AS番号のみ場合、削除
します。

• remove-exclusive-all：ASパスがプ
ライベートおよびパブリック AS
番号の両方の場合、削除します。

• remove-exclusive-all-replace-as：
ルータのローカル AS番号とプラ
イベートAS番号を置き換えます。

このコマンドは例として表示されてい

ます。この時点で、次の表に示すネイ

バー設定のいずれかを設定できます。

次の表に、この時点で設定できるインターフェイス設定を示します。

目的コマンド

as-pathを、その中に自身の ASを含めて受け
入れます

allow-self-as

ローカルアクセスサービスネットワークの発

生件数を指定します

allowed-self-as-count count

直接接続されたピアのチェックをディセーブ

ルにします

disable-connected-check

アドバタイジング中のピアAS番号のチェック
をディセーブルにします

disable-peer-as-check

リモートピアにマルチホップTTLを指定しま
す

ebgp-multihop count
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目的コマンド

BGPピアのローカルの自律システム設定をし
ます

local-as asn

ピアリングアドレスをネクストホップとして

設定します

next-hop-self

ネイバーのパスワードを設定しますpassword password

ASパスからプライベート ASNを削除しますprivate-as-control

ネイバーの自律システム番号を指定しますremote-as asn

ネイバーにルートマップ適用しますroute-map name {in | out}

コミュニティ属性をこのネイバーに送信しま

す

send-community [extended]

送信元 VLANインターフェイスを指定しますupdate-source vlan vlan-id

送信元イーサーネットインターフェイスを指

定します

update-source ethernet slot/port

送信元ルックバックインターフェイスを指定

します

update-source loopback ip-address

ルーティングテーブルのBGP重みを指定しま
す

weight number

例

この例では、IPv4 BGPネイバーを設定する方法を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-bgp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v100
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# aggregate-address 192.0.10.0/24 as-set
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 192.0.2.229/32
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# address-family ipv4 unicast
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)# maximum-prefix 10 threshold 10 action restart
restart-time 10
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# allow-self-as
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# allowed-self-as-count 2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# disable-connected-check
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# disable-peer-as-check
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# ebgp-multihop 4
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# local-as 100
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# next-hop-self
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# password abcdef
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# remote-as 200
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apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# send-community extended
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# update-source vlan 601
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# update-source ethernet 1/15
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# update-source loopback 192.0.2.230
Warning: BGP Configuration changed. Please re-configure BGP Password if it was enabled
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# local-as 100 no-prepend replace-as dual-as
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rMapT3 out
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# weight 2000
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# private-as-control
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

この例では、IPv6 BGPネイバーを設定する方法を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-bgp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v100
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 2001:80:1:2::229
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# address-family ipv6 unicast
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)# maximum-prefix 100
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# allow-self-as
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# allowed-self-as-count 2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# disable-connected-check
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# disable-peer-as-check
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# ebgp-multihop 4
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# local-as 100
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# next-hop-self
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# password abcdef
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# remote-as 200
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# send-community extended
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# update-source vlan 601
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# update-source ethernet 1/15
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# update-source loopback 2001:80:1:2::230/128
Warning: BGP Configuration changed. Please re-configure BGP Password if it was enabled
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# local-as 100 no-prepend replace-as dual-as
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rMapT3 out
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# weight 2000
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# private-as-control
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit
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NX-OSスタイル CLIを使用してノード BGPタイマーポリシーあたりの
VRFあたりを設定する

手順

目的コマンドまたはアクション

タイマーポリシーを作成する前に、BGP
ASNおよびルートリフレクタを設定し
ます。

ステップ 1

例：

apic1(config)#
apic1(config)# bgp-fabric
apic1(config-bgp-fabric)#
route-reflector spine 102
apic1(config-bgp-fabric)# asn 42
apic1(config-bgp-fabric)# exit
apic1(config)# exit
apic1#

特定の値は、例としてのみ提供されま

す。

タイマーポリシーを作成します。

例：

ステップ 2

apic1# config
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template bgp timers
pol7 tenant tn1
This template will be available on all
nodes where tenant tn1 has a VRF
deployment
apic1(config-bgp-timers)# timers bgp
120 240
apic1(config-bgp-timers)#
graceful-restart stalepath-time 500
apic1(config-bgp-timers)# maxas-limit
300
apic1(config-bgp-timers)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# exit
apic1#

設定された BGPポリシーを表示しま
す。

ステップ 3

例：

apic1# show run leaf 101 template bgp
timers pol7
# Command: show running-config leaf
101 template bgp timers pol7
leaf 101
template bgp timers pol7 tenant

tn1
timers bgp 120 240
graceful-restart stalepath-time
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目的コマンドまたはアクション

500
maxas-limit 300
exit

exit

ノードで特定のポリシーを参照します。ステップ 4

例：

apic1# config
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 42
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member
tenant tn1 vrf ctx1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# inherit
node-only bgp timer pol7
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# exit
apic1#

特定のBGPのタイマーポリシーのノー
ドが表示されます。

ステップ 5

例：

apic1# show run leaf 101 router bgp 42
vrf member tenant tn1 vrf ctx1
# Command: show running-config leaf
101 router bgp 42 vrf member tenant
tn1 vrf ctx1
leaf 101
router bgp 42
vrf member tenant tn1 vrf ctx1
inherit node-only bgp timer

pol7
exit

exit
exit

apic1#

BGP最長パスの設定

始める前に

適切なテナントおよび BGP外部ルーテッドネットワークが作成され使用可能です。

次の機能を使用すると、ルート表にパスの最大数を追加し、コストマルチパスのロードバラ

ンシングを有効にできます。

さらに多くのパスを設定できるようにする 2つのプロパティは、bgpCtxAfPolオブジェクトの
maxEcmpと maxEcmpIbgpです。これら 2つのプロパティを設定した後、実装の残り部分に反
映されます。

レイヤ 3外部接続の設定
54

レイヤ 3外部接続の設定

BGP最長パスの設定



BGPにログインして、次のコマンドを使用します:
maximum-paths [ibgp]

no maximum-paths [ibgp]

設定例：

手順

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template bgp address-family newAf tenant t1
This template will be available on all nodes where tenant t1 has a VRF deployment
apic1(config-bgp-af)# maximum-paths ?
<1-16> Maximum number of equal-cost paths for load sharing. The default is 16.
ibgp Configure multipath for IBGP paths
apic1(config-bgp-af)# maximum-paths 10
apic1(config-bgp-af)# maximum-paths ibpg 8
apic1(config-bgp-af)# end
apic1#
no maximum-paths [ibgp]

ASパスプリペンドの設定
BGPピアは、ASパスアトリビュートの長さを増やすことで、リモートピアでベストパス選
択の影響を与えることができます。番号として指定桁の前に付加してASパスアトリビュート
の長さを向上するために使用するメカニズムを提供する ASパス Prepend。

ASパス前に付加は、ルートマップを使用してアウトバウンド方向にのみ適用できます。パス
として前に付加が機能しない iBGPセッションで。

ASパス Prepend機能は、次のように変更を有効に。

ルートマップと一致するルートの ASパスに、指定した AS番号
を付加します。

（注） • 1個以上の AS番号を設定できます。

• 4バイト番号がサポートされています。

•合計を prependは 32の AS番号。AS番号は、ASパ
スアトリビュートに挿入されます順序を指定する必

要があります。

プリペンド

最後の前に付加 ASパス 1から 10までの範囲に番号として。Prepend-最後-として

次の表では、ASパス Prependの実装の選択基準について説明します。

指定された AS番号を追加します。1プリペンド
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最後のAS番号をASパスに付加します。2Prepend-最後-とし
て

指定された AS番号を追加します。Prepend(1)デフォルト

NX-OSスタイルの CLIを使用した ASパスのプリペンド

このセクションでは、NX-OSスタイルコマンドラインインターフェイス (CLI)を使用して、
ASパスのプリペンド機能を実現する方法について説明します。

始める前に

構成済みのテナント

手順

境界ゲートウェイプロトコル (BGP)ルートの自動システムパス (ASパス)を変更するには、
set as-pathコマンドを使用します。set as-pathコマンドは、
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set as-path {'prepend as-num [ ,... as-num ]

| prepend-last-as num}の形式で実行します。

例：

apic1(config)# leaf 103

apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1

apic1(config-leaf-vrf)# template route-profile rp1

apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set as-path ?

prepend Prepend to the AS-Path

prepend-last-as Prepend last AS to the as-path

apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set as-path prepend 100, 101, 102, 103

apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set as-path prepend-last-as 8

apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# exit

apic1(config-leaf-vrf)# exit

apic1(config-leaf)# exit

次のタスク

ASパスのプリペンドを無効にするには、示されているコマンドの no形式を使用します:
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# [no] set
as-path { prepend as-num [ ,... as-num ] | prepend-last-as num}

レイヤ 3外部接続の設定
56

レイヤ 3外部接続の設定

NX-OSスタイルの CLIを使用した ASパスのプリペンド



BGPにディストリビューションをルーティング

テナントの範囲によるルートプロファイルの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

BGPダンプニングとルート再配布のテ
ナントの下にルートプロファイルテン

プレートを作成します。

template route-profile profile-name tenant
tenant-name

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# template
route-profile map_eigrp tenant
exampleCorp

タグ値を設定します。nameパラメータ
は符号なし整数です。

必須: [no] set tag name

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set tag 200

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

必須: exit

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
exit

BGPダンプニングとルート再配布のテ
ナントの下にルートプロファイルテン

プレートを作成します。

template route-profile profile-name tenant
tenant-name

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf)# template
route-profile map_ospf tenant
exampleCorp

タグ値を設定します。nameパラメータ
は符号なし整数です。

必須: [no] set tag name

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set tag 100
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例

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template route-profile map_eigrp tenant exampleCorp
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set tag 200
apic1(config-leaf-template-route-profile)# exit
apic1(config-leaf)# template route-profile map_ospf tenant exampleCorp
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set tag 100
apic1(config-leaf-template-route-profile)# exit

次のタスク

この手順で作成されたルートプロファイルのいずれかを使用して、OSPFおよびEIGRPのBGP
の下に再配布ルートプロファイルを設定します。

再配布ルートプロファイルの設定

始める前に

ルート再配布のテナントの下にルートプロファイルテンプレートを作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

BGPポリシー設定を入力します。router bgp asn-number

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# router bgp 100

後続のポリシー設定モードコマンドと

関連付ける VRFインスタンスを指定し
ます。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 4

apic1(config-bgp)# vrf member tenant
exampleCorp vrf v100

必須: redistribute {ospf | eigrp} route-map
map-name

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf)#
redistribute ospf route-map map_ospf

例

この例では、テナントの範囲によるルートプロファイルの作成の例で作成したルート

プロファイルを使用して、OSPFおよび EIGRPの BGPの下に再配布ルートプロファ
イルを設定します。再配布ルートマップは、すべてのルートを可能（許可）し、ルー

ト制御アクションに関するルートプロファイルを適用します。この例では、すべての

EIGRP学習ルートは、タグ 200を使用して BGPに再配布され、OSPFルートは、タグ
100を使用して BGPに再配布されます。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-bgp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# redistribute eigrp route-map map_eigrp
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# redistribute ospf route-map map_ospf

BGPルートダンプニングの設定
BGPルートダンプニングでは、境界リーフスイッチ（BLs）に接続されている外部ルータか
ら受信したフラッピング eBGPルートのファブリックへの伝搬を最小限に抑えます。外部ルー
タから頻繁にフラッピングするルートは設定された条件に基づいて BLsで抑制され、iBGPピ
ア（ACIスパインスイッチ）への再配布が禁止されます。抑制されたルートは設定された時間
条件の後で再使用されます。各フラップは eBGPルートに 1000のペナルティを科します。フ
ラップのペナルティが定義された抑制限度のしきい値（デフォルトは2000）に達すると、eBGP
ルートは抑制としてマーキングされます。抑制されたルートは他の BGPピアにはアドバタイ
ズされません。ペナルティは、半減期（デフォルトは 15分）ごとに半分に減少します。抑制
されたルートは、ペナルティが指定された再利用の限度（デフォルトは 750）を下回ると再利
用されます。抑制されたルートは、指定された最大抑制時間（最大 45分間）の間最大限に抑
制されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure
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目的コマンドまたはアクション

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

BGPダンプニングとルート再配布のテ
ナントの下にルートプロファイルテン

プレートを作成します。

template route-profile profile-name tenant
tenant-name

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# template
route-profile damp_rp tenant
exampleCorp

ルートフラップダンプニングの動作を

設定します。パラメータは次のとおり

です。

必須: [no] set dampening half-life reuse
suppress max-suppress-time

例：

ステップ 4

• half-life：時間経過後にペナルティ
が減少する分単位の半減期。ルー

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set dampening 15 750 2000 60

トにペナルティを割り当てると、

ペナルティは半減期で半分まで小

さくなります。指定できる範囲は

1～ 60分で、デフォルト値は 15
分です。

• reuse：フラッピングルートのペナ
ルティがこの値を下回るまで減少

すると、ルートの抑制が中止（再

利用）されます。指定できる値の

範囲は 1～ 20000です。デフォル
トは 750です。

• suppress：ペナルティがこの制限を
超えるとルートは抑制されます。

指定できる値の範囲は 1～ 20000
です。デフォルトは 2000です。

• max-suppress-time：安定したルート
を抑制できる分単位の最大時間。

指定できる範囲は 1～ 255です。

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

必須: exit

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
exit

BGPポリシー設定を入力します。router bgp asn-number

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-leaf)# router bgp 100

後続のポリシー設定モードコマンドと

関連付けるVRFインスタンスを指定し
ます。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 7

apic1(config-bgp)# vrf member tenant
exampleCorp vrf v100

ネイバーの IPアドレスを指定します。
マスク長は 32です。

neighbor ip-address[/masklength]

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor
192.0.2.229/32

正常な IPv4ユニキャストルートを交
換するネイバーを宣言します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

ステップ 9

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
address-family ipv4 unicast

inherit bgp dampening profile-nameステップ 10

例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)#
inherit bgp dampening damp_rp

exitステップ 11

例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)#
exit

exitステップ 12

例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
exit

正常な IPv4ユニキャストルートを交
換するネイバーを宣言します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

ステップ 13

apic1(config-leaf-bgp-vrf)#
address-family ipv4 unicast

inherit bgp dampening profile-nameステップ 14

例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# inherit
bgp dampening damp_rp

exitステップ 15

例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# exit
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例

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template route-profile damp_rp tenant exampleCorp
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set dampening 15 750 2000 60
apic1(config-leaf-template-route-profile)# exit
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-bgp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v100
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 192.0.2.229/32
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# address-family ipv4 unicast
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)# inherit bgp dampening damp_rp
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor-af)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# address-family ipv6 unicast
apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# inherit bgp dampening damp_rp
apic1(config-leaf-bgp-vrf-af)# exit

EIGRPの設定

EIGRP VRFとインターフェイステンプレートの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

指定したテナント下にEIGRP VRFポリ
シーテンプレートを作成します。

template eigrp vrf-policy vrf-policy-name
tenant tenant-name

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# template eigrp
vrf-policy vrfTemplate3 tenant
exampleCorp
This template will be available on
all leaves where tenant exampleCorp
has a VRF deployment

EIGRP内部ルートと外部ルートの管理
ディスタンスプリファレンスを設定し

distance internal external

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

ます。ディスタンスは 1～ 255で指定
できます。

apic1(config-template-eigrp-vrf-pol)#
distance 2 5

VRFポリシーテンプレートの EIGRP
の最大パスの制限を設定します。制限

は 1～ 32で指定できます。

maximum-paths limit

例：

apic1(config-template-eigrp-vrf-pol)#
maximum-paths 8

ステップ 5

広範なメトリック（64ビット）に
EIGRPメトリック形式を設定します。

metric version 64bit

例：

ステップ 6

apic1(config-template-eigrp-vrf-pol)#
metric version 64bit

EIGRPのアクティブタイマーの間隔を
設定します。指定できる範囲は 1～
65535分です。

timers active-time minutes

例：

apic1(config-template-eigrp-vrf-pol)#
timers active-time 1

ステップ 7

指定したテナント下にEIGRPインター
フェイスポリシーテンプレートを作成

します。

template eigrp interface-policy
if-policy-name tenant tenant-name

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf)# template eigrp
interface-policy ifTemplate5 tenant
exampleCorp
This template will be available on
all leaves where tenant exampleCorp
has a VRF deployment

EIGRP Helloの間隔時間を設定します。
指定できる範囲は 1～ 65535秒です。

ip hello-interval eigrp default seconds

例：

ステップ 9

apic1(config-template-eigrp-if-pol)#
ip hello-interval eigrp default 10

EIGRPホールドの間隔時間を設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 65535秒で
す。

ip hold-interval eigrp default seconds

例：

apic1(config-template-eigrp-if-pol)#
ip hold-interval eigrp default 10

ステップ 10

EIGRPの next-hop-selfフラグを設定し
ます。

ip next-hop-self eigrp default

例：

ステップ 11

apic1(config-template-eigrp-if-pol)#
ip next-hop-self eigrp default

EIGRPの passive-interfaceフラグを設定
します。

ip passive-interface eigrp default

例：

ステップ 12

apic1(config-template-eigrp-if-pol)#
ip passive-interface eigrp default
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目的コマンドまたはアクション

EIGRPの split-horizonフラグを設定し
ます。

ip split-horizon eigrp default

例：

ステップ 13

apic1(config-template-eigrp-if-pol)#
ip split-horizon eigrp default

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

ステップ 14

apic1(config-template-eigrp-if-pol)#
exit

例

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101

# CONFIGURING THE VRF TEMPLATE:
apic1(config-leaf)# template eigrp vrf-policy vrfTemplate3 tenant exampleCorp
This template will be available on all leaves where tenant exampleCorp has a VRF deployment
apic1(config-template-eigrp-vrf-pol)# distance 2 5
apic1(config-template-eigrp-vrf-pol)# maximum-paths 8
apic1(config-template-eigrp-vrf-pol)# metric version 64bit
apic1(config-template-eigrp-vrf-pol)# timers active-time 1
apic1(config-template-eigrp-vrf-pol)# exit

# CONFIGURING THE INTERFACE TEMPLATE:
apic1(config-leaf)# template eigrp interface-policy ifTemplate5 tenant exampleCorp
This template will be available on all leaves where tenant exampleCorp has a VRF deployment
apic1(config-template-eigrp-if-pol)# ip hello-interval eigrp default 5
apic1(config-template-eigrp-if-pol)# ip hold-interval eigrp default 10
apic1(config-template-eigrp-if-pol)# ip next-hop-self eigrp default
apic1(config-template-eigrp-if-pol)# ip passive-interface eigrp default
apic1(config-template-eigrp-if-pol)# ip split-horizon eigrp default
apic1(config-template-eigrp-if-pol)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# exit

次のタスク

EIGRPアドレスファミリとカウンタを設定します。
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EIGRPアドレスファミリとカウンタの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

EIGRPポリシー設定を入力します。router eigrp default

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# router eigrp
default

後続のアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードコマンドと関連付け

る VRFインスタンスを指定します。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 4

apic1(config-eigrp)# vrf member tenant
exampleCorp vrf v100

EIGRPの自律システム設定を入力しま
す。

autonomous-system asn

例：

ステップ 5

apic1(config-eigrp-vrf)#
autonomous-system 300

EIGRPポリシーアドレスファミリを
設定します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

ステップ 6

apic1(config-eigrp-vrf)#
address-family ipv4 unicast

EIGRP内部ルートと外部ルートの管理
ディスタンスプリファレンスを設定し

distance internal external

例：

ステップ 7

ます。ディスタンスは 1～ 255で指定
できます。

apic1(config-address-family)# distance
2 5

VRFポリシーテンプレートの EIGRP
の最大パスの制限を設定します。制限

は 1～ 32で指定できます。

maximum-paths limit

例：

apic1(config-address-family)#
maximum-paths 8

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

広範なメトリック（64ビット）に
EIGRPメトリック形式を設定します。

metric version 64bit

例：

ステップ 9

apic1(config-address-family)# metric
version 64bit

EIGRPのアクティブタイマーの間隔を
設定します。指定できる範囲は 1～
65535分です。

timers active-time minutes

例：

apic1(config-address-family)# timers
active-time 1

ステップ 10

このアドレスファミリに EIGRP VRF
ポリシーを適用します。

inherit eigrp vrf-policy vrf-policy-name

例：

ステップ 11

apic1(config-address-family)# inherit
eigrp vrf-policy vrfTemplate3

例

この例では、EIGRPアドレスファミリを設定する方法および EIGRP VRFポリシーを
継承する方法を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router eigrp default
apic1(config-eigrp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v100
apic1(config-eigrp-vrf)# autonomous-system 300
apic1(config-eigrp-vrf)# address-family ipv4 unicast
This configuration will affect all leaves where VRF v100 has been deployed
apic1(config-address-family)# distance 2 5
This configuration will affect all leaves where VRF v100 has been deployed
apic1(config-address-family)# maximum-paths 8
This configuration will affect all leaves where VRF v100 has been deployed
apic1(config-address-family)# metric version 64bit
This configuration will affect all leaves where VRF v100 has been deployed
apic1(config-address-family)# timers active-time 1
This configuration will affect all leaves where VRF v100 has been deployed
apic1(config-address-family)# inherit eigrp vrf-policy vrfTemplate3
This template will be inherited on all leaves where VRF v100 has been deployed
apic1(config-address-family)# exit
apic1(config-eigrp-vrf)# exit
apic1(config-eigrp)# exit
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EIGRPインターフェイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

設定するインターフェイスを指定しま

す。

interface ethernet slot/port

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# interface ethernet
1/21

デフォルトでは、ポートはレイヤ 2ト
ランクモードです。ポートがレイヤ 3

[no] switchport slot/port

例：

ステップ 4

モードである場合、このコマンドを使
apic1(config-leaf-if)# no switchport

用して、レイヤ 2トランクモードに変
換する必要があります。

VLANドメインのコンフィギュレー
ションモードを作成および開始しま

す。

[no] vlan-domain member vlan-id

例：

apic1(config-leaf-if)# vlan-domain
member dom1

ステップ 5

インターフェイスをVRFに関連付けま
す。

[no] vrf member tenant exampleCorp vrf
vrf-name

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-if)# vrf member
tenant exampleCorp vrf v100

インターフェイスの IPアドレスを設定
します。

[no] {ip | ipv6} address
ip-address/mask-length

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-if)# ip address
181.12.12.1/24

EIGRPルータのポリシーをデフォルト
に設定します。

[no] {ip | ipv6} router eigrp default

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-if)# ip router eigrp
default
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目的コマンドまたはアクション

EIGRPは、distribute-listコマンドで指
定されたルートマップで一致するルー

[no] {ip | ipv6} distribute-list eigrp
default route-map map-name out

例：

ステップ 9

トをアドバタイズします。ルートマッ

プのプレフィックスリストに記載されapic1(config-leaf-if)# ip
distribute-list eigrp default
route-map rMapT5 out

ているルーティングプレフィックス

は、BGP、OSPF、Static、Connectedな
どの他のプロトコルソースから学習で

きます。再配布ルートマップは、

distribute-listコマンドに基づいて自動的
に作成されます。同じスイッチ上の別

のインターフェイス上で実行されてい

る EIGRPセッションから学んだプレ
フィックスが、配布リストによって

フィルタリングされず、常に外にアド

バタイズされることに注意してくださ

い。

EIGRP Helloの間隔時間を設定します。
指定できる範囲は 1～ 65535秒です。

[no] {ip | ipv6} hello-interval eigrp
default seconds

例：

ステップ 10

apic1(config-leaf-if)# ip
hello-interval eigrp default 10

EIGRPホールドの間隔時間を設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 65535秒で
す。

[no] {ip | ipv6} hold-interval eigrp default
seconds

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf-if)# ip
hold-interval eigrp default 10

EIGRPの next-hop-selfフラグを設定し
ます。

[no] {ip | ipv6} next-hop-self eigrp default

例：

ステップ 12

apic1(config-leaf-if)# ip
next-hop-self eigrp default

EIGRPの passive-interfaceフラグを設定
します。

[no] {ip | ipv6} passive-interface eigrp
default

例：

ステップ 13

apic1(config-leaf-if)# ip
passive-interface eigrp default

EIGRPの split-horizonフラグを設定し
ます。

[no] {ip | ipv6} split-horizon eigrp default

例：

ステップ 14

apic1(config-leaf-if)# ip
split-horizon eigrp default
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスに EIGRPイン
ターフェイスポリシーを適用します。

[no] inherit eigrp ip interface-policy
if-policy-name

例：

ステップ 15

apic1(config-leaf-if)# inherit eigrp
ip interface-policy ifTemplate5

EIGRPのルート集約を設定します。サ
マリーアドレスは、EIGRPセッション

[no] ip summary-address eigrp default
ip-prefix

例：

ステップ 16

上に集約されたプレフィックスをアド

バタイズするように設定できます。apic1(config-leaf-if)# ip
summary-address eigrp default
172.10.1.0/24 1つのインターフェイスでイ

ネーブルになっているサマ

リーアドレスは、スイッチ上

の同じ VRF上の他の EIGRP
対応インターフェイスに適用

されます。

（注）

apic1(config-leaf-if)# ip
summary-address eigrp default
2001::/64

例

この例では、EIGRPインターフェイスを設定する方法を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/21
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v100
apic1(config-leaf-if)# ip address 181.12.12.1/24
apic1(config-leaf-if)# ip router eigrp default
apic1(config-leaf-if)# ip distribute-list eigrp default route-map rMapT5 out
distribute list will be updated on all EIGRP interfaces on node 1021 VRF exampleCorp/v100
apic1(config-leaf-if)# ip hello-interval eigrp default 5
apic1(config-leaf-if)# ip hold-interval eigrp default 10
apic1(config-leaf-if)# ip next-hop-self eigrp default
apic1(config-leaf-if)# ip passive-interface eigrp default
apic1(config-leaf-if)# ip split-horizon eigrp default
apic1(config-leaf-if)# inherit eigrp ip interface-policy ifTemplate5
apic1(config-leaf-if)# ip summary-address eigrp default 172.10.1.0/24
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# exit
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ルートマップの設定

テンプレートの設定

ルートプロファイルについて

ルートプロファイルは、インポート、エクスポートに使用されるルーティング制御設定のアク

ションを指定し、ルートマップを再配布します。ルートプロファイルテンプレートは、テナ

ントまたはテナント VRFで定義できます。

テナントスコープルートプロファイルの設定

この手順では、BGPダンプニングとルート再配布の設定に使用されるテナントスコープのルー
トプロファイルを作成します。

始める前に

•テナントおよび VRFを設定します。

•リーフで VRFを有効にします。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

テナントスコープのルートプロファイ

ルを作成します。

[no] template route-profile profile-name
tenant tenant-name

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# template
route-profile rp1 tenant exampleCorp

BGPコミュニティ属性を設定します。必須: [no] set community {regular
|extended}値{none |replace |additive}

ステップ 4

例：

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set community extended 20:22 additive
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目的コマンドまたはアクション

ルートフラップダンプニングの動作を

設定します。パラメータは次のとおり

です。

必須: [no] set dampening half-life reuse
suppress max-suppress-time

例：

ステップ 5

• half-life：時間経過後にペナルティ
が減少する分単位の半減期。ルー

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set dampening 15 750 2000 60

トにペナルティを割り当てると、

ペナルティは半減期で半分まで小

さくなります。指定できる範囲は

1～ 60分です。

• reuse：フラッピングルートのペナ
ルティがこの値を下回るまで減少

すると、ルートの抑制が中止（再

利用）されます。指定できる範囲

は 1～ 20000です。

• suppress：ペナルティがこの制限を
超えるとルートは抑制されます。

指定できる範囲は 1～ 20000で
す。

• max-suppress-time：安定したルート
を抑制できる分単位の最大時間。

指定できる範囲は 1～ 255です。

BGPローカルプリファレンス値を設定
します。範囲は 0～ 4294967295です。

必須: [no] set local-preference value

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set local-preference 64

宛先ルーティングプロトコルのメト

リックを設定します。

必須: [no] set metric value

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set metric 128

オプションは次のとおりです。必須: [no] set metric-type {type-1 |
type-2}

ステップ 8

• type-1：OSPF外部タイプ 1メト
リック例：

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set metric-type type-2 • type-2：OSPF外部タイプ 2メト

リック
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目的コマンドまたはアクション

宛先ルーティングプロトコルのタグ値

を設定します。nameパラメータは符号
なし整数です。

必須: [no] set tag name

例：

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set tag 1111

ステップ 9

宛先ルーティングプロトコルのタグ値

を設定します。weightパラメータは符
号なし整数です。

必須: [no] set weight weight

例：

apic1(config-leaf-template-route-profile)#
set weight 20

ステップ 10

例

次に、テナントスコープのルートプロファイルを設定する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template route-profile rp1 tenant exampleCorp
This template will be available on all leaves where tenant exampleCorp has a VRF deployment
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set community extended 20:22 additive
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set dampening 15 750 2000 60
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set local-preference 64
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set metric 128
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set metric-type type-2
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set tag 1111
apic1(config-leaf-template-route-profile)# set weight 20

VRFスコープルートプロファイルの設定

この手順では、「default-export」および「default-import」を含む VRFスコープのルートプロ
ファイルを作成します。This route profile can be attached to a bridge domain (BD) while ‘matching’
a bridge-domain inside a route map through the inherit route-profile command.

VRF-scoped route profiles name default-export and default-import values, which are automatically
applied on the match statements on the respective export/import route-maps used in the same tenant VRF.

（注）

始める前に

•テナントおよび VRFを設定します。

•リーフで VRFを有効にします。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

リーフで VRFを有効にし、VRFコン
フィギュレーションモードを開始しま

す。

[no] vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
exampleCorp vrf vrf1

VRFスコープのルートプロファイルを
作成します。

[no] template route-profile profile-name

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-vrf)# template
route-profile default-export

BGPコミュニティ属性を設定します。必須: [no] set community {regular
|extended} {no-advertise|no-export|値
{none |replace |additive}

ステップ 5

例：

apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)#
set community extended 20:22 additive

BGPローカルプリファレンス値を設定
します。範囲は 0～ 4294967295です。

必須: [no] set local-preference value

例：

ステップ 6

apic1(config-tenant-vrf-route-profile)#
set local-preference 64

宛先ルーティングプロトコルのメト

リックを設定します。

必須: [no] set metric value

例：

ステップ 7

apic1(config-tenant-vrf-route-profile)#
set metric 128

オプションは次のとおりです。必須: [no] set metric-type {type-1 |
type-2}

ステップ 8

• type-1：OSPF外部タイプ 1メト
リック例：

apic1(config-tenant-vrf-route-profile)#
set metric-type type-2 • type-2：OSPF外部タイプ 2メト

リック
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目的コマンドまたはアクション

宛先ルーティングプロトコルのタグ値

を設定します。nameパラメータは符号
なし整数です。

必須: [no] set tag name

例：

apic1(config-tenant-vrf-route-profile)#
set tag 1111

ステップ 9

宛先ルーティングプロトコルのタグ値

を設定します。weightパラメータは符
号なし整数です。

必須: [no] set weight weight

例：

apic1(config-tenant-vrf-route-profile)#
set weight 20

ステップ 10

例

次に、VRFスコープのルートプロファイルを設定する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf vrf1
apic1(config-leaf-vrf)# template route-profile default-export
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set community extended 20:22 additive
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set local-preference 64
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set metric 128
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set metric-type type-2
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set tag 1111
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set weight 20

ルートマップの作成

ルートマップは、外部ルータにアドバタイズされるブリッジドメインのパブリックサブネッ

トを示すため、テナント単位のプレフィックスリストとともに作成されます。また、プレフィッ

クスリストはすべての中継ルートが外部ルータにアドバタイズされるように作成する必要があ

ります。中継ルートのプレフィックスリストは管理者によって設定されます。デフォルトの動

作では、外部ルータへの中継ルートのアドバタイズメントはすべて拒否されます。

始める前に

テナントおよび VRFを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure
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目的コマンドまたはアクション

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

ノードのテナントVRFを設定します。[no] vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name

ステップ 3

例：

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
exampleCorp vrf v1

VRFで実行されているルーティングプ
ロトコルに対してルータ IDを割り当て

（任意） [no] router-id ipv4-address

例：

ステップ 4

ます。ルータ IDを割り当てない場合、
apic1(config-leaf-vrf)# router-id
1.2.3.4 各リーフスイッチに固有の IDが内部

で生成されます。

ルートマップを作成し、ルートマップ

コンフィギュレーションを開始しま

す。

必須: [no] route-map name

例：

apic1(config-leaf-vrf)# route-map
bgpMap

ステップ 5

ルートマップにプレフィックスリスト

を作成します。

必須: [no]ip permit le 32リスト名プレ
フィックス/マスク長[{| prefix-list128}]

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip
prefix-list list1 permit
13.13.13.0/24

作成済みのプレフィックスリストと照

合し、一致モードを開始して、プレ

必須: [no] match prefix-list list-name

例：

ステップ 7

フィックスリストのルート制御プロ

ファイルを設定します。
apic1(config-leaf-vrf-route-map)#
match prefix-list list1

宛先ルーティングプロトコルのメト

リックを設定します。

必須: [no] set metric value

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
set metric 128

オプションは次のとおりです。必須: [no] set metric-type {type-1 |
type-2}

ステップ 9

• type-1：OSPF外部タイプ 1メト
リック例：

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
set metric-type type-2 • type-2：OSPF外部タイプ 2メト

リック

レイヤ 3外部接続の設定
75

レイヤ 3外部接続の設定

ルートマップの作成



目的コマンドまたはアクション

BGPローカルプリファレンス値を設定
します。範囲は 0～ 4294967295です。

必須: [no] set local-preference value

例：

ステップ 10

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
set local-preference 64

BGPルートアップデートのコミュニ
ティ属性を設定します。community-value

必須: [no] set community {regular |
extended} value {none | replace | additive}

例：

ステップ 11

を aa:nn形式で指定します。次のいず
れかのアクションを指定します。

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
set community extended 20:22 additive • additive—既存のコミュニティに追

加します

• replace—既存のコミュニティを置
き換えます

• none—コミュニティを変更しませ
ん

宛先ルーティングプロトコルのタグ値

を設定します。nameパラメータは符号
なし整数です。

必須: [no] set tag name

例：

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
set tag 1111

ステップ 12

ルーティングプロトコルの BGP重み
を指定します。

必須: [no] set weight value

例：

ステップ 13

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
set weight 32

この VRFから（このプレフィックス
リストと一致する）ルートをリークす

必須: [no] contract {provider| consumer
} contract-name [imported]

例：

ステップ 14

るために必要なコントラクトを追加し

ます。
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
contract provider prov 1

すでに作成されたルートグループを一

致させ、一致モードを開始してルート

マップを設定します。

必須: [no]match route group group-name
[order number ]

例：

ステップ 15

手順 8-13または手順 18のみを繰り返
して、ルートグループのルートマップ

apic1(config-leaf-vrf-route-map)#
match route group g1 order 1

を設定します。手順17を参照して、イ
ンラインセットアクションの代わりに

ルートマップを継承します。
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目的コマンドまたはアクション

プロトコルによってパブリックサブ

ネットをエクスポートするため、ブ

リッジドメインと照合します。

必須: [no]match bridge-domain bd-name

例：

apic1(config-leaf-vrf-route-map)#
bridge-domain bd1

ステップ 16

ブリッジドメインのルートマップを設

定します。

必須: [no] inherit route-profile
profile-name

例：

ステップ 17

ルートマップはすでに

template route-profileコマン
ドを使用してすでに作成され

ています。

（注）

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
inherit route-profile rp1

ブリッジドメインのルートマップを設

定します。

必須: [no] bridge-domain-match

例：

ステップ 18

ルートマップでブリッジド

メイン（BD）一致を無効に
して、ルートマップから BD
設定を削除する必要性をなく

します。これは、BDがルー
トマップで一致して、ルート

マップがルートグループ/明
示プレフィックスリストを使

用して BDサブネットをフィ
ルタするために使用される場

合に必要です。

（注）apic1(config-leaf-vrf-route-map)# no
bridge-domain-match

例

次に、ルートマップを作成し、プレフィックスリスト、コミュニティリスト、および

ブリッジドメインの追加/一致を行う例を示します。

# CREATE A ROUTE-MAP
apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map bgpMap

# CREATE A PREFIX-LIST
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip prefix-list list1 permit 13.13.13.0/24
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip prefix-list list1 permit 14.14.14.0/24

# MATCH THE PREFIX-LIST
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match prefix-list list1

# CONFIGURE A ROUTE-PROFILE FOR THE PREFIX-LIST
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apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set metric 128
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set metric-type type-2
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set local-preference 64
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set community extended 20:22 additive
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set tag 1111
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set weight 32
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# contract provider prov 1

# CREATE COMMUNITY LIST
apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template community-list standard CL_1 65536:20 tenant exampleCorp

# CREATE ROUTE GROUP
apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template route group g1 tenant exampleCorp
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 15.15.15.0/24
apic1(config-route-group)# community-list standard 65535:20

# MATCH ROUTE GROUP
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map bgpMap
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group g1 order 1

# CONFIGURE ROUTE PROFILE FOR COMMUNITY-LIST
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set metric 128
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set metric-type type-2
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set local-preference 64
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set community extended 20:22 additive
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set tag 1111
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set weight 32

# CONFIGURE ROUTE PROFILE ROUTE GROUP
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set metric 128
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set metric-type type-2
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set local-preference 64
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set community extended 20:22 additive
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set tag 1111
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set weight 32

# Or CREATE A ROUTE PROFILE TEMPLATE AND INHERIT IT FOR ROUTE GROUP
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# template route-profile rp1
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set metric 128
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set metric-type type-2
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set local-preference 64
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set community extended 20:22 additive
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set tag 1111
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set weight 32
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# exit

apic1(config-leaf-vrf)# route-map bgpMap
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group g1 order 1
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# inherit route-profile rp1

# CREATE A BRIDGE-DOMAIN
apic1# configure
apic1(config)# tenant exampleCorp
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apic1(config-tenant)# vrf context v1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# bridge-domain bd1
apic1(config-tenant-bd)# vrf member v1
apic1(config-tenant-bd)# exit
apic1(config-tenant)# interface bridge-domain bd1
apic1(config-tenant-interface)# ip address 13.13.13.1/24 scope public
apic1(config-tenant-interface)# exit
apic1(config-tenant)# exit

# CREATE A ROUTE-PROFILE FOR THE BRIDGE-DOMAIN
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# template route-profile default-export
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set metric 128
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set metric-type type-2
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set local-preference 64
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set community extended 20:22 additive
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set tag 1111
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# set weight 20
apic1(config-leaf-vrf-template-route-profile)# exit

# MATCH THE BRIDGE-DOMAIN
apic1(config-leaf-vrf)# route-map bgpMap
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match bridge-domain bd1

# CONFIGURE A ROUTE-PROFILE FOR THE BRIDGE-DOMAIN
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# inherit route-profile default-export

ルーティングプロトコルのルートマップの設定

OSPF、BGP、およびEIGRPルーティングプロトコルでは、インポートおよびエクスポートす
るルートのフィルタ処理にルートマップを使用します。これらのプロトコルを設定するために

必要な一般的な手順についてはそれぞれのドキュメントセクションを参照してください。これ

らのプロトコルでルートマップを設定するには、次のコマンドを使用し、例を参照してくださ

い。

ルートマップコマンドプロトコル

[no] route-map map-name {in | out}BGP

[no] areaエリア id route-mapマップ名{in |out }OSPF

[no] ip distribute list default route-map map-name outEIGRP

例

次に、BGP、OSPF、および EIGRPでルートマップを設定する例を示します。

# BGP
apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 100
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apic1(config-bgp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 3.3.3.3
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map map1 out
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map map2 in
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit

# OSPF
apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.1 route-map map1 out
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.1 route-map map2 in
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

#EIGRP
apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-if)# ip address 13.13.13.13/24
apic1(config-leaf-if)# ip router eigrp default
apic1(config-leaf-if)# ip distribute-list eigrp default route-map map1 out
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# exit

エクスポートマップ（インター VRFルートリーク）の設定

始める前に

•ルートマップを作成します。

•リークさせる必要があるルートと一致するプレフィックスを含むプレフィックスリストを
ルートマップに追加します。

•プレフィックスリストを照合し、ルートリークを有効にするコントラクトを追加します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure
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目的コマンドまたはアクション

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

ノードのテナント VRFを設定します。[no] vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name

ステップ 3

例：

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
exampleCorp vrf v1

この VRFからコンシューマ VRFに
（リーク）ルートをエクスポートするよ

[no] export map map-name

例：

ステップ 4

うこの VRFでルートマップを設定しま
す。

apic1(config-leaf-vrf)# export map
shared-route-map1

例

次に、ルートマップを作成およびエクスポートする例を示します。

# CREATE A ROUTE-MAP
apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# router-id 1.2.3.4
apic1(config-leaf-vrf)# route-map shared-route-map1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip prefix-list list1 permit 13.13.13.0/24
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match prefix-list list1
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# contract provider prov1
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

# EXPORT THE ROUTE-MAP
apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# export map shared-route-map1

双方向ルート転送（BFD）の設定

BFDについて
双方向フォワーディング検出（BFD）は、メディアタイプ、カプセル化、トポロジ、および
ルーティングプロトコルのために短時間での転送パス障害検出を提供するために設計された検

レイヤ 3外部接続の設定
81

レイヤ 3外部接続の設定

双方向ルート転送（BFD）の設定



出プロトコルです。BFDを使用することで、さまざまなプロトコルの Helloメカニズムによ
り、変動速度ではなく一定速度で転送パス障害を検出できます。BFDはプロファイリングおよ
びプランニングを簡単にし、再コンバージェンス時間の一貫性を保ち、予測可能にします。

双方向フォワーディング検出（BFD）を使用して、ピアリングルータの接続をサポートするよ
うに設定された ACIファブリック境界リーフスイッチ間の転送パスのサブセカンド障害検出
時間を提供します。

BFDグローバルの設定
デバイスのすべてのBFDセッションのBFDセッションパラメータを設定できます。BFDセッ
ションパラメータは、スリーウェイハンドシェイクの BFDピア間でネゴシエートされます。

グローバル BFDを設定するには、次の手順を実行します。

•グローバル BFD構成設定を設定します

•アクセスリーフポリシーグループを設定し、以前作成したグローバルBFDポリシーを継
承します

•以前作成したリーフポリシーグループをリーフスイッチまたはリーフスイッチのグルー
プに関連付けます

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

BFDポリシーテンプレートを作成しま
す。

[no] template bfd {ip | ipv6}
global-policy-name

例：

ステップ 2

apic1(config)# template bfd ip
bfd_global

BFDエコーパケットの送信元アドレス
として使用する IPアドレスを指定しま
す。

[no] echo-address ip-address

例：

apic1(config-bfd)# echo-address
192.0.20.123

ステップ 3

apic1(config-bfd)# echo-address
34::1/64

エコー機能で使用される slow timerを
設定します。この値はエコー機能がイ

[no] slow-timer milliseconds

例：

ステップ 4

ネーブルの場合、BFDが新しいセッ
apic1(config-bfd)# slow-timer 2000

ションを開始する速度および非同期

レイヤ 3外部接続の設定
82

レイヤ 3外部接続の設定

BFDグローバルの設定



目的コマンドまたはアクション

セッションがBFD制御パケットに使用
する速度を決定します。slow-timer値は
新しい制御パケット間隔として使用さ

れますが、エコーパケットは設定され

た BFD間隔を使用します。エコーパ
ケットはリンク障害検出に使用されま

すが、低速の制御パケットはBFDセッ
ションを維持します。指定できる範囲

は 1000～ 30000ミリ秒です。

このデバイスが BFD Helloメッセージ
を送信する間隔を指定します。有効値

は 50～ 999ミリ秒です。

[no] min-tx milliseconds

例：

apic1(config-bfd)# min-tx 100

ステップ 5

このデバイスが別のBFDデバイスから
の BFD Helloメッセージを受け付ける

[no] min-rx milliseconds

例：

ステップ 6

最小間隔を指定します。有効値は50～
999ミリ秒です。

apic1(config-bfd)# min-rx 70

転送パスの障害を検出するまでに喪失

した、別の BFDデバイスからの BFD
[no] multiplier policy-name

例：

ステップ 7

Helloメッセージの数を指定します。指
定できる範囲は 1～ 50です。

apic1(config-bfd)# multiplier 3

このシステムがサポートできる受信

BFDエコーパケット間の最小間隔を指
[no] echo-rx-interval policy-name

例：

ステップ 8

定します。有効値は 50～ 999ミリ秒で
す。

apic1(config-bfd)# echo-rx-interval
500

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 9

apic1(config-bfd)# exit

アクセススリーフポリシーグループ

を設定します。

[no] template leaf-policy-group
leaf-policy-name

例：

ステップ 10

apic1(config)# template
leaf-policy-group leaf_pg1

以前作成したグローバルポリシーを継

承します。

[no] inherit bfd {ip | ipv6}
global-policy-name

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf-policy-group)#
inherit bfd ip bfd_global
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 12

apic1(config-leaf-policy-group)# exit

リーフプロファイルを設定します。[no] leaf-profile leaf-profile-name

例：

ステップ 13

apic1(config)# leaf-profile
leaf_profile1

リーフスイッチのグループを作成また

は指定します。

[no] leaf-group leaf-group-name

例：

ステップ 14

apic1(config-leaf-profile)# leaf-group
leaf_group1

リーフスイッチに関連付けられる、以

前作成したリーフポリシーグループを

指定します。

[no] leaf-policy-group leaf-policy-name

例：

apic1(config-leaf-group)#
leaf-policy-group leaf_pg1

ステップ 15

リーフスイッチグループに 1つ以上の
リーフスイッチを追加します。

[no] leaf leaf-range

例：

ステップ 16

apic1(config-leaf-group)# leaf 101-102

例

この例では、グローバル BFDを設定し、リーフスイッチのグループに適用する方法
を示します。

# CONFIGURE BFD GLOBAL POLICIES
apic1# configure
apic1(config)# template bfd ip bfd_global
apic1(config-bfd)# echo-address 192.0.20.123
apic1(config-bfd)# slow-timer 2000
apic1(config-bfd)# min-tx 100
apic1(config-bfd)# min-rx 70
apic1(config-bfd)# multiplier 3
apic1(config-bfd)# echo-rx-interval 500
apic1(config-bfd)# exit

# CONFIGURE AN ACCESS LEAF POLICY GROUP AND INHERIT BFD GLOBAL POLICIES
apic1(config)# template leaf-policy-group leaf_pg1
apic1(config-leaf-policy-group)# inherit bfd ip bfd_global
apic1(config-leaf-policy-group)# exit

# CONFIGURE A LEAF GROUP AND ASSOCIATE THE LEAF POLICY GROUP
apic1(config)# leaf-profile leaf_profile1
apic1(config-leaf-profile)# leaf-group leaf_group1
apic1(config-leaf-group)# leaf-policy-group leaf_pg1
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apic1(config-leaf-group)# leaf 101-102

NX-OSスタイル CLIを使用したリーフスイッチでの BFDのグローバル
な設定

手順

ステップ 1 NX-OS CLIを使用して BFD IPV4グローバル設定（bfdIpv4InstPol）を設定するには：

例：

apic1# configure
apic1(config)# template bfd ip bfd_ipv4_global_policy
apic1(config-bfd)# [no] echo-address 1.2.3.4
apic1(config-bfd)# [no] slow-timer 2500
apic1(config-bfd)# [no] min-tx 100
apic1(config-bfd)# [no] min-rx 70
apic1(config-bfd)# [no] multiplier 3
apic1(config-bfd)# [no] echo-rx-interval 500
apic1(config-bfd)# exit

ステップ 2 NX-OS CLIを使用して BFD IPV6グローバル設定（bfdIpv6InstPol）を設定するには：

例：

apic1# configure
apic1(config)# template bfd ipv6 bfd_ipv6_global_policy
apic1(config-bfd)# [no] echo-address 34::1/64
apic1(config-bfd)# [no] slow-timer 2500
apic1(config-bfd)# [no] min-tx 100
apic1(config-bfd)# [no] min-rx 70
apic1(config-bfd)# [no] multiplier 3
apic1(config-bfd)# [no] echo-rx-interval 500
apic1(config-bfd)# exit

ステップ 3 NX-OS CLIを使用してアクセスリーフポリシーグループ (infraAccNodePGrp)を設定し、以前
に作成した BFDグローバルポリシーを継承するには:

例：

apic1# configure
apic1(config)# template leaf-policy-group test_leaf_policy_group
apic1(config-leaf-policy-group)# [no] inherit bfd ip bfd_ipv4_global_policy
apic1(config-leaf-policy-group)# [no] inherit bfd ipv6 bfd_ipv6_global_policy
apic1(config-leaf-policy-group)# exit

ステップ 4 NX-OS CLIを使用して以前に作成したリーフポリシーグループをリーフに関連付けるには:

例：

apic1(config)# leaf-profile test_leaf_profile
apic1(config-leaf-profile)# leaf-group test_leaf_group
apic1(config-leaf-group)# leaf-policy-group test_leaf_policy_group
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apic1(config-leaf-group)# leaf 101-102
apic1(config-leaf-group)# exit

NX-OSスタイル CLIを使用したスパインスイッチ上の BFDのグローバ
ル設定

次の手順を使用して、NX-OSスタイルCLIを使用してスパインスイッチのBFDをグローバル
に設定します。

手順

ステップ 1 NX-OS CLIを使用して BFD IPV4グローバル設定（bfdIpv4InstPol）を設定するには：

例：

apic1# configure
apic1(config)# template bfd ip bfd_ipv4_global_policy
apic1(config-bfd)# [no] echo-address 1.2.3.4
apic1(config-bfd)# [no] slow-timer 2500
apic1(config-bfd)# [no] min-tx 100
apic1(config-bfd)# [no] min-rx 70
apic1(config-bfd)# [no] multiplier 3
apic1(config-bfd)# [no] echo-rx-interval 500
apic1(config-bfd)# exit

ステップ 2 NX-OS CLIを使用して BFD IPV6グローバル設定（bfdIpv6InstPol）を設定するには：

例：

apic1# configure
apic1(config)# template bfd ipv6 bfd_ipv6_global_policy
apic1(config-bfd)# [no] echo-address 34::1/64
apic1(config-bfd)# [no] slow-timer 2500
apic1(config-bfd)# [no] min-tx 100
apic1(config-bfd)# [no] min-rx 70
apic1(config-bfd)# [no] multiplier 3
apic1(config-bfd)# [no] echo-rx-interval 500
apic1(config-bfd)# exit

ステップ 3 NX-OS CLIを使用してスパインポリシーグループを設定し以前作成した BFDグローバルポ
リシーを継承するには：

例：

apic1# configure
apic1(config)# template spine-policy-group test_spine_policy_group
apic1(config-spine-policy-group)# [no] inherit bfd ip bfd_ipv4_global_policy
apic1(config-spine-policy-group)# [no] inherit bfd ipv6 bfd_ipv6_global_policy
apic1(config-spine-policy-group)# exit

ステップ 4 NX-OSを使用して以前作成したスパインポリシーグループをスパインスイッチに関連付ける
には；
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例：

apic1# configure
apic1(config)# spine-profile test_spine_profile
apic1(config-spine-profile)# spine-group test_spine_group
apic1(config-spine-group)# spine-policy-group test_spine_policy_group
apic1(config-spine-group)# spine 103-104
apic1(config-leaf-group)# exit

グローバル BFD設定のオーバーライド

BFDインターフェイスオーバーライドポリシーの設定

明示的な BFDを設定できる、3つのサポート対象のインターフェイス（ルーテッド L3イン
ターフェイス、外部インターフェイスSVIとルーテッドサブインターフェイス）があります。
グローバルコンフィギュレーションを使用しないで、さらに特定のインターフェイスの明示的

な設定をしたい場合、特定のスイッチまたは一連のすべてのインターフェイスに適用される独

自のグローバルコンフィギュレーションを作成できます。特定のインターフェイス上の特定の

スイッチの粒度がさらに必要な場合、このインターフェイスオーバーライド設定を使用する必

要があります。

始める前に

テナントはすでに作成されています。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するテナントを指定します。tenant tenant-name

例：

ステップ 2

apic1(config)# tenant exampleCorp

テナントと VRFを関連付けます。vrf context vrf-name

例：

ステップ 3

apic1(config-tenant)# vrf context vrf1

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 4

apic1(config-tenant-vrf)# exit
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

apic1(config-tenant)# exit

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 6

apic1(config)# leaf 101

ノードのテナントVRFを設定します。[no] vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name

ステップ 7

例：

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
exampleCorp vrf vrf1

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-vrf)# exit

インターフェイス設定モードを開始し

ます。

[no] interface type

例：

ステップ 9

apic1(config-leaf)# interface eth 1/18

[no] vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

ステップ 10

例：

apic1(config-leaf-if)# vrf member
tenant exampleCorp vrf vrf1

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf-if)# exit

BFDインターフェイスポリシーを設定
します。

[no] template bfd template-name tenant
tenant-name

例：

ステップ 12

apic1(config-leaf)# template bfd
bfdIfPol1 tenant exampleCorp

BFD制御パケットに加えてBFDエコー
パケットを送信をイネーブルまたは

ディセーブルにします。

[no] echo-mode enable

例：

apic1(config-template-bfd-pol)#
echo-mode enable

ステップ 13
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目的コマンドまたはアクション

このシステムがサポートできる受信

BFDエコーパケット間の最小間隔を指
[no] echo-rx-interval policy-name

例：

ステップ 14

定します。有効値は 50～ 999ミリ秒で
す。

apic1(config-template-bfd-pol)#
echo-rx-interval 500

このデバイスが、BFD helloメッセージ
を送信する間隔を指定します。有効値

は 50～ 999ミリ秒です。

[no] min-tx milliseconds

例：

apic1(config-template-bfd-pol)# min-tx
100

ステップ 15

このデバイスが別のBFDデバイスから
の BFD Helloメッセージを受け付ける

[no] min-rx milliseconds

例：

ステップ 16

最小間隔を指定します。有効値は50～
999ミリ秒です。

apic1(config-template-bfd-pol)# min-rx
70

転送パスの障害を検出するまでに喪失

した、別の BFDデバイスからの BFD
[no] multiplier policy-name

例：

ステップ 17

Helloメッセージの数を指定します。指
定できる範囲は 1～ 50です。

apic1(config-template-bfd-pol)#
multiplier 5

サブインターフェイスの最適化をイ

ネーブルまたはディセーブルにしま

[no] optimize subinterface

例：

ステップ 18

す。BFDにより、設定されているすべ
apic1(config-template-bfd-pol)#
optimize subinterface てのサブインターフェイスのセッショ

ンが作成されます。BFDにより、設定
されている最小のVLAN IDを持つサブ
インターフェイスがマスターサブイン

ターフェイスとして設定され、そのサ

ブインターフェイスは親インターフェ

イスの BFDセッションパラメータを
使用します。残りのサブインターフェ

イスは slow timerを使用します。最適
化されたサブインターフェイスセッ

ションでエラーが検出されると、BFD
により、その物理インターフェイスの

すべてのサブインターフェイスがダウ

ンとマークされます。

例

この例では、BFDオーバーライドポリシーを作成し、インターフェイスに適用する方
法を示します。

apic1# configure
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apic1(config)# tenant exampleCorp
apic1(config-tenant)# vrf context vrf1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf vrf1
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# interface eth 1/18
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf vrf1
apic1(config-leaf-if)# exit

# CONFIGURE BFD INTERFACE OVERRIDE POLICY
apic1(config-leaf)# template bfd bfdIfPol1 tenant exampleCorp
apic1(config-template-bfd-pol)# echo-mode enable
apic1(config-template-bfd-pol)# echo-rx-interval 500
apic1(config-template-bfd-pol)# min-tx 100
apic1(config-template-bfd-pol)# min-rx 70
apic1(config-template-bfd-pol)# multiplier 5
apic1(config-template-bfd-pol)# optimize subinterface

インターフェイスへの BFDインターフェイスオーバーライドポリシーの適用

ルーテッド L3インターフェイス、外部 SVIインターフェイスとルーテッドサブインターフェ
イスに、BFDインターフェイスオーバーライドポリシーを適用できます。

始める前に

BFDインターフェイスオーバーライドポリシーがすでに作成されています。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

インターフェイス設定モードを開始しま

す。サポートされているインターフェイ

[no] interface type

例：

ステップ 3

スは、ルーテッド L3インターフェイ
apic1(config-leaf)# interface Ethernet
1/15 ス、外部 SVIインターフェイスとルー

テッドサブインターフェイスです。

インターフェイスからのトラフィックの

デフォルトの発信元アドレスである IP
アドレスを指定します。

[no] ipv6 address ipv6-address [preferred]

例：

apic1(config-leaf-if)# ipv6 address
2001::10:1/64 preferred

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、インター

フェイスが IPv6インターフェ
イスである場合にのみ使用さ

れます。

（注）

テナント VRFにインターフェイスを接
続します。

[no] vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 5

このコマンドは、インター

フェイスが VLANインター
フェイスである場合にのみ使

用されます。

（注）

apic1(config-leaf-if)# vrf member
tenant exampleCorp vrf vrf1

BFDテナントモードをイネーブルにし
ます。

bfd {ip | ipv6} tenant mode

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-if)# bfd ip tenant
mode

指定された BFDインターフェイステン
プレートポリシーを継承します。

bfd {ip | ipv6} inherit interface-policy
policy-name

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-if)# bfd ip inherit
interface-policy bfdIfPol1

キー付きSHA-1としてBFD認証を設定
します。

bfd {ip | ipv6} authentication keyed-sha1
keyid keyid key key

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-if)# bfd ip
authentication keyed-sha1 key 10 key
password

例

この例では、IPv4アドレスを持つ L3インターフェイス上に以前作成した BFDイン
ターフェイスポリシーを継承する方法を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface eth 1/15
apic1(config-leaf-if)# bfd ip tenant mode
apic1(config-leaf-if)# bfd ip inherit interface-policy bfdIfPol1
apic1(config-leaf-if)# bfd ip authentication keyed-sha1 key 10 key password

この例では、IPv6アドレスを持つ L3インターフェイス上に以前作成した BFDイン
ターフェイスポリシーを継承する方法を示します。
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apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface eth 1/15
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address 2001::10:1/64 preferred
apic1(config-leaf-if)# bfd ip tenant mode
apic1(config-leaf-if)# bfd ip inherit interface-policy bfdIfPol1
apic1(config-leaf-if)# bfd ip authentication keyed-sha1 key 10 key password

この例では、IPv4アドレスを持つ VLANインターフェイス上で BFDを設定する方法
を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface vlan 15
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf vrf1
apic1(config-leaf-if)# bfd ip tenant mode
apic1(config-leaf-if)# bfd ip inherit interface-policy bfdIfPol1
apic1(config-leaf-if)# bfd ip authentication keyed-sha1 key 10 key password

この例では、IPv6アドレスを持つ VLANインターフェイス上で BFDを設定する方法
を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface vlan 15
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address 2001::10:1/64 preferred
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf vrf1
apic1(config-leaf-if)# bfd ip tenant mode
apic1(config-leaf-if)# bfd ip inherit interface-policy bfdIfPol1
apic1(config-leaf-if)# bfd ip authentication keyed-sha1 key 10 key password

コンシューマプロトコル上の BFDの有効化
これらの手順は、BFD機能を利用する4つのコンシューマプロトコル（BGP、EIGRP、OSPF、
静的ルート）で BFDを有効にする手順を紹介します。

BGPコンシューマプロトコルの BFDの有効化

始める前に

テナントはすでに作成されています。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure
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目的コマンドまたはアクション

ファブリックの BGP設定モードを開始
します。

bgp-fabric

例：

ステップ 2

apic1(config-bgp-fabric)# bgp-fabric

BGP自律システム番号（ASN）を指定
します。

asn asn-number

例：

ステップ 3

apic1(config-bgp-fabric)# asn 200

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 4

apic1(config-bgp-fabric)# exit

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 5

apic1(config)# leaf 101

BGPポリシー設定を入力します。router bgp asn-number

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf)# router bgp 200

後続のポリシー設定モードコマンドと

関連付ける VRFインスタンスを指定し
ます。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 7

apic1(config-bgp)# vrf member tenant
exampleCorp vrf v100

ネイバーの IPアドレスを指定します。
マスク長は 32です。

neighbor ip-address[/masklength]

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor
1.2.3.4

BGPコンシューマプロトコルでBFDを
有効または無効にします。

[no] bfd enable

例：

ステップ 9

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
bfd enable

例

次に、BGPコンシューマプロトコルで BFDを有効にする例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# bgp-fabric
apic1(config-bgp-fabric)# asn 200
apic1(config-bgp-fabric)# exit
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apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 200
apic1(config-bgp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v100
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 1.2.3.4
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# bfd enable

EIGRPコンシューマプロトコルの BFDの有効化

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

インターフェイス設定モードを開始しま

す。

[no] interface type

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# interface Ethernet
1/15

EIGRPコンシューマプロトコルで BFD
を有効または無効にします。

[no] {ip | ipv6} bfd eigrp enable

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-if)# ip bfd eigrp
enable

例

次に、EIGRPコンシューマプロトコルで BFDを有効にする例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface eth 1/15
apic1(config-leaf-if)# ip bfd eigrp enable
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OSPFコンシューマプロトコルの BFDの有効化

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

インターフェイス設定モードを開始しま

す。

[no] interface type

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# interface vlan 123

OSPFコンシューマプロトコルで BFD
を有効または無効にします。

[no] ip ospf bfd enable

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-if)# ip ospf bfd
enable

例

次に、OSPFコンシューマプロトコルで BFDを有効にする例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface vlan 123
apic1(config-leaf-if)# ip ospf bfd enable

静的ルートコンシューマプロトコルの BFDの有効化

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101
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目的コマンドまたはアクション

ノードのテナント VRFを設定します。[no] vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name

ステップ 3

例：

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
exampleCorp vrf vrf1

静的ルートのコンシューマプロトコル

で BFDを有効または無効にします。
[no] {ip | ipv6} route ip-prefix/masklen
next-hop-address bfd

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-vrf)# ip route
10.0.0.1/16 10.0.0.5 bfd

例

次に、静的ルートのコンシューマプロトコルで BFDを有効にする例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf vrf1
apic1(config-leaf-vrf)# ip route 10.0.0.1/16 10.0.0.5 bfd

NX-OSスタイルの CLIを使用した BFDコンシューマプロトコルの設定

手順

ステップ 1 NX-OSは、CLIを使用して、BGPコンシューマプロトコルを BFDをイネーブルにします。

例：

apic1# configure
apic1(config)# bgp-fabric
apic1(config-bgp-fabric)# asn 200
apic1(config-bgp-fabric)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 200
apic1(config-bgp)# vrf member tenant t0 vrf v0
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 1.2.3.4
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# [no] bfd enable

ステップ 2 NX-OSは、CLIを使用して、EIGRPコンシューマプロトコルを BFDをイネーブルにします。

例：

apic1(config-leaf-if)# [no] ip bfd eigrp enable

ステップ 3 NX-OSは、CLIを使用して、OSPFコンシューマプロトコルを BFDをイネーブルにします。
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例：

apic1(config-leaf-if)# [no] ip ospf bfd enable

apic1# configure
apic1(config)# spine 103
apic1(config-spine)# interface ethernet 5/3.4
apic1(config-spine-if)# [no] ip ospf bfd enable

ステップ 4 NX-OSは、CLIを使用して、スタティックルートコンシューマプロトコルを BFDをイネー
ブルにします。

例：

apic1(config-leaf-vrf)# [no] ip route 10.0.0.1/16 10.0.0.5 bfd

apic1(config)# spine 103
apic1(config-spine)# vrf context tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-vrf)# [no] ip route 21.1.1.1/32 32.1.1.1 bfd

ステップ 5 NX-OSは、CLIを使用して、IS-ISコンシューマプロトコルを BFDをイネーブルにします。

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-spine)# interface ethernet 1/49
apic1(config-spine-if)# isis bfd enabled
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# exit

apic1(config)# spine 103
apic1(config-spine)# interface ethernet 5/2
apic1(config-spine-if)# isis bfd enabled
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# exit

レイヤ 3マルチキャストの設定

レイヤ 3マルチキャスト
ACIファブリックでは、ほとんどのユニキャストとマルチキャストルーティングが同じ境界
リーフスイッチで稼働しており、ユニキャストルーティングプロトコル上でマルチキャスト

プロトコルが稼働しています。

このアーキテクチャでは、ボーダーリーフスイッチのみが完全なProtocol Independent Multicast
（PIM）プロトコルを実行します。非ボーダーリーフスイッチは、インターフェイス上でパッ
シブモードの PIMを実行します。これらは、その他の PIMルータとピアリングしません。
ボーダーリーフスイッチは、L3 Outを介してそれらの接続された他の PIMルータとピアリン
グし、またそれら相互にもピアリングします。
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次の図に、マルチキャストクラウド内のルータ（R1と R2）に接続しているボーダーリーフ
（BL）スイッチを示します。マルチキャストルーティングを必要とするファブリック内の各
Virtual Routing and Forwarding（VRF）は、それぞれ別に外部マルチキャストルータとピアリン
グします。

図 8 :マルチキャストクラウドの概要

レイヤ 3マルチキャストの設定に関するガイドライン
次のガイドラインを参照してください。

•レイヤ 3マルチキャストの設定は VRFレベルで実行されます。そのため、VRF内とマル
チキャスト内のプロトコル機能が VRFで有効になり、各マルチキャスト VRFを個別にオ
ンまたはオフにすることができます。

•マルチキャストで VRFが有効になると、有効になった VRFの個別のブリッジドメイン
(BD)とL3 Outを有効にしてマルチキャストを設定できます。デフォルトでは、マルチキャ
ストはすべての BDおよびレイヤ 3 Outで無効になっています。

•現時点では、レイヤ 3マルチキャストは、共有 L3 Outで設定された VRFではサポートさ
れていません。

• Any Source Multicast (ASM)と Source-Specific Multicast (SSM)はサポートされています。
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•現時点では、双方向 PIM、ACIファブリック内のランデブーポイント (RP)、および PIM
IPv6はサポートされていません。

• IGMPスヌーピングは、マルチキャストルーティングが有効になっているパーペイシブブ
リッジドメインでは無効にできません。

•マルチキャストルータは、パーペイシブブリッジドメインではサポートされていません。

•次の -EXでレイヤ 3のマルチキャスト機能がサポートされているリーフスイッチのモデ
ルします。

• N9K-93180YC-EX

• N9K-93108TC-EX

• N9K-93180LC-EX

•レイヤ 3ポートとサブインターフェイスはサポートされていますが、外部SVIはサポート
されていません。外部 SVIがサポートされていないため、PIMを L3-VPCで有効にできま
せん。

•マルチポッドのレイヤ 3マルチキャストサポートについて、イングレスリーフスイッチ
はマルチキャストルーティングに対応しているブリッジドメインに接続されたソースか

らパケットを受信するとき、イングレスリーフスイッチはファブリックにルート済みVRF
コピーのみ送信します（ルート済みとはTTLが 1に減少し、source-macが拡散型サブネッ
トMACに再度書き込みされます）。また、出力リーフスイッチも、関連するすべてのブ
リッジドメイン内の受信者へパケットをルーティングします。そのため、受信者のブリッ

ジドメインが送信元と同じで、リーフスイッチが送信元とは異なる場合、その受信者は

同じブリッジドメイン内であっても、ルーティングされたコピーを受け取り続けます。

詳細については、次のリンクで、既存のレイヤ 2設計を活用する multipodサポートレイ
ヤ 3マルチキャストに関する詳細情報を参照してください。 追加ポッド 。

•リリース 3.1(1x)で始まる、FEXにマルチキャストのレイヤ 3はサポートされています。
マルチキャストのソースまたは FEXポートに接続されているレシーバがサポートされま
す。詳細については、テスト環境で FEXを追加する方法について、設定、次の URLをア
プリケーションセントリックインフラストラクチャとファブリックエクステンダを参照

してください: https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/cloud-systems-management/
application-policy-infrastructure-controller-apic/
200529-Configure-a-Fabric-Extender-with-Applica.html。リリース 3.1(1x)以降のレイヤ 3マ
ルチキャストでは FEXがサポートされていません。マルチキャストのソースまたは FEX
ポートに接続されているレシーバはサポートされていません。
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Cisco ACIは、IPフラグメンテーションをサポートしていません。したがって、外部ルータへ
のレイヤ 3 Outside（L3Out）接続、または Inter-Pod Network（IPN）を介したmultipod接続を設
定する場合は、MTUが両側で適切に設定されていることが重要です。ACI、Cisco NX-OS、
Cisco IOSなどの一部のプラットフォームでは、設定されたMTU値は IPヘッダーを考慮に入
れています（結果として、最大パケットサイズは、ACIで 9216バイト、NX-OSおよび IOSで
9000バイトに設定されます）。ただし、IOS XRなどの他のプラットフォームは、パケット
ヘッダーのを除くMTU値を設定します（結果として最大パケットサイズは 8986バイトにな
ります）。

各プラットフォームの適切なMTU値については、それぞれの設定ガイドを参照してください。

CLIベースのコマンドを使用してMTUをテストすることを強く推奨します。たとえば、Cisco
NX-OS CLIで ping 1.1.1.1 df-bit packet-size 9000 source-interface ethernet 1/1などの

コマンドを使用します。

（注）

レイヤ 3マルチキャストの設定手順
ここでは、レイヤ 3マルチキャストの設定手順を示します。手順は次のとおりです。

1. テナント VRFの PIMオプションを設定します。

2. VRFの IGMPオプションを設定します。

3. テナントに L3 Out設定し、PIMを有効にしてリーフインターフェイスを設定します。

4. 目的のブリッジドメイン内で PIMを有効にします。

レイヤ 3マルチキャストの PIMオプションの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するテナントを指定します。tenant tenant-name

例：

ステップ 2

apic1(config)# tenant exampleCorp

テナントと VRFを関連付けます。vrf context vrf-name

例：

ステップ 3

apic1(config-tenant)# vrf context
exampleCorp_vrf1

レイヤ 3外部接続の設定
100

レイヤ 3外部接続の設定

レイヤ 3マルチキャストの設定手順



目的コマンドまたはアクション

Protocol Independent Multicast（PIM）を
設定します。

[no] ip pim

例：

ステップ 4

apic1(config-tenant-vrf)# ip pim

PIM自動 RP（ランデブーポイント）
オプションを設定します。Auto-RPは、

（任意） [no] ip pim auto-rp {forward
[listen] |listen |mapping-agent-policyマッ
ピングエージェントポリシー名}

ステップ 5

PIMネットワークにおけるグループか
ら RPへのマッピングの配信を自動化

例：
します。自動 RPメッセージの転送、

apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
auto-rp forward listen 自動 RPメッセージのリッスン、また

はマッピングエージェントメッセージ

のフィルタリングに対するルートマッ

プポリシーの関連付けを選択できま

す。

PIMブートストラップルータ（BSR）
オプションを設定します。BSRは、RP

（任意） [no] ip pim bsr {forward
[listen] | listen | bsr-policy
mapping-agent-policy-name}

ステップ 6

機能およびグループのRP情報のリレー
例： に候補ルータを使用するという点にお

いて自動 RPと同様に動作します。RPapic1(config-tenant-vrf)# ip pim bsr
forward listen 情報は、PIMメッセージ内で伝送され

るBSRメッセージを通じて配信されま
す。ブートストラップ/RP候補メッセー
ジの転送、ブートストラップ/RP候補
メッセージのリッスン、または BSR
メッセージのフィルタリングに対する

ルートマップポリシーの関連付けを選

択できます。

PIM高速コンバージェンス機能を有効
にして、スイッチが応答しないネイ

（任意） [no] ip pim fast-convergence

例：

ステップ 7

バーを迅速に検出できるようにしま

す。
apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
fast-convergence

PIMメッセージの最大サイズを設定し
ます。有効な範囲は 1500～ 65536バイ
トです。

（任意） [no] ip pim mtu mtu-size

例：

apic1(config-tenant-vrf)# ip pim mtu
1500

ステップ 8

登録メッセージのフィルタリングにポ

リシーの名前を指定します。

（任意） [no] ip pim register-policy
register-policy-name

例：

ステップ 9

apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
register-policy regPolicy1
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目的コマンドまたはアクション

PIMデータレジスタにレート制限を指
定します。範囲は毎秒 0～ 65535パ
ケットです。

（任意） [no] ip pim register-rate-limit
mtu-size

例：

ステップ 10

apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
register-rate-limit 1024

PIMメッセージの送信元 IPアドレスを
設定します。

（任意） [no] ip pim register-source
ip-address

例：

ステップ 11

apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
register-source 192.0.20.123

マルチキャストグループ範囲に、静的

ルートプロセッサ（RP）アドレスを設
定します。

（任意） [no] ip pim rp-address
ip-address [route-map route-map-name]

例：

ステップ 12

apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
rp-address 192.0.20.99

PIMスパースモード（PIM-SM）(S, G)
マルチキャストルートに（S, G）期限

（任意） [no] ip pim sg-expiry-timer
ip-address [sg-list route-map-name]

例：

ステップ 13

切れタイマーの間隔を設定します。値

の範囲は 180～ 604801秒です。The
apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
sg-expiry-timer 4096 optional sg-list parameter specifies S,G

values to which the timer applies.デフォ
ルトは 4096です。

IPマルチキャストの拡張機能である
Source Specific Multicas（SSM）を設定

（任意） [no] ip pim ssm route-map
route-map-name

例：

ステップ 14

します。この機能を使用すると、受信

者に転送されるデータグラムトラ
apic1(config-tenant-vrf)# ip pim ssm
route-map SSMRtMap フィックは、その受信者が明示的に加

入しているマルチキャスト送信元から

のトラフィックだけになります。ルー

トマップポリシーは、グループのプレ

フィクスのリストを表示します。

現在の VRFインスタンスの PIMの状
態エントリの最大数を設定します。最

（任意） [no] ip pim state-limit
max-entries [reserved route-map-name
[maximum-reserve-state-entries]]

ステップ 15

大状態エントリ数の範囲は 0～
例： 4294967295です。オプションで、ポリ

シーマップに指定されるルート用に予apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
state-limit 100000 reserved
myReservedPolicy 40000

約する状態エントリの数を指定するこ

とができ、また、このVRFで許可され
る最大予約済み（*, G）と（S, G）エン
トリを指定できます。子の数は、許可
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目的コマンドまたはアクション

される最大状態数以下である必要があ

ります。範囲は 1～ 4294967295です。

PIM（*,G）状態のみを作成します（送
信元の状態を作成しない場合）。この

（任意） [no] ip pim
use-shared-tree-only group-list
policy-name

ステップ 16

ポリシーで、この機能を適用するグ

ループプレフィックスを定義します。例：

apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
use-shared-tree-only group-list
myGroup1

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 17

apic1(config-tenant-vrf)# exit

次のタスク

VRFの IGMPオプションを設定します。

レイヤ 3マルチキャストの VRFでの IGMPオプションの設定

始める前に

テナント VRFの PIMオプションを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するテナントを指定します。tenant tenant-name

例：

ステップ 2

apic1(config)# tenant exampleCorp

テナントと VRFを関連付けます。vrf context vrf-name

例：

ステップ 3

apic1(config-tenant)# vrf context vrf1

インターネットグループ管理プロトコ

ル（IGMP）を有効にします。
[no] ip igmp

例：

ステップ 4

apic1(config-tenant-vrf)# ip igmp
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目的コマンドまたはアクション

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

apic1(config-tenant-vrf)# exit

テナントインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始してブ

リッジドメインを設定します。

interface bridge-domain bd-name

例：

apic1(config-tenant)# interface
bridge-domain exampleCorp_bd1

ステップ 6

インターフェイスで IPマルチキャスト
ルーティングを有効にします。

[no] ip multicast

例：

ステップ 7

apic1(config-tenant-interface)# ip
multicast

Any Source Multicast（ASM）グループ
に関する IGMPv3レポートの送信元ア

[no] ip igmp allow-v3-asm

例：

ステップ 8

ドレスのフィルタリングを許可しま

す。
apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp allow-v3-asm

IP IGMPスヌーピングの高速脱退処理
を有効にします。この機能は、IGMPv2

[no] ip igmp fast-leave

例：

ステップ 9

プロトコルのホストレポート抑制メカ
apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp fast-leave ニズムのために明示的に追跡できない

IGMPv2ホストをサポートします。高
速脱退が有効になっている場合、IGMP
ソフトウェアは、各ポートに接続され

たホストが 1つだけであると見なしま
す。

IGMPv2のグループメンバーシップタ
イムアウトを設定します。値の範囲は

[no] ip igmp group-timeout seconds

例：

ステップ 10

3～ 65535秒です。デフォルト値は 260
秒です。

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp group-timeout 260

このインターフェイスに IGMPイン
ターフェイスポリシーを関連付けま

す。

[no] ip igmp inherit interface-policy
policy-name

例：

ステップ 11

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp inherit interface-policy
MyIfPolicy

1つ以上のマルチキャストグループを
インターフェイスに静的にバインドし

[no] ip igmp join-group route-map
route-map-name

例：

ステップ 12

ます。ルートマップポリシーは、グ

ループのプレフィクス、グループの範
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp join-group route-map MyGroupsRMap

囲、および送信元プレフィクスのリス

トを表示します。

ホストの Leaveメッセージを受信して
から、IGMPクエリーが送信される回

[no] ip igmp last-member-query-count
count

例：

ステップ 13

数を設定します。範囲は 1～ 5クエ
リーです。デフォルトは 2クエリーで
す。

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp last-member-query-count 2

メンバーシップレポートを送信してか

ら、ソフトウェアがグループステート

[no] ip igmp
last-member-query-response-time seconds

例：

ステップ 14

を解除するまでのクエリーインターバ

ルを設定します。値の範囲は 1～ 25秒
です。デフォルト値は 1秒です。

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp last-member-query-response-time
1

前クエリアがクエリーを停止してか

ら、自身がクエリアとして処理を引き

[no] ip igmp querier-timeout seconds

例：

ステップ 15

継ぐまで、ソフトウェアが待機する秒
apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp querier-timeout 255 数を設定します。指定できる範囲は 1

～ 65535秒です。デフォルト値は 255
秒です。

IGMPホストクエリーメッセージの送
信頻度を設定します。大きな値を設定

[no] ip igmp query-interval seconds

例：

ステップ 16

すると、ソフトウェアによる IGMPク
apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp query-interval 125 エリーの送信頻度が低くなるため、

ネットワーク上の IGMPメッセージ数
を調整できます。指定できる範囲は 1
～ 18000秒です。デフォルト値は 125
秒です。

IGMPクエリーでアドバタイズされる
応答時間を設定します。大きな値を設

[no] ip igmp query-max-response-time
seconds

例：

ステップ 17

定すると、ホストの応答時間が延長さ

れるため、ネットワークの IGMPメッapic1(config-tenant-interface)# ip
igmp query-max-response-time 10 セージのバースト性を調整できます。

この値は、クエリーインターバルより

も短く設定する必要があります。値の

範囲は 1～ 25秒です。デフォルトは
10秒です。

224.0.0.0/24に含まれるグループに対し
て、レポート送信をイネーブルにしま

[no] ip igmp report-link-local-groups

例：

ステップ 18

す。リンクローカルアドレスは、ロー
apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp report-link-local-groups カルネットワークプロトコルだけで使
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用されます。非リンクローカルグルー

プには、常にレポートが送信されま

す。デフォルトでは、リンクローカル

グループにレポートは送信されませ

ん。

ルートマップポリシーに基づく、IGMP
レポートのアクセスポリシーを設定し

ます。

[no] ip igmp report-policy policy-name

例：

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp report-policy MyReportPolicy

ステップ 19

輻輳ネットワーク上のパケット損失を

補うようにロバストネス変数を設定し

[no] ip igmp robustness-variable value

例：

ステップ 20

ます。ロバストネス値は、IGMPソフ
apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp robustness-variable 2 トウェアがメッセージ送信回数を確認

するために使用されます。ネットワー

クのパケット損失が多い場合は、この

値を大きくします。指定できる範囲は

1～ 7です。デフォルトは 2です。

インターフェイスに対して IGMPス
ヌーピングを有効にします。

[no] ip igmp snooping

例：

ステップ 21

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp snooping

ソフトウェアが IGMP Leaveレポート
を受信した場合に、IGMPクエリー

[no] ip igmp snooping fast-leave

例：

ステップ 22

メッセージを送信することなく、グ
apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp snooping fast-leave ループステートを解除できるようにし

ます。このパラメータは、IGMPv2ホ
ストに関して、各ポート上のホストが

1つしか存在しない場合に使用されま
す。

時間間隔を秒単位で設定します。この

時間が経過しても IGMPクエリーメッ
[no] ip igmp snooping
last-member-query-interval

例：

ステップ 23

セージにホストが 1つも応答しない場
合は、関連するポートからこのグルーapic1(config-tenant-interface)# ip

igmp snooping
last-member-query-interval 5

プが削除されます。値の範囲は 1～ 25
秒です。デフォルトは 5秒です。

IGMPスヌーピングポリシーとブリッ
ジドメインを関連付けます。

[no] ip igmp snooping policy policy-name

例：

ステップ 24

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp snooping policy MySnoopingPolicy
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IP IGMPスヌーピングクエリアを有効
にして、IPマルチキャストトラフィッ

[no] ip igmp snooping querier

例：

ステップ 25

クを受信するホストから IGMPレポー
apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp snooping querier トメッセージをトリガーする IGMPク

エリーを定期的に送信します。IGMP
スヌーピングはこれらの IGMPレポー
トを待ち受けて、適切な転送を確立し

ます。

マルチキャストトラフィックをルー

ティングする必要がないため、PIMを
[no] ip igmp snooping query-interval
seconds

例：

ステップ 26

イネーブルにしていない場合に、ス

ヌーピングクエリーインターバルを設apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp snooping query-interval 125 定します。指定できる範囲は1～18000

秒です。デフォルト値は 125秒です。

マルチキャストトラフィックをルー

ティングする必要がないためPIMを無
[no] ip igmp snooping
query-max-response-time seconds

例：

ステップ 27

効にしている場合に対して、クエリー

メッセージのスヌーピング最大応答時apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp snooping query-max-response-time
10

間を設定します。値の範囲は 1～ 25秒
です。デフォルトは 10秒です。

マルチキャストトラフィックをルー

ティングする必要がないため、PIMを
[no] ip igmp snooping
startup-query-count count

例：

ステップ 28

イネーブルにしていない場合に、起動

時に送信されるクエリー数に対してスapic1(config-tenant-interface)# ip
igmp snooping startup-query-count 5 ヌーピングを設定します。範囲は 1～

10クエリーです。デフォルトは 5クエ
リーです。

マルチキャストトラフィックをルー

ティングする必要がないため、PIMを
[no] ip igmp snooping
startup-query-interval seconds

例：

ステップ 29

イネーブルにしていない場合に、起動

時のスヌーピングクエリーインターバapic1(config-tenant-interface)# ip
igmp snooping startup-query-interval
15000

ルを設定します。指定できる範囲は 1
～18000秒です。デフォルト値は15000
秒です。

スタートアップクエリーインターバル

中に送信される起動時のクエリー数を

[no] ip igmp startup-query-count count

例：

ステップ 30

設定します。範囲は 1～ 10クエリーで
す。デフォルトは 2クエリーです。

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp startup-query-count 2
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ソフトウェアの起動時に使用されるク

エリーインターバルを設定します。デ

[no] ip igmp startup-query-interval
seconds

例：

ステップ 31

フォルトでは、ソフトウェアができる

だけ迅速にグループステートを確立でapic1(config-tenant-interface)# ip
igmp startup-query-interval 31 きるように、このインターバルはクエ

リーインターバルより短く設定されて

います。指定できる範囲は 1～ 18000
秒です。デフォルト値は 260秒です。
デフォルト値は 31秒です。

IGMPメンバーシップレポート（IGMP
加入）の結果として作成される mroute

[no] ip igmp state-limit max-states
[reserved route-map-name
[max-reserved-gsg-entries]]

ステップ 32

ステートの数に対するインターフェイ

例： スごとの制限を設定します。許可され

る状態の範囲は 1～ 4294967295です。apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp state-limit 100000 reserved
myReservedPolicy 40000

オプションで、ポリシーマップに指定

されるルート用に予約する状態エント

リの数を指定することができ、また、

インターフェイスで許可される最大予

約済み (*, G)と (S, G)エントリを指定
できます。予約済み状態の数は、許可

される最大状態数以下である必要があ

ります。範囲は 1～ 4294967295です。

マルチキャストグループを発信イン

ターフェイス（OIF）に静的にバイン
[no] ip igmp static-oif route-map
route-map-name

例：

ステップ 33

ドし、デバイスハードウェアで処理し

ます。ルートマップは、この機能を適apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp static-oif route-map MyOifMap 用するグループプレフィックスを定義

します。

インターフェイスの IGMPバージョン
番号を設定します。デフォルトのバー

ジョンは v2です。

[no] ip igmp version {v1 | v2 | v3}

例：

apic1(config-tenant-interface)# ip
igmp version v3

ステップ 34

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 35

apic1(config-tenant-interface)# exit

次のタスク

テナントに L3 Outを設定し、PIMを有効にしてリーフインターフェイスを設定します。
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レイヤ 3マルチキャストの L3 Outの設定

始める前に

•テナント VRFの PIMオプションを設定します。

•テナント VRFの IGMPを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するテナントを指定します。tenant tenant-name

例：

ステップ 2

apic1(config)# tenant exampleCorp

テナントにL3 Outのインターフェイス
を設定します。

l3out l3out-name

例：

ステップ 3

apic1(config-tenant)# l3out
exampleCorp_l3out

インターフェイスでPIMをイネーブル
にします。

ip pim

例：

ステップ 4

apic1(config-tenant-l3out)# ip pim

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

apic1(config-tenant-l3out)#

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 6

apic1(config-tenant)# exit

リーフコンフィギュレーションモード

を開始します。

leaf node-id

例：

ステップ 7

apic1(config)# leaf 101

設定するインターフェイスを指定しま

す。

interface ethernet slot/port

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf)# interface ethernet
1/3
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Any Source Multicast（ASM）グループ
に関する IGMPv3レポートの送信元ア

[no] ip igmp allow-v3-asm

例：

ステップ 9

ドレスのフィルタリングを許可しま

す。
apic1(config-leaf-if)# ip igmp
allow-v3-asm

IP IGMPスヌーピングの高速脱退処理
を有効にします。この機能は、IGMPv2

[no] ip igmp fast-leave

例：

ステップ 10

プロトコルのホストレポート抑制メカ
apic1(config-leaf-if)# ip igmp
fast-leave ニズムのために明示的に追跡できない

IGMPv2ホストをサポートします。高
速脱退が有効になっている場合、IGMP
ソフトウェアは、各ポートに接続され

たホストが 1つだけであると見なしま
す。

IGMPv2のグループメンバーシップタ
イムアウトを設定します。値の範囲は

[no] ip igmp group-timeout seconds

例：

ステップ 11

3～ 65535秒です。デフォルト値は 260
秒です。

apic1(config-leaf-if)# ip igmp
group-timeout 260

このインターフェイスに IGMPイン
ターフェイスポリシーを関連付けま

す。

[no] ip igmp inherit interface-policy
policy-name

例：

ステップ 12

apic1(config-leaf-if)# ip igmp inherit
interface-policy MyIfPolicy

1つ以上のマルチキャストグループを
インターフェイスに静的にバインドし

[no] ip igmp join-group route-map
route-map-name

例：

ステップ 13

ます。ルートマップポリシーは、グ

ループのプレフィクス、グループの範apic1(config-leaf-if)# ip igmp
join-group route-map MyGroupsRMap 囲、および送信元プレフィクスのリス

トを表示します。

ホストの Leaveメッセージを受信して
から、IGMPクエリーが送信される回

[no] ip igmp last-member-query-count
count

例：

ステップ 14

数を設定します。範囲は 1～ 5クエ
リーです。デフォルトは 2クエリーで
す。

apic1(config-leaf-if)# ip igmp
last-member-query-count 2

メンバーシップレポートを送信してか

ら、ソフトウェアがグループステート

[no] ip igmp
last-member-query-response-time seconds

例：

ステップ 15

を解除するまでのクエリーインターバ

ルを設定します。値の範囲は 1～ 25秒
です。デフォルト値は 1秒です。

apic1(config-leaf-if)# ip igmp
last-member-query-response-time 1
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前クエリアがクエリーを停止してか

ら、自身がクエリアとして処理を引き

[no] ip igmp querier-timeout seconds

例：

ステップ 16

継ぐまで、ソフトウェアが待機する秒
apic1(config-leaf-if)# ip igmp
querier-timeout 255 数を設定します。指定できる範囲は 1

～ 65535秒です。デフォルト値は 255
秒です。

IGMPホストクエリーメッセージの送
信頻度を設定します。大きな値を設定

[no] ip igmp query-interval seconds

例：

ステップ 17

すると、ソフトウェアによる IGMPク
apic1(config-leaf-if)# ip igmp
query-interval 125 エリーの送信頻度が低くなるため、

ネットワーク上の IGMPメッセージ数
を調整できます。指定できる範囲は 1
～ 18000秒です。デフォルト値は 125
秒です。

IGMPクエリーでアドバタイズされる
応答時間を設定します。大きな値を設

[no] ip igmp query-max-response-time
seconds

例：

ステップ 18

定すると、ホストの応答時間が延長さ

れるため、ネットワークの IGMPメッapic1(config-leaf-if)# ip igmp
query-max-response-time 10 セージのバースト性を調整できます。

この値は、クエリーインターバルより

も短く設定する必要があります。値の

範囲は 1～ 25秒です。デフォルトは
10秒です。

224.0.0.0/24に含まれるグループに対し
て、レポート送信をイネーブルにしま

[no] ip igmp report-link-local-groups

例：

ステップ 19

す。リンクローカルアドレスは、ロー
apic1(config-leaf-if)# ip igmp
report-link-local-groups カルネットワークプロトコルだけで使

用されます。非リンクローカルグルー

プには、常にレポートが送信されま

す。デフォルトでは、リンクローカル

グループにレポートは送信されませ

ん。

ルートマップポリシーに基づく、IGMP
レポートのアクセスポリシーを設定し

ます。

[no] ip igmp report-policy policy-name

例：

apic1(config-leaf-if)# ip igmp
report-policy MyReportPolicy

ステップ 20

輻輳ネットワーク上のパケット損失を

補うようにロバストネス変数を設定し

[no] ip igmp robustness-variable value

例：

ステップ 21

ます。ロバストネス値は、IGMPソフ
apic1(config-leaf-if)# ip igmp
robustness-variable 2 トウェアがメッセージ送信回数を確認
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するために使用されます。ネットワー

クのパケット損失が多い場合は、この

値を大きくします。指定できる範囲は

1～ 7です。デフォルトは 2です。

スタートアップクエリーインターバル

中に送信される起動時のクエリー数を

[no] ip igmp startup-query-count count

例：

ステップ 22

設定します。範囲は 1～ 10クエリーで
す。デフォルトは 2クエリーです。

apic1(config-leaf-if)# ip igmp
startup-query-count 2

ソフトウェアの起動時に使用されるク

エリーインターバルを設定します。デ

[no] ip igmp startup-query-interval
seconds

例：

ステップ 23

フォルトでは、ソフトウェアができる

だけ迅速にグループステートを確立でapic1(config-leaf-if)# ip igmp
startup-query-interval 31 きるように、このインターバルはクエ

リーインターバルより短く設定されて

います。指定できる範囲は 1～ 18000
秒です。デフォルト値は 260秒です。
デフォルト値は 31秒です。

IGMPメンバーシップレポート（IGMP
加入）の結果として作成される mroute

[no] ip igmp state-limit max-states
[reserved route-map-name
[max-reserved-gsg-entries]]

ステップ 24

ステートの数に対するインターフェイ

例： スごとの制限を設定します。許可され

る状態の範囲は 1～ 4294967295です。apic1(config-leaf-if)# ip igmp
state-limit 100000 reserved
myReservedPolicy 40000

オプションで、ポリシーマップに指定

されるルート用に予約する状態エント

リの数を指定することができ、また、

インターフェイスで許可される最大予

約済み (*, G)と (S, G)エントリを指定
できます。予約済み状態の数は、許可

される最大状態数以下である必要があ

ります。範囲は 1～ 4294967295です。

マルチキャストグループを発信イン

ターフェイス（OIF）に静的にバイン
[no] ip igmp static-oif route-map
route-map-name

例：

ステップ 25

ドし、デバイスハードウェアで処理し

ます。ルートマップは、この機能を適apic1(config-leaf-if)# ip igmp
static-oif route-map MyOifMap 用するグループプレフィックスを定義

します。

インターフェイスの IGMPバージョン
番号を設定します。デフォルトのバー

ジョンは v2です。

[no] ip igmp version {v1 | v2 | v3}

例：

apic1(config-leaf-if)# ip igmp version
v3

ステップ 26
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テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 27

apic1(config-leaf-if)# exit

例：レイヤ 3マルチキャストの設定

# CONFIGURE PIM OPTIONS ON A TENANT VRF

apic1# configure
apic1(config)# tenant exampleCorp
apic1(config-tenant)# vrf context exampleCorp_vrf1
apic1(config-tenant-vrf)# ip pim
apic1(config-tenant-vrf)# ip pim fast-convergence
apic1(config-tenant-vrf)# ip pim bsr forward

# ENABLE AND CONFIGURE IGMP ON THE TENANT VRF AND BRIDGE DOMAIN

apic1(config-tenant-vrf)# ip igmp
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# interface bridge-domain exampleCorp_bd
apic1(config-tenant-interface)# ip multicast
apic1(config-tenant-interface)# ip igmp allow-v3-asm
apic1(config-tenant-interface)# ip igmp fast-leave
apic1(config-tenant-interface)# exit

# CREATE AN L3OUT AND CONFIGURE PIM

apic1(config-tenant)# l3out exampleCorp_l3out
apic1(config-tenant-l3out)# ip pim
apic1(config-tenant-l3out)# exit
apic1(config-tenant)# exit

# CONFIGURE AN EXTERNAL INTERFACE AND CONFIGURE IGMP ON THE INTERFACE

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/125
apic1(config-leaf-if)# ip igmp fast-leave
apic1(config-leaf-if)# ip-igmp join-group

外部 L3 EPGの設定
外部 L3 EPGはテナント VRF下に分類されます。CLIで、外部 L3 EPGはテナントモードで定
義され、個々のノードに展開されます。VRFのすべてのノードではなく一部のノードに外部
L3 EPGを配置することができます。

外部 L3 EPGはそれぞれ複数のコントラクトのプロデューサまたはコンシューマになることが
でき、外部 L3 EPGにはそれぞれファブリック内のDSCPマーキングおよびキューイングプラ
イオリティに関する独自の QoSポリシーがあります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

テナントコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

tenant tenant-name

例：

ステップ 2

apic1(config)# tenant exampleCorp

外部 L3 EPGコンフィギュレーション
モードを開始します。

external-l3 epg epg-name

例：

ステップ 3

apic1(config-tenant)# external-l3 epg
epgExtern1

EPGを VRFに関連付けます。vrf member vrf-name

例：

ステップ 4

apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf
member v1

サブネットに一致するルールを作成し

ます。

match {ip | ipv6} ip-address/masklength

例：

ステップ 5

apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match
ip 192.0.20.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match
ipv6 2001::1/64

EPGの QoSレベルを指定します。set qos-class class

例：

ステップ 6

apic1(config-tenant-l3ext-epg)# set
qos-class level1

EPGの DSCP値を指定します。set dscp dscp-value

例：

ステップ 7

apic1(config-tenant-l3ext-epg)# set
dscp af31

EPGのコンシューマコントラクトを指
定します。

contract consumer contract-name

例：

ステップ 8

apic1(config-tenant-l3ext-epg)#
contract consumer cConsumer1

EPGのプロバイダーコントラクトを指
定します。

contract provider contract-name

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-tenant-l3ext-epg)#
contract provider cProvider1

EPGの拒否コントラクトを指定しま
す。

contract deny contract-name

例：

ステップ 10

apic1(config-tenant-l3ext-epg)#
contract deny cDeny1

exitステップ 11

例：

apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit

exitステップ 12

例：

apic1(config-tenant)# exit

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 13

apic1(config)# leaf 101

ノードのテナントVRFを設定します。vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name

ステップ 14

例：

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
exampleCorp vrf v1

VRFの外部レイヤ 3 EPGを関連付けま
す。

external-l3 epg epg-name

例：

ステップ 15

apic1(config-leaf-vrf)# external-l3
epg epgExtern1

例

次に、外部レイヤ 3 EPGを設定し、リーフに EPGを展開する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# tenant exampleCorp

# CONFIGURE EXTERNAL L3 EPG
apic1(config-tenant)# external-l3 epg epgExtern1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ip 192.0.20.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ipv6 2001::1/64
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# set qos-class level1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# set dscp af31
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract consumer cConsumer1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract provider cProvider1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract deny cDeny1
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apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit

# DEPLOY EXTERNAL L3 EPG ON A LEAF
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# external-l3 epg epgExtern1

名前付きモードを使用したレイヤ 3外部接続の設定

名前付き L3Outの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

テナントコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

tenant tenant-name

例：

ステップ 2

apic1(config)# tenant exampleCorp

テナントを VRFに関連付けます。vrf context vrf-name

例：

ステップ 3

apic1(config-tenant)# vrf context v1

名前付き L3Outを作成します。l3out l3out-name

例：

ステップ 4

apic1(config-tenant)# l3out out1

L3Outをテナント VRFと関連付けま
す。

vrf member vrf-name

例：

ステップ 5

apic1(config-tenant-l3out)# vrf member
v1

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 6

apic1(config-tenant-l3out)# exit

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 7

apic1(config-tenant)# exit
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目的コマンドまたはアクション

ノードleaf node-id

例：

ステップ 8

apic1(config)# leaf 101

ノードのテナントVRFを設定します。vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name l3out l3out-name

ステップ 9

例：

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
exampleCorp vrf v1 l3out out1

VRFで実行されているルーティングプ
ロトコルに対してルータ IDを割り当て
ます。

必須: [no] router-id ipv4-address

例：

apic1(config-leaf-vrf)# router-id
1.2.3.4

ステップ 10

VRFの静的ルートの情報を設定しま
す。

[no] {ip | ipv6} route ip-prefix/masklen
next-hop-address [preferred]

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf-vrf)# ip route
21.1.1.1/32 32.1.1.1
apic1(config-leaf-vrf)# ipv6 route
5001::1/128 6002::1

例

次に、テナントの下に名前付きL3Outを作成し、テナントVRFに割り当て、境界リー
フスイッチに導入する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# tenant exampleCorp
apic1(config-tenant)# vrf context v1
apic1(config-tenant)# l3out out1
apic1(config-tenant-l3out)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3out)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1 l3out out1
apic1(config-leaf-vrf)# router-id 1.2.3.4
apic1(config-leaf-vrf)# ip route 21.1.1.1/32 32.1.1.1

次のタスク

名前付き L3Outのレイヤ 3インターフェイスを設定します。
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名前付き L3Outのレイヤ 3インターフェイスの設定
この手順では、名前付き L3Outにレイヤ 3ポートインターフェイスを設定する方法を示しま
す。例では、名前付きL3OutにサブインターフェイスまたはSVIを設定する方法を示します。

• A given interface can be added to multiple L3Outs by providing multiple L3Out names after the l3out
keyword.

• An SVI can be configured using the switchport trunk allowed vlan command under any of the
following interface types:

• interface Ethernet

• interface port-channel

• interface vpc

始める前に

名前付き L3Outを作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

外部インターフェイスのポートを指定し

ます。

interface type

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# interface eth 1/20

インターフェイスをレイヤ 3インター
フェイスとして設定し、設定オプション

でレイヤ 3コマンドを公開します。

no switchport

例：

apic1(config-leaf-if)# no switchport

ステップ 4

テナント VRFにインターフェイスを接
続します。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name l3out l3out-name

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-if)# vrf member
tenant exampleCorp vrf v1 l3out out1
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスに IPアドレスを設定
します。指定されたアドレスは次のいず

れかとして宣言できます。

[no] {ip | ipv6} address ip-prefix/masklen
[eui64] [secondary] [preferred]

例：

ステップ 6

• preferred—インターフェイスから
トラフィックのデフォルト送信元ア

ドレス。

apic1(config-leaf-if)# ip address
10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address
2001::1/64 preferred

• secondary—インターフェイスのセ
カンダリアドレス。

With the optional eui64 keyword, the host
can assign itself a 64-bit Extended Unique
Identifier (EUI).

In this mode, you can also configure ipv6
link-local, mac address, mtu, and other
layer 3 properties on the interface.

例

次に、名前付き L3Outにレイヤ 3ポートを割り当てる例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface eth 1/20
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1 l3out out1
apic1(config-leaf-if)# ip address 10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address 2001::1/64 preferred

次に、名前付き L3Outにレイヤ 3サブインターフェイスを割り当てる例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface eth 1/5
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member d1
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/5.1000
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1 l3out out1
apic1(config-leaf-if)# ip address 10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address 2001::1/64 preferred

次に、名前付き L3Outにレイヤ 3 SVIを割り当てる例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface vlan 200
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
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apic1(config-leaf-if)# ip address 10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/4
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member d1
apic1(config-leaf-if)# switchport trunk allowed vlan 200 tenant t1 external-svi l3out
out1

名前付き L3Outのルートマップの設定
•ルートマップはリーフ、VRFモードで設定します。

•次のルートマップは、すべての名前付き L3Outに対して作成されます。

•エクスポート：L3Outで有効なルーティングプロトコルからアドバタイズされるルー
トのルートマップ。By default, no routes are exported out until you explicitly enable them in
the route-map through one or more of match bridge-domain, match prefix-list and match
community-list statements.

•インポート：L3Outのルーティングプロトコルにインポートされるルートのルート
マップ。デフォルトでは、すべてのルートがインポートされます。You can control
specific routes to be imported by using one or morematch prefix-list ormatch community-list
statements.

•共有：ルートと、この VRFからコントラクトの関連付けがあるその他の VRFへの
ルートをリークするために使用されるコントラクトプロバイダー/コンシューマポリ
シーを含むルートマップ。

These route-maps are created when you associate a leaf to the L3Out through the vrf context tenant
tenant-name vrf vrf-name l3out l3out-name command.

•名前付きL3Out下のルートマップのスコープは常にグローバルであり、名前付きL3Outが
展開されているすべてのノードに適用できます。

• All commands under the route-map (such as match prefix-list,match community-list, match
bridge-domain) are the same as the route-map configuration for the Basic Mode discussed in the
previous sections.

始める前に

名前付き L3Outを作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure
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目的コマンドまたはアクション

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

ノードのテナントVRFを設定します。[no] vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name l3out l3out-name

ステップ 3

例：

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
exampleCorp vrf v1 l3out out1

ルートマップを作成し、ルートマップ

コンフィギュレーションを開始しま

必須: [no] route-map name

例：

ステップ 4

す。これがインポートルートマップに

なります。
apic1(config-leaf-vrf)# route-map
out1_in

ルートマップにプレフィックスリスト

を作成します。

必須: [no] ip prefix-list list-name permit
prefix/masklen [le {32 | 128}]

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip
prefix-list p1 permit 15.1.1.0/24

作成済みのプレフィックスリストと照

合し、一致モードを開始して、プレ

必須: [no] match prefix-list list-name

例：

ステップ 6

フィックスリストのルート制御プロ

ファイルを設定します。
apic1(config-leaf-vrf-route-map)#
match prefix-list p1

ルートマップコンフィギュレーション

モードに戻ります。

必須: exit

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
exit

リーフ VRFコンフィギュレーション
モードに戻ります。

必須: exit

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit

ルートマップを作成し、ルートマップ

コンフィギュレーションを開始しま

必須: [no] route-map name

例：

ステップ 9

す。これがエクスポートルートマップ

になります。
apic1(config-leaf-vrf)# route-map
out1_out

ルートマップにプレフィックスリスト

を作成します。

必須: [no] ip prefix-list list-name permit
prefix/masklen [le {32 | 128}]

例：

ステップ 10

レイヤ 3外部接続の設定
121

レイヤ 3外部接続の設定

名前付き L3Outのルートマップの設定



目的コマンドまたはアクション

apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip
prefix-list p2 permit 16.1.1.0/24

作成済みのプレフィックスリストと照

合し、一致モードを開始して、プレ

必須: [no] match prefix-list list-name

例：

ステップ 11

フィックスリストのルート制御プロ

ファイルを設定します。
apic1(config-leaf-vrf-route-map)#
match prefix-list p2

タグ値を設定します。nameパラメータ
は符号なし整数です。

必須: set tag name

例：

ステップ 12

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
set tag 100

ルートマップコンフィギュレーション

モードに戻ります。

必須: exit

例：

ステップ 13

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
exit

プロトコルによってパブリックサブ

ネットをエクスポートするため、ブ

リッジドメインと照合します。

必須: [no]match bridge-domain list-name

例：

apic1(config-leaf-vrf-route-map)#
match bridge-domain bd1

ステップ 14

ルートマップコンフィギュレーション

モードに戻ります。

必須: exit

例：

ステップ 15

apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
exit

ルートマップを作成し、ルートマップ

コンフィギュレーションを開始しま

必須: [no] route-map name

例：

ステップ 16

す。これが共有ルートマップになりま

す。
apic1(config-leaf-vrf)# route-map
out1_shared

ルートマップにプレフィックスリスト

を作成します。

必須: [no] ip prefix-list list-name permit
prefix/masklen [le {32 | 128}]

例：

ステップ 17

apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip
prefix-list p3 permit 16.10.1.0/24

作成済みのプレフィックスリストと照

合し、一致モードを開始して、プレ

必須: [no] match prefix-list list-name

例：

ステップ 18

フィックスリストのルート制御プロ

ファイルを設定します。
apic1(config-leaf-vrf-route-map)#
match prefix-list p3
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目的コマンドまたはアクション

このVRFから（このプレフィックスリ
ストと一致する）ルートをリークする

必須: contract provider name

例：

ステップ 19

ために必要なコントラクトを追加しま

す。
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)#
contract provider default

例

次に、名前付き L3Outのルートマップを設定する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant exampleCorp vrf v1 l3out out1

# CREATE IMPORT ROUTE-MAP
apic1(config-leaf-vrf)# route-map out1_in
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip prefix-list p1 permit 15.1.1.0/24
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match prefix-list p1
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit

# CREATE EXPORT ROUTE-MAP
apic1(config-leaf-vrf)# route-map out1_out
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip prefix-list p2 permit 16.1.1.0/24
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match prefix-list p2
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# set tag 100
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match bridge-domain bd1
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit

# CREATE SHARED ROUTE-MAP
apic1(config-leaf-vrf)# route-map out1_shared
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# ip prefix-list p3 permit 16.10.1.0/24
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match prefix-list p3
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# contract provider default

名前付き L3Outのルーティングプロトコルの設定

名前付き L3Outの BGPの設定
• All commands under the BGP neighbor with the exception of route-map are identical to those in the

Basic Mode of L3Out configuration. BGPテンプレート設定およびテンプレートの継承は、基
本モードと同じです。

• L3Out設定の名前付きモードでは、route-mapはL3Outレベルで適用されます。L3Outとネ
イバーを関連付けることにより、route-mapは L3Outのプロトコルに自動的に適用されま
す。したがって、route-mapオプションは適用できず、BGPネイバーでは使用できません。
同じ理由で、route-mapオプションはOSPFエリアで使用できず、distribute-list EIGRPオプ
ションはインターフェイスで使用できません。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

BGPポリシー設定を入力します。router bgp asn-number

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# router bgp 100

後続のポリシー設定モードコマンドと

関連付ける VRFインスタンスを指定し
ます。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 4

apic1(config-bgp)# vrf member tenant
exampleCorp vrf v100

ネイバーの IPアドレスを指定します。neighbor ip-address[/masklength] l3out
l3out-name

ステップ 5

例：

apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor
192.0.2.229 l3out out1

ネイバーの自律システム番号を指定しま

す。

remote-as asn

例：

ステップ 6

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
remote-as 300

指定できる数は 1～ 10です。デフォル
トは 3です。

allow-self-as-count count

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
allow-self-as-count 5

BGPパケットの送信元 IPを、ループ
バック、物理、サブインターフェイス、

update-source ethernet interface-range

例：

ステップ 8

または SVIインターフェイスのいずれ
かに更新します。

apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)#
update-source ethernet 1/3

例

次に、名前付き L3Outの BGPルーティングプロトコルを設定する例を示します。
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apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-bgp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 192.0.2.229 l3out out1
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# remote-as 300
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# allow-self-as-count 5
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# update-source ethernet 1/3

名前付き L3Outの OSPFの設定
All commands under the router ospf default command, with the exception of area area-id route-map
map-name out , are identical to those in the Basic Mode of L3Out configuration.インターフェイス下
の OSPFコマンドおよび OSPFテンプレート継承コマンドも、基本モードと同じです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

OSPFルーティングプロセスを作成し、
OSPFポリシー設定を開始します。

router ospf default

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# router ospf
default

OSPFセッションで VRFを有効にしま
す。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 4

apic1(config-leaf-ospf)# vrf member
tenant exampleCorp vrf v100

L3Outで OSPFを有効にします。areaエリア id l3out l3out:名前

例：

ステップ 5

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area
0.0.0.1 l3out out1

OSPFが BGPの接続プロトコルとして
使用される場合、OSPFは BGPセッ

area area-id loopback loopback-address

例：

ステップ 6

ションの送信元として使用されるルー
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area
0.0.0.1 loopback 192.0.20.11 プバックアドレスをアドバタイズしま
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目的コマンドまたはアクション

す。ループバック IDではなくループ
バック IPアドレスが使用されることに
注意してください。この場合、OSPF
に依存している BGPセッションは
update-sourceコマンドで同じループバッ
ク IPアドレスを使用します。

Not-So-Stubby Area（NSSA）を定義し
ます。

area area-id nssa [no-redistribution]
[default-information-originate]

例：

ステップ 7

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area
0.0.0.1 nssa

OSPFコンフィギュレーションモード
に戻ります。

exit

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

ステップ 9

apic1(config-leaf-ospf)# exit

外部インターフェイスのポートを指定

します。

interface type

例：

ステップ 10

apic1(config-leaf)# interface eth 1/20

インターフェイスにVLANドメインを
割り当てます。The VLAN domain must

vlan-domain member domain-name

例：

ステップ 11

have already been created using the
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain
member dom1 vlan-domain command in the global

configuration mode.

インターフェイスをレイヤ 3インター
フェイスとして設定し、設定オプショ

ンでレイヤ 3コマンドを公開します。

no switchport

例：

apic1(config-leaf-if)# no switchport

ステップ 12

テナントVRFにインターフェイスを接
続します。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name l3out l3out-name

例：

ステップ 13

apic1(config-leaf-if)# vrf member
tenant exampleCorp vrf v1 l3out out1

インターフェイスに IPアドレスを設定
します。指定されたアドレスは次のい

ずれかとして宣言できます。

[no] {ip | ipv6} address ip-prefix/masklen
[eui64] [secondary] [preferred]

例：

ステップ 14
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-leaf-if)# ip address
• preferred—インターフェイスから
トラフィックのデフォルト送信元

アドレス。
10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address
2001::1/64 preferred

• secondary—インターフェイスのセ
カンダリアドレス。

With the optional eui64 keyword, the host
can assign itself a 64-bit Extended Unique
Identifier (EUI).

In this mode, you can also configure ipv6
link-local, mac address, mtu, and other
layer 3 properties on the interface.

OSPFルーティングプロセスを作成し、
OSPFポリシー設定を開始します。

{ip | ipv6} router ospf default area area-id

例：

ステップ 15

apic1(config-leaf-if)# ip router ospf
default area 0.0.0.1

例

次に、名前付き L3Outの OSPFルーティングプロトコルを設定する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.1 l3out out1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.1 loopback 192.0.20.11
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.1 nssa
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)# interface eth 1/20
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1 l3out out1
apic1(config-leaf-if)# ip address 10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ip router ospf default area 0.0.0.1

名前付き L3Outの EIGRPの設定
All EIGRP commands under vrf mode and interface mode, with the exception of ip distribute-list, are
identical to those in the Basic Mode of L3Out configuration. This includes the EIGRP template and
inherit commands. The ip distribute-list commands are not applicable to the Named Mode of L3Out
configuration, as the route-maps are defined at the L3Out level and by associating an interface with the
L3Out, the route-map distribute-list is automatically associated. For this reason, ip distribute-list is not
available in the CLI as a option.
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

設定するリーフを指定します。leaf node-id

例：

ステップ 2

apic1(config)# leaf 101

EIGRPポリシー設定を入力します。router eigrp default

例：

ステップ 3

apic1(config-leaf)# router eigrp
default

後続のコンフィギュレーションモード

コマンドと関連付けるVRFインスタン
スを指定します。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

例：

ステップ 4

apic1(config-eigrp)# vrf member tenant
exampleCorp vrf v100

EIGRPの自律システム設定を入力しま
す。

autonomous-systemasn l3out l3out:名前

例：

ステップ 5

apic1(config-eigrp-vrf)#
autonomous-system 500 l3out out1

EIGRPコンフィギュレーションモード
に戻ります。

exit

例：

ステップ 6

apic1(config-eigrp-vrf)# exit

リーフコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

ステップ 7

apic1(config-eigrp)# exit

外部インターフェイスのポートを指定

します。

interface type

例：

ステップ 8

apic1(config-leaf)# interface eth 1/5

インターフェイスにVLANドメインを
割り当てます。The VLAN domain must

vlan-domain member domain-name

例：

ステップ 9

have already been created using the
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain
member dom1 vlan-domain command in the global

configuration mode.
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスをレイヤ 3インター
フェイスとして設定し、設定オプショ

ンでレイヤ 3コマンドを公開します。

no switchport

例：

apic1(config-leaf-if)# no switchport

ステップ 10

テナントVRFにインターフェイスを接
続します。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name l3out l3out-name

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf-if)# vrf member
tenant exampleCorp vrf v1 l3out out1

インターフェイスに IPアドレスを設定
します。指定されたアドレスは次のい

ずれかとして宣言できます。

[no] {ip | ipv6} address ip-prefix/masklen
[eui64] [secondary] [preferred]

例：

ステップ 12

• preferred—インターフェイスから
トラフィックのデフォルト送信元

アドレス。

apic1(config-leaf-if)# ip address
10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ipv6 address
2001::1/64 preferred

• secondary—インターフェイスのセ
カンダリアドレス。

With the optional eui64 keyword, the host
can assign itself a 64-bit Extended Unique
Identifier (EUI).

In this mode, you can also configure ipv6
link-local, mac address, mtu, and other
layer 3 properties on the interface.

EIGRPポリシーをデフォルトに設定し
ます。

{ip | ipv6} router eigrp default

例：

ステップ 13

apic1(config-leaf-if)# ip router eigrp
default

例

次に、名前付き L3Outの EIGRPルーティングプロトコルを設定する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router eigrp default
apic1(config-eigrp)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1
apic1(config-eigrp-vrf)# autonomous-system 500 l3out out1
apic1(config-eigrp-vrf)# exit
apic1(config-eigrp)# exit
apic1(config-leaf)# interface eth 1/5
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
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apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant exampleCorp vrf v1 l3out out1
apic1(config-leaf-if)# ip address 10.1.1.1/24
apic1(config-leaf-if)# ip router eigrp default

名前付き L3Outの外部 L3 EPGの設定
外部 L3 EPGはテナント VRF下に分類されます。

All commands under the config-tenant-l3ext-epg mode are identical to those in the Basic Mode of L3Out
configuration with the following differences:

• VRFは自動的に EPGと関連付けられます。L3Outは VRFに関連付けられ、EPGは L3Out
に関連付けられます。

• The external-l3 epg command is not available under the leaf vrf context tenant tenant-name vrf
vrf-name l3out l3out-name command, as this configuration is not applicable for Named L3Outs. The
external-l3 epg is automatically deployed on the leaf, when the external-l3 epg is created within a
named L3Out and a leaf is associated with the same L3Out through the vrf context tenant tenant-name
vrf vrf-name l3out l3out-name command.

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

テナントコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

tenant tenant-name

例：

ステップ 2

apic1(config)# tenant exampleCorp

外部 L3 EPGコンフィギュレーション
モードを開始します。

external-l3 epg epg: l3out名前l3out

例：

ステップ 3

apic1(config-tenant)# external-l3 epg
epg1 l3out out1

サブネットに一致するルールを作成しま

す。

match {ip | ipv6} ip-address/masklength

例：

ステップ 4

apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match
ip 192.0.20.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match
ipv6 2001::1/64

EPGのコンシューマコントラクトを指
定します。

contract consumer contract-name

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-tenant-l3ext-epg)#
contract consumer cConsumer1

EPGのプロバイダーコントラクトを指
定します。

contract provider contract-name

例：

ステップ 6

apic1(config-tenant-l3ext-epg)#
contract provider cProvider1

例

次に、名前付き L3Outに外部レイヤ 3 EPGを設定する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# tenant exampleCorp
apic1(config-tenant)# external-l3 epg epg1 l3out out1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ip 192.0.20.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ipv6 2001::1/64
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract consumer cConsumer1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract provider cProvider1

IPv6ネイバー探索

ネイバー探索

IPv6ネイバー探索（ND）は、ノードのアドレスの自動設定、リンク上の他のノードの探索、
他のノードのリンク層アドレスの判別、重複アドレスの検出、使用可能なルータと DNSサー
バの検出、アドレスプレフィックスの探索、および他のアクティブなネイバーノードへのパ

スに関する到達可能性情報の維持を担当します。

ND固有のネイバー要求/ネイバーアドバタイズメント（NS/NA）およびルータ要求/ルータア
ドバタイズメント（RS/RA）パケットタイプは、物理、層3サブインターフェイス、および
SVI（外部およびパーベイシブ）を含むすべての ACIファブリックのレイヤ 3インターフェイ
スでサポートされます。APICリリース 3.1(1x)まで、RS/RAパケットはすべてのレイヤ 3イン
ターフェイスの自動設定のために使用されますが、拡散型 SVIの設定のみ可能です。

APICリリース3.1(2x)より、RS/RAパケットは自動設定のため使用され、ルーテッドインター
フェイス、レイヤ 3サブインターフェイス、SVI（外部および拡散）を含むレイヤ 3インター
フェイスで設定できます。

ACIのブリッジドメイン NDは常にフラッドモードで動作します。ユニキャストモードはサ
ポートされません。

ACIファブリック NDサポートに含まれるもの：
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•インターフェイスポリシー（nd:IfPol）は、NS/NAメッセージに関する NDタイマーと
動作を制御します。

• NDプレフィックスポリシー（nd:PfxPol）コントロール RAメッセージ。

• NDの IPv6サブネット（fv:Subnet）の設定。

•外部ネットワークの NDインターフェイスポリシー。

•外部ネットワークの設定可能 NDサブネットおよびパーベイシブブリッジドメインの任
意サブネット設定はサポートされません。

設定可能なオプションは次のとおりです。

•隣接関係

•設定可能な静的 Adjacencies：（<vrf、L3Iface＜ipv6 address> --> mac address）

•動的 Adjacencies：NS/NAパケットの交換経由で学習

•インターフェイス単位

• NDパケットの制御（NS/NA）

•ネイバー要求間隔

•ネイバー要求再試行回数

• RAパケットの制御

• RAの抑制

• RA MTUの抑制

• RA間隔、RA最小間隔、再送信時間

•プレフィックス単位（RAでアドバタイズ）の制御

•ライフタイム、優先ライフタイム

•プレフィックスコントロール（自動設定、リンク上）

•ネイバー検索重複アドレスの検出（DAD）
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NX-OSスタイル CLIを使用したブリッジドメイン上の IPv6ネイバー検
索によるテナント、VRF、ブリッジドメインの設定

手順

ステップ 1 IPv6ネイバー検索インターフェイスポリシーを設定し、ブリッジドメインに割り当てます。

a) IPv6ネイバー検索インターフェイスポリシーを作成します。

例：

apic1(config)# tenant ExampleCorp
apic1(config-tenant)# template ipv6 nd policy NDPol001
apic1(config-tenant-template-ipv6-nd)# ipv6 nd mtu 1500

b) VRFおよびブリッジドメインを作成します:

例：

apic1(config-tenant)# vrf context pvn1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# bridge-domain bd1
apic1(config-tenant-bd)# vrf member pvn1
apic1(config-tenant-bd)# exit

c) IPv6ネイバー検索ポリシーをブリッジドメインに割り当てます。

例：

apic1(config-tenant)# interface bridge-domain bd1
apic1(config-tenant-interface)# ipv6 nd policy NDPol001
apic1(config-tenant-interface)#exit

ステップ 2 サブネット上で IPV6ブリッジドメインサブネットおよびネイバー検索プレフィックスポリ
シーを作成します。

例：

apic1(config-tenant)# interface bridge-domain bd1
apic1(config-tenant-interface)# ipv6 address 34::1/64
apic1(config-tenant-interface)# ipv6 address 33::1/64
apic1(config-tenant-interface)# ipv6 nd prefix 34::1/64 1000 1000
apic1(config-tenant-interface)# ipv6 nd prefix 33::1/64 4294967295 4294967295

注意事項と制約事項

次のガイドラインと制限事項に適用ネイバー探索ルータアドバタイズメント (ND RA)のプレ
フィックスのレイヤ 3インターフェイス。
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• NDRA設定は、IPv6プレフィクスにのみ適用されます。IPv4プレフィクスでNDポリシー
を設定しようとするは適用に失敗します。

NX-OSスタイル CLIを使用したレイヤ 3インターフェイス上の RAによ
る IPv6ネイバー探索インターフェイスポリシーの設定

この例では、IPv6ネイバー検索インターフェイスポリシーを設定し、レイヤ 3インターフェ
イスに割り当てます。次に、IPv6レイヤ3アウトインターフェイス、ネイバー検索プレフィッ
クスポリシーを設定し、インターフェイスにネイバー検索ポリシーを関連付けます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

テナントを作成し、テナントモードを

開始します。

tenant tenant_name

例：

ステップ 2

apic1(config)# tenant ExampleCorp
apic1(config-tenant)#

IPv6 NDポリシーを作成します。template ipv6 nd policy policy_name

例：

ステップ 3

apic1(config-tenant)# template ipv6
nd policy NDPol001

IPv6 NDポリシーにMTU値を割り当て
ます。

ipv6 nd mtu mtu value

例：

ステップ 4

apic1(config-tenant-template-ipv6-nd)#
ipv6 nd mtu 1500
apic1(config-tenant-template-ipv6)#
exit
apic1(config-tenant-template)# exit
apic1(config-tenant)#

VRFを作成します。vrf context VRF_name

例：

ステップ 5

apic1(config-tenant)# vrf context pvn1
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-tenant-vrf)# exit

レイヤ 3アウトを作成します。l3out VRF_name

例：

ステップ 6

apic1(config-tenant)# l3out
l3extOut001

VRFをレイヤ 3アウトインターフェイ
スに関連付けます。

vrf member VRF_name

例：

ステップ 7

apic1(config-tenant-l3out)# vrf member
pvn1
apic1(config-tenant-l3out)# exit

レイヤ 3アウトおよび VRFをレイヤ 3
インターフェイスに割り当てます。

external-l3 epg instp l3out l3extOut001

例：

ステップ 8

apic1(config-tenant)# external-l3 epg
instp l3out l3extOut001
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf
member pvn1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit

リーフスイッチモードを開始します。leaf 2011

例：

ステップ 9

apic1(config)# leaf 2011

VRFをリーフスイッチに関連付けま
す。

vrf context tenant ExampleCorp vrf pvn1
l3out l3extOut001

例：

ステップ 10

apic1(config-leaf)# vrf context tenant
ExampleCorp vrf pvn1 l3out
l3extOut001

apic1(config-leaf-vrf)# exit

インターフェイスモードに入ります。int eth 1/1

例：

ステップ 11

apic1(config-leaf)# int eth 1/1
apic1(config-leaf-if)#
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスで関連付けられてい

るテナント、VRF、レイヤ 3 Outを指
定します。

vrfmember tenantExampleCorp vrf pvn1
l3out l3extOut001

例：

ステップ 12

apic1(config-leaf-if)# vrf member
tenant ExampleCorp vrf pvn1 l3out
l3extOut001

プライマリまたは優先 Ipv6アドレスを
指定します。

ipv6 address 2001:20:21:22::2/64
preferred

例：

ステップ 13

apic1(config-leaf-if)# ipv6 address
2001:20:21:22::2/64 preferred

レイヤ 3インターフェイス下で IPv6
NDプレフィックスポリシーを設定し
ます。

ipv6 nd prefix 2001:20:21:22::2/64 1000
1000

例：

ステップ 14

apic1(config-leaf-if)# ipv6 nd prefix
2001:20:21:22::2/64 1000 1000

レイヤ 3インターフェイス下で NDポ
リシーを設定します。

inherit ipv6 nd NDPol001

例：

ステップ 15

apic1(config-leaf-if)# inherit ipv6
nd NDPol001
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# exit

設定が完了します。

『Configuring HSRP』

NX-OSスタイル CLIでの Cisco APICを使用してインラインパラメータ
で HSRPの設定

リーフスイッチが設定されている場合、HSRPが有効になっています。
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始める前に

•テナントと VRFが設定されています。

• VLANプールは、適切な VLAN範囲が定義され、レイヤ 3ドメインが作成されて VLAN
プールに接続されている状態で設定される必要があります。

•エンティティプロファイルの接続も、レイヤ3ドメインに関連付けられている必要があり
ます。

•リーフスイッチのインターフェイスプロファイルは必要に応じて設定する必要がありま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

インラインパラメータを作成すること

により、HSRPを設定します。
ステップ 2

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet
1/17
apic1(config-leaf-if)# hsrp version 1
apic1(config-leaf-if)# hsrp use-bia
apic1(config-leaf-if)# hsrp delay
minimum 30
apic1(config-leaf-if)# hsrp delay
reload 30
apic1(config-leaf-if)# hsrp 10 ipv4
apic1(config-if-hsrp)# ip 182.16.1.2
apic1(config-if-hsrp)# ip 182.16.1.3
secondary
apic1(config-if-hsrp)# ip 182.16.1.4
secondary
apic1(config-if-hsrp)# mac-address
5000.1000.1060
apic1(config-if-hsrp)# timers 5 18
apic1(config-if-hsrp)# priority 100
apic1(config-if-hsrp)# preempt
apic1(config-if-hsrp)# preempt delay
minimum 60
apic1(config-if-hsrp)# preempt delay
reload 60
apic1(config-if-hsrp)# preempt delay
sync 60
apic1(config-if-hsrp)# authentication
none
apic1(config-if-hsrp)# authentication
simple
apic1(config-if-hsrp)# authentication
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目的コマンドまたはアクション

md5
apic1(config-if-hsrp)#
authentication-key <mypassword>
apic1(config-if-hsrp)#
authentication-key-timeout <timeout>

NX-OSスタイル CLIのテンプレートとポリシーを使用した Cisco APIC
の HSRPの設定

リーフスイッチが設定されている場合、HSRPが有効になっています。

始める前に

•テナントと VRFが設定されています。

• VLANプールは、適切な VLAN範囲が定義され、レイヤ 3ドメインが作成されて VLAN
プールに接続されている状態で設定される必要があります。

•エンティティプロファイルの接続も、レイヤ3ドメインに関連付けられている必要があり
ます。

•リーフスイッチのインターフェイスプロファイルは必要に応じて設定する必要がありま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

HSRPポリシーテンプレートを設定しま
す。

ステップ 2

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template hsrp
interface-policy hsrp-intfPol1 tenant
t9
apic1(config-template-hsrp-if-pol)#
hsrp use-bia
apic1(config-template-hsrp-if-pol)#
hsrp delay minimum 30
apic1(config-template-hsrp-if-pol)#
hsrp delay reload 30

レイヤ 3外部接続の設定
138

レイヤ 3外部接続の設定

NX-OSスタイル CLIのテンプレートとポリシーを使用した Cisco APICの HSRPの設定



目的コマンドまたはアクション

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template hsrp
group-policy hsrp-groupPol1 tenant t9
apic1(config-template-hsrp-group-pol)#
timers 5 18
apic1(config-template-hsrp-group-pol)#
priority 100
apic1(config-template-hsrp-group-pol)#
preempt
apic1(config-template-hsrp-group-pol)#
preempt delay minimum 60
apic1(config-template-hsrp-group-pol)#
preempt delay reload 60
apic1(config-template-hsrp-group-pol)#
preempt delay sync 60

設定されているポリシーテンプレート

を使用します。

ステップ 3

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet
1/17
apic1(config-leaf-if)# hsrp version 1
apic1(config-leaf-if)# inherit hsrp
interface-policy hsrp-intfPol1
apic1(config-leaf-if)# hsrp 10 ipv4
apic1(config-if-hsrp)# ip 182.16.1.2
apic1(config-if-hsrp)# ip 182.16.1.3
secondary
apic1(config-if-hsrp)# ip 182.16.1.4
secondary
apic1(config-if-hsrp)# mac-address
5000.1000.1060
apic1(config-if-hsrp)# inherit hsrp
group-policy hsrp-groupPol1

Cisco ACI GOLF

Cisco ACI GOLF
Cisco ACI GOLF機能 (ファブリックWANのレイヤ 3 EVPNサービス機能とも呼ばれる)では、
より効率的かつスケーラブルな ACIファブリックWAN接続が可能になります。スパインス
イッチに接続されているWANに OSPF経由で BGP EVPNプロトコルが使用されます。
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図 9 : Cisco ACI GOLFのトポロジ

すべてのテナントWAN接続が、WANルータが接続されたスパインスイッチ上で単一のセッ
ションを使用します。データセンター相互接続ゲートウェイ（DCIG）へのテナントBGPセッ
ションのこの集約では、テナント BGPセッションの数と、それらすべてに必要な設定の量を
低減することによって、コントロールプレーンのスケールが向上します。ネットワークは、ス

パインファブリックポートに設定されたレイヤ 3サブインターフェイスを使用して拡張され
ます。GOLFを使用した、共有サービスを伴うトランジットルーティングはサポートされてい
ません。

スパインスイッチでのGOLF物理接続のためのレイヤ 3外部外側ネットワーク (L3extOut)は、
infraテナントの下で指定され、次のものを含みます:

• LNodeP (infraテナントの L3Outでは、l3extInstPは必要ありません)。

• infraテナントの GOLF用の L3extOutのプロバイダラベル。

• OSPFプロトコルポリシー

• BGPプロトコルポリシー

すべての通常テナントが、上記で定義した物理接続を使用します。通常のテナントで定義した

L3extOutでは、次が必要です:
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•サブネットとコントラクトを持つ l3extInstP (EPG)。サブネットの範囲を使用して、ルー
ト制御ポリシーとセキュリティポリシーのインポートまたはエクスポートを制御します。

ブリッジドメインサブネットは外部的にアドバタイズするように設定される必要があり、

アプリケーション EPGおよび GOLF L3Out EPGと同じ VRFに存在する必要があります。

•アプリケーション EPGと GOLF L3Out EPGの間の通信は、(契約優先グループではなく)
明示的な契約によって制御されます。

• l3extConsLblコンシューマラベル。これは infraテナントのGOLF用の L3Outの同じプロ

バイダラベルと一致している必要があります。ラベルを一致させることにより、他のテナ

ント内のアプリケーション EPGが LNodeP外部 L3Out EPGを利用することが可能になりま
す。

• infraテナント内のマッチングプロバイダ L3extOutの BGP EVPNセッションは、この
L3Outで定義されたテナントルートをアドバタイズします。

次に示す GOLFのガイドラインおよび制限事項に従ってください。

•すべての Cisco Nexus 9000シリーズ ACIモードのスイッチと、すべての Cisco Nexus 9500
プラットフォーム ACIモードスイッチラインカードおよびファブリックモジュールが
GOLFをサポートします。Cisco APIC、リリース 3.1(x)以降では、これに N9K-C9364Cス
イッチが含まれます。

•現時点では、ファブリック全体のスパインスイッチインターフェイスに展開できるのは、
単一の GOLFプロバイダポリシーだけです。

• APICリリース 2.0(2)までは、 GOLFはマルチポッドでサポートされていません。リリー
ス 2.0 (2)では、同じファブリックでの 2つの機能を、スイッチ名の末尾に「EX」のない
Cisco Nexus N9000Kスイッチ上でのみサポートしています。たとえばN9K-9312TXです。
2.1(1)リリース以降では、2つの機能を、マルチポッドおよび EVPNトポロジで使用され
ているすべてのスイッチでともに展開できるようになりました。

•スパインスイッチで GOLFを設定する場合、コントロールプレーンがコンバージするま
では、別のスパインスイッチで GOLFの設定を行わないでください。

•スパインスイッチは複数のプロバイダの GOLF外側ネットワーク (GOLF L3Outs)に追加
できますが、GOLF L3Outごとのプロバイダラベルは異なっている必要があります。ま
た、この例では、OSPFエリアもL3extOutごとに異なっていて、異なるループバックアド

レスを使用する必要があります。

• infraテナント内のマッチングプロバイダL3OutのBGP EVPNセッションは、このL3extOut

で定義されたテナントルートをアドバタイズします。

• 3つの GOLF Outsを展開する場合、1つだけが GOLF, and 0/0エクスポート集約のプロバ
イダ/コンシューマラベルを持っているなら、APICはすべてのルートをエクスポートしま
す。これは、テナントのリーフスイッチ上の既存の L3extOutと同じです。

•スパインスイッチとデータセンター相互接続（DCI）ルータ間に直接ピアリングがある場
合、リーフスイッチからASRへのトランジットルートには、リーフスイッチの PTEPと
して次のホップが存在することになります。この場合、その ACIポッドの TEP範囲に対
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して ASRの静的ルートを定義します。また、DCIが同じポッドにデュアルホーム接続さ
れている場合は、静的ルートの優先順位（管理距離）は、他のリンクを通じて受信する

ルートと同じである必要があります。

•デフォルトの bgpPeerPfxPol ポリシーは、ルートを 20,000に制限します。ACI WANイ
ンターコネクトピアの場合には、必要に応じてこれを増やしてください。

• 1つのスパインスイッチ上に 2つの L3extOutが存在し、そのうちの一方のプロバイダラ

ベルが prov1で DCI 1とピアリングしており、もう一方の L3extOutのプロバイダラベル

が prov2でDCI 2とピアリングしているという、展開シナリオを考えます。テナントVRF
に、プロバイダラベルのいずれか一方 (prov1またはprov2)をポイントしているコンシュー
マラベルがある場合、テナントルートは DCI 1と DCI 2の両方に送信されます。

• GOLF OpFlex Vrfを集約する場合、ACIファブリックまたはGOLF OpFlex VRFとシステム
内のその他の VRF間の GOLFデバイスでは、ルートのリーキングは発生しません。VRF
リーキングのためには、(GOLFルータではなく)外部デバイスを使用する必要がありま
す。

Cisco ACIは、IPフラグメンテーションをサポートしていません。したがって、外部ルータへ
のレイヤ 3 Outside（L3Out）接続、または Inter-Pod Network（IPN）を介したmultipod接続を設
定する場合は、MTUが両側で適切に設定されていることが重要です。ACI、Cisco NX-OS、
Cisco IOSなどの一部のプラットフォームでは、設定されたMTU値は IPヘッダーを考慮に入
れています（結果として、最大パケットサイズは、ACIで 9216バイト、NX-OSおよび IOSで
9000バイトに設定されます）。ただし、IOS XRなどの他のプラットフォームは、パケット
ヘッダーのを除くMTU値を設定します（結果として最大パケットサイズは 8986バイトにな
ります）。

各プラットフォームの適切なMTU値については、それぞれの設定ガイドを参照してください。

CLIベースのコマンドを使用してMTUをテストすることを強く推奨します。たとえば、Cisco
NX-OS CLIで ping 1.1.1.1 df-bit packet-size 9000 source-interface ethernet 1/1などの

コマンドを使用します。

（注）

NX-OSスタイルCLIを使用してCisco ACI GOLFサービスを設定する設定
タスク

次のタスクを実行して、NX-OSスタイル CLIで GOLFサービスを設定します（BGP EVPNプ
ロトコルを使用）。

• VLANドメイン、VRF、インターフェイス IPアドレッシング、OSPFを含む BGP EVPN
の内部テナントを設定します。

•スパインの BPGを設定して BGP EVPNをサポートします。

• BGP EVPNのテナントを設定します。
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•テナントのBGP EVPNルートターゲット、ルートマップ、プレフィックス EPGを設定し
ます。

• BGPアドレスファミリを設定して、host-rt-enableコマンドで DCIGに BGP EVPN type-2
（MAC-IP）ホストルートを配布することを有効にします。

スパインを設定し、NX-OSスタイル CLIを使用して、BGP EVPNのテナ
ントインフラ

このタスクを設定する方法を説明する、次の手順でVLANドメイン、VRF、インターフェイス
の IPアドレッシングを含む、BGP EVPNおよび OSPFのテナントインフラ。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureステップ 1

apic1# configure

Creates a VLAN domain.vlan-domain vlan-domain-name dynamicステップ 2
apic1(config)# vlan-domain evpn-dom
dynamic

Creates the spine or enters spine
configuration mode.

spine spine-nameステップ 3

apic1(config)# spine 111

テナントに、VRFを関連付けます。vrf context tenanttenant-name vrf
vrf-name

ステップ 4

apic1(config-spine)# vrf context
tenant infra vrf overlay-1

VRFのルータ IDを設定します。router-id A.B.C.Dステップ 5

apic1(config-spine-vrf)# router-id
10.10.3.3

Returns to spine configuration mode.exitステップ 6
apic1(config-spine-vrf)# exit

スパインノードのインターフェイスを

設定します。

interface ethernet slot/portステップ 7

apic1(config-spine)# interface
ethernet 1/33

Associates the interface with the VLAN
domain.

vlan-domain member vlan-domain-nameステップ 8

apic1(config-spine-if)# vlan-domain
member evpn-dom
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目的コマンドまたはアクション

Returns to spine configuration mode.exitステップ 9
apic1(config-spine-if)# exit

Creates a sub-interface.interface ethernet sub-interface-idステップ 10
apic1(config-spine)# interface
ethernet 1/33.4

インターフェイスをオーバーレイ1VRF
に関連付けると、テナントインフラ。

vrf member tenanttenant-name vrf
vrf-name

ステップ 11

apic1(config-spine-if)# vrf member
tenant infra vrf overlay-1

Sets the maximum transmission unit (MTU)
for the interface.

mtu mtu-valueステップ 12

apic1(config-spine-if)# mtu 1500

インターフェイスの IPアドレスを設定
します。

ip address A.B.C.D/LENステップ 13

apic1(config-spine-if)# ip address
5.0.0.1/24

インターフェイスのデフォルトのOSPF
エリア IDを設定します。

ip router ospf default areaospfエリア idステップ 14

apic1(config-spine-if)# ip router ospf
default area 0.0.0.150

Returns to spine configuration mode.exitステップ 15
apic1(config-spine-if)# exit

スパインノードのインターフェイスを

設定します。

interface ethernet slot/portステップ 16

apic1(config-spine)# interface
ethernet 1/34

Associates the interface with the VLAN
domain.

vlan-domain member vlan-domain-nameステップ 17

apic1(config-spine-if)# vlan-domain
member evpn-dom

Returns to spine configuration mode.exitステップ 18
apic1(config-spine-if)# exit

Creates a sub-interface.interface ethernet sub-interface-idステップ 19
apic1(config-spine)# interface
ethernet 1/34.4

インターフェイスをオーバーレイ1VRF
に関連付けると、テナントインフラ。

vrf member tenanttenant-name vrf
vrf-name

ステップ 20
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-spine-if)# vrf member
tenant infra vrf overlay-1

Sets the maximum transmission unit (MTU)
for the interface.

mtu mtu-valueステップ 21

apic1(config-spine-if)# mtu 1500

インターフェイスの IPアドレスを設定
します。

ip address A.B.C.D/LENステップ 22

apic1(config-spine-if)# ip address
2.0.0.1/24

インターフェイスのデフォルトのOSPF
エリア IDを設定します。

ip router ospf default areaospfエリア idステップ 23

apic1(config-spine-if)# ip router ospf
default area 0.0.0.200

Returns to spine configuration mode.exitステップ 24
apic1(config-spine-if)# exit

スパインの OSPFを設定します。router ospf defaultステップ 25

apic1(config-spine)# router ospf
default

テナントをオーバーレイ 1のVRFとイ
ンフラ Router OSPFポリシーに関連付
けます。

vrf member tenant tenant-name vrf
vrf-name

ステップ 26

apic1(config-spine-ospf)# vrf member
tenant infra vrf overlay-1

Configure an OSPF area for the OSPF
policy.

area area-id loopback loopback-ip-addressステップ 27

apic1(config-spine-ospf-vrf)# area
0.0.0.150 loopback 10.10.5.3

OSPFポリシーのもう 1つのOSPFエリ
アを設定します。

area area-id loopback loopback-ip-addressステップ 28

apic1(config-spine-ospf-vrf)# area
0.0.0.200 loopback 10.10.4.3

Returns to spine OSPF configuration mode.exitステップ 29
apic1(config-spine-ospf-vrf)# exit

Returns to spine configuration mode.exitステップ 30
apic1(config-spine-ospf)# exit
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複数のサイトで共有 APICゴルフ接続
トポロジでは、複数のサイト、APICサイトの拡大 Vrfは、ゴルフ接続を共有している場合、
リスクのクロス VRFトラフィックの問題を回避する次のガイドラインに従います。

スパインスイッチと、DCIの間でルートターゲットの設定

ゴルフ Vrfの EVPNルートターゲット (RTs)を設定する 2つの方法があります:手動 RTと自
動 RT.ルートターゲットは、ACI背表紙と OpFlexを介して DCIsの間で同期されます。ゴル
フ Vrfの自動 RTは、形式に組み込まれて Fabric ID: – ASN : [ FabricID ] VNID

2つのサイトには、次の図のように導入の Vrfがある、Vrf間のトラフィックを混在させるこ
とができます。

サイト 2サイト 1

ASN: 100、ファブリック ID: 1ASN: 100、ファブリック ID: 1

VRF A：VNID 2000

インポート/エクスポートルートターゲット：
100：[1] 2000

VRF A：VNID 1000

インポート/エクスポートルートターゲット：
100：[1] 1000

VRF B：VNID 1000

インポート/エクスポートルートターゲット：
100：[1] 1000

VRF B：VNID 2000

インポート/エクスポートルートターゲット：
100：[1] 2000

Dciのために必要なルートマップ

トンネルは、中継ルートは、[DCIを介してリークとサイト間では作成されません、ため、コ
ントロールプレーンの手間をも削減する必要があります。もう 1つのサイトでゴルフスパイ
ンに、DCIへの 1つのサイトでゴルフスパインから送信される EVPNタイプ 5およびタイプ
2ルートを送信できませんする必要があります。これが発生スパインスイッチに dciのために
次のタイプの BGPセッションが必要がある場合。

Site1: IBGP--DCI--EBGP--サイト 2

Site1: EBGP--DCI--IBGP--サイト 2

Site1:--DCI--EBGP EBGP--サイト 2

Site1: IBGP RRクライアント--DCI (RR)----IBGPサイト 2

Dciのためにこの問題を避けるためには、ルートマップは、インバウンドおよびアウトバウン
ドのピアポリシーのさまざまな BGPコミュニティで使用されます。

ルートを 1つのサイト、もう 1つのサイトフィルタ着信ピアポリシーでコミュニティに基づ
くルートでゴルフスパインへのアウトバウンドピアポリシーゴルフスパインから受信しま

す。別のアウトバウンドピアポリシーは、WANへコミュニティを取り除き。すべてのルー
トマップは、ピアのレベルでです。
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NX-OSスタイル CLIを使用した推奨される共有 GOLF設定

マルチサイトで管理されている複数の APICサイト間で、DCIによる GOLF接続を共有する場
合、ルートマップとBPGを設定しVRF間のトラフィックの問題を避けるために次の手順を使
用します。

手順

ステップ 1 インバウンドルートマップ

例：

Inbound peer policy to attach community:

route-map multi-site-in permit 10

set community 1:1 additive

ステップ 2 アウトバウンドピアポリシーを設定し、インバウンドピアポリシーのコミュニティに基づい
てルートをフィルタします。

例：

ip community-list standard test-com permit 1:1

route-map multi-site-out deny 10

match community test-com exact-match

route-map multi-site-out permit 11

ステップ 3 アウトバウンドピアポリシーを設定し、WANへのコミュニティをフィルタします。

例：

ip community-list standard test-com permit 1:1

route-map multi-site-wan-out permit 11

set comm-list test-com delete

ステップ 4 BGPを設定します。

例：

router bgp 1

address-family l2vpn evpn

neighbor 11.11.11.11 remote-as 1

update-source loopback0

address-family l2vpn evpn

send-community both

route-map multi-site-in in

neighbor 13.0.0.2 remote-as 2
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address-family l2vpn evpn

send-community both

route-map multi-site-out out

NX-OSスタイルCLIを使用して、スパインでBGP EVPNをサポートする
BGPの設定

このタスクは、次の手順で BGP EVPNをサポートするスパインで BGPを設定する方法を示し
ています。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureステップ 1

apic1# configure

Creates the spine or enters spine
configuration mode.

spine spine-nameステップ 2

apic1(config)# spine 111

スパインノードのBGPを設定します。router bgp AS-numberステップ 3

apic1(config-spine)# router bgp 100

Router BGPポリシーに関連付けます、
インフラテナントとオーバーレイ 1
VRF。

vrf context tenanttenant-name vrf
vrf-name

ステップ 4

apic1(config-spine-bgp)# vrf context
tenant infra vrf overlay-1

Router BGPポリシーに関連付けます、
インフラテナントとオーバーレイ 1
VRF。

vrf context tenanttenant-name vrf
vrf-name

ステップ 5

apic1(config-spine-bgp-vrf)# vrf
context tenant infra vrf overlay-1

Configures the IP address for an EVPN BGP
neighbor.

neighbor neighbor-ip-address evpnステップ 6

apic1(config-spine-bgp-vrf)# neighbor
10.10.4.1 evpn

ネイバーにラベルを割り当てます。label label-nameステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-spine-bgp-vrf-neighbor)#
label evpn-aci

ネイバーループバックIPアドレスを更
新の送信元を設定します。

update-source loopbackループバック ip
アドレス vrf vrf

ステップ 8

apic1(config-spine-bgp-vrf-neighbor)#
update-source loopback 10.10.4.3

Specifies the autonomous system (AS)
number of the neighbor. The valid value can
be from 1 to 4294967295.

remote-as AS-numberステップ 9

apic1(config-spine-bgp-vrf-neighbor)#
remote-as 100

Returns to BGP VRF configuration mode.exitステップ 10
apic1(config-spine-bgp-vrf-neighbor)#
exit

Configures the IP address for an EVPN BGP
neighbor.

neighbor neighbor-ip-address evpnステップ 11

apic1(config-spine-bgp-vrf)# neighbor
10.10.5.1 evpn

ネイバーにラベルを割り当てます。label label-nameステップ 12

apic1(config-spine-bgp-vrf-neighbor)#
label evpn-aci2

ネイバーループバックIPアドレスを更
新の送信元を設定します。

update-source
loopbackloopback-ip-address vrf vrf-name

ステップ 13

apic1(config-spine-bgp-vrf-neighbor)#
update-source loopback 10.10.5.3

Specifies the autonomous system (AS)
number of the neighbor. The valid value can
be from 1 to 4294967295.

remote-as AS-numberステップ 14

apic1(config-spine-bgp-vrf-neighbor)#
remote-as 100

NX-OSスタイル CLIを使用した BG EVPNのテナントの設定
このタスクは、次の手順で BGP EVPNのテナントを設定する方法を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

apic1# configure

テナントを作成するか、テナント設定

モードを開始します。

tenant tenant-nameステップ 2

apic1(config)# tenant sky

テナントの VRFを作成します。vrf context vrf-nameステップ 3

apic1(config-tenant)# vrf context
vrf-sky

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exitステップ 4

apic1(config-tenant-vrf)# exit

ブリッジドメインを作成しますbridge-domain bd-nameステップ 5

apic1(config-tenant)# bridge-domain
bd-sky

VRFおよびテナントにブリッジドメイ
ンを関連付けます。

vrf member vrf-nameステップ 6

apic1(config-tenant-bd)# vrf member
vrf-sky

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exitステップ 7

apic1(config-tenant-bd)# exit

ブリッジドメインにインターフェイス

を作成します。

interface bridge-domain bd-nameステップ 8

apic1(config-tenant)# interface
bridge-domain bd_sky

IPアドレスと長さをブリッジドメイン
インターフェイスに割り当てます。

ip address A.B.C.D/LENステップ 9

apic1(config-tenant-interface)# ip
address 59.10.1.1/24

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exitステップ 10

apic1(config-tenant-interface)# exit

ブリッジドメインを作成しますbridge-domain bd-nameステップ 11

apic1(config-tenant)# bridge-domain
bd-sky2

VRFおよびテナントにブリッジドメイ
ンを関連付けます。

vrf member vrf-nameステップ 12
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-tenant-bd)# vrf member
vrf-sky

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exitステップ 13

apic1(config-tenant-bd)# exit

ブリッジドメインにインターフェイス

を作成します。

interface bridge-domain bd-nameステップ 14

apic1(config-tenant)# interface
bridge-domain bd_sky2

IPアドレスと長さをブリッジドメイン
インターフェイスに割り当てます。

ip address A.B.C.D/LENステップ 15

apic1(config-tenant-interface)# ip
address 59.11.1.1/24

テナントコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exitステップ 16

apic1(config-tenant-interface)# exit

ルートマップの設定

このタスクは、BGP EVPNを介してブリッジドメインサブネットをアドバタイズするルート
マップを設定する方法を示します。各ブリッジドメインは、一意のプロバイダラベルで、ス

パイン上のさまざまな BGP EVPNセッションを通してアドバタイズされます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configureステップ 1

apic1# configure

スパインを作成するか、スパイン設定

モードを開始します。

spine spine-nameステップ 2

apic1(config)# spine 111

VRFを作成するか、VRF設定モードを
開始します。

vrf context tenanttenant-name vrf
vrf-name

ステップ 3

apic1(config-spine)# vrf context
tenant sky vrf vrf_sky

VRFの IPv4または IPv6ユニキャスト
アドレスファミリを設定します。

address-family { ipv4 | ipv6 } unicastステップ 4

レイヤ 3外部接続の設定
151

レイヤ 3外部接続の設定

ルートマップの設定



目的コマンドまたはアクション

apic1(config-spine-vrf)#
address-family ipv4 unicast

アドレスファミリにエクスポートルー

トターゲットを割り当てます。

route-target mode
extended-community-number

ステップ 5

apic1(config-spine-vrf-af)#
route-target export 100:1

アドレスファミリにインポートルート

ターゲットを割り当てます。

route-target mode
extended-community-number

ステップ 6

apic1(config-spine-vrf-af)#
route-target import 100:1

スパインVRF設定モードに戻ります。exitステップ 7

apic1(config-spine-vrf-af)# exit

EVPNにルートマップを作成します
（トランジットネットワークから学習

したプレフィックス）。

route-map route-map-nameステップ 8

apic1(config-spine-vrf)# route map
rmap

ルートマップに IPプレフィックスリ
ストを追加して、指定されたサブネッ

トからのトラフィックを許可します。

ip prefix-list ip-pl-name permit
A.B.C.D/LEN

ステップ 9

apic1(config-spine-vrf-route-map)# ip
prefix-list pl permit 11.10.10.0/24

ブリッジドメインに属するトラフィッ

クを照合するルートマップを設定しま

す。

match bridge-domain bd-nameステップ 10

apic1(config-spine-vrf-route-map)#
match bridge-domain bd_sky

スパイン VRFルートマップ設定モー
ドに戻ります。

exitステップ 11

apic1(config-spine-vrf-route-map-match)#
exit

指定されたプレフィックスリストを照

合するルートマップを設定します。

match prefix-list pl-nameステップ 12

apic1(config-spine-vrf-route-map)#
match prefix-list pl

スパイン VRFルートマップ設定モー
ドに戻ります。

exitステップ 13

apic1(config-spine-vrf-route-map-match)#
exit
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目的コマンドまたはアクション

スパインVRF設定モードに戻ります。exitステップ 14

apic1(config-spine-vrf-route-map)#
exit

VRFにコンシューマラベルを割り当て
ます。

evpn export maproute-map-name label
consumer-label-name

ステップ 15

apic1(config-spine-vrf)# evpn export
map rmap label evpn-aci

EVPNにルートマップを作成します
（トランジットネットワークから学習

したプレフィックス）。

route-map route-map-nameステップ 16

apic1(config-spine-vrf)# route map
rmap2

ブリッジドメインに属するトラフィッ

クを照合するルートマップを設定しま

す。

match bridge-domain bd-nameステップ 17

apic1(config-spine-vrf-route-map)#
match bridge-domain bd_sky

スパイン VRFルートマップ設定モー
ドに戻ります。

exitステップ 18

apic1(config-spine-vrf-route-map-match)#
exit

指定されたプレフィックスリストを照

合するルートマップを設定します。

match prefix-list pl-nameステップ 19

apic1(config-spine-vrf-route-map)#
match prefix-list pl

スパイン VRFルートマップ設定モー
ドに戻ります。

exitステップ 20

apic1(config-spine-vrf-route-map-match)#
exit

スパインVRF設定モードに戻ります。exitステップ 21

apic1(config-spine-vrf-route-map)#
exit

VRFにコンシューマラベルを割り当て
ます。

evpn export maproute-map-name label
consumer-label-name

ステップ 22

apic1(config-spine-vrf)# evpn export
map rmap label evpn-aci2

apic1(config-spine-vrf)# external-l3
epg l3_sky

external-l3 epgepg-nameステップ 23
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-spine-vrf-l3ext-epg)#
vrf member vrf_sky

vrf membervrf-nameステップ 24

EPGの一部であるホストを識別するサ
ブネットを設定します。

match ipA.B.C.D/LENステップ 25

apic1(config-spine-vrf-l3ext-epg)#
match ip 80.10.1.0/24

NX-OSスタイル CLIを使用して DCIGへの配布の BGP EVPNタイプ 2の
ホストルートの有効化

手順

目的コマンドまたはアクション

このテンプレートは、テナント bgp_t1
は VRFの導入を持つすべてのノードで

BGPアドレスファミリ configuration
mode(設定モード、コンフィギュレー

ステップ 1

利用可能になります。配布 EVPNタイションモード)で、次のコマンドを
プ2のホストルートを無効にするには、DCIGに配布 EVPNタイプ 2のホスト

ルートを設定します。 次のように入力します。、 noホスト
-rt-enable コマンド。

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template bgp
address-family bgpAf1 tenant
bgp_t1
apic1(config-bgp-af)# distance 250
240 230

apic1(config-bgp-af)#
host-rt-enable
apic1(config-bgp-af)# exit

NX-OSスタイル CLIを使用した Cisco ACI GOLF設定の例:
次の例を設定する CLIコマンドの show GOLFサービスで、OSPF overスパインスイッチに接
続されているWANルータの BGP EVPNプロトコルを使用します。

設定、BGP EVPNのテナントインフラ

次の例を設定する方法を示しています、インフラVLANドメイン、VRF、インターフェイスの
IPアドレッシングを含む、BGP EVPNおよび OSPFのテナントします。

configure
vlan-domain evpn-dom dynamic
exit
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spine 111
# Configure Tenant Infra VRF overlay-1 on the spine.

vrf context tenant infra vrf overlay-1
router-id 10.10.3.3
exit

interface ethernet 1/33
vlan-domain member golf_dom
exit

interface ethernet 1/33.4
vrf member tenant infra vrf overlay-1
mtu 1500
ip address 5.0.0.1/24
ip router ospf default area 0.0.0.150
exit

interface ethernet 1/34
vlan-domain member golf_dom
exit

interface ethernet 1/34.4
vrf member tenant infra vrf overlay-1
mtu 1500
ip address 2.0.0.1/24
ip router ospf default area 0.0.0.200
exit

router ospf default
vrf member tenant infra vrf overlay-1

area 0.0.0.150 loopback 10.10.5.3
area 0.0.0.200 loopback 10.10.4.3
exit

exit

スパインノード上の BGPの設定

次の例では、BGP EVPNをサポートする BGPを設定する方法を示します。

Configure
spine 111
router bgp 100

vrf member tenant infra vrf overlay- 1
neighbor 10.10.4.1 evpn

label golf_aci
update-source loopback 10.10.4.3
remote-as 100
exit

neighbor 10.10.5.1 evpn
label golf_aci2
update-source loopback 10.10.5.3
remote-as 100
exit

exit
exit

BGP EVPNのテナントの設定

次の例では、BGP EVPN、BGP EVPNセッションで提供されるゲートウェイサブネットを含む
のテナントを設定する方法を示します。

configure
tenant sky
vrf context vrf_sky
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exit
bridge-domain bd_sky
vrf member vrf_sky
exit

interface bridge-domain bd_sky
ip address 59.10.1.1/24
exit

bridge-domain bd_sky2
vrf member vrf_sky
exit

interface bridge-domain bd_sky2
ip address 59.11.1.1/24
exit

exit

BGP EVPNルートターゲット、ルートマップと、テナントのプレフィックス EPGの設定

次の例では、BGP EVPNを介してブリッジドメインサブネットをアドバタイズするルート
マップを設定する方法を示します。

configure
spine 111

vrf context tenant sky vrf vrf_sky
address-family ipv4 unicast

route-target export 100:1
route-target import 100:1
exit

route-map rmap
ip prefix-list p1 permit 11.10.10.0/24
match bridge-domain bd_sky

exit
match prefix-list p1

exit

evpn export map rmap label golf_aci

route-map rmap2
match bridge-domain bd_sky

exit
match prefix-list p1

exit
exit

evpn export map rmap label golf_aci2

external-l3 epg l3_sky
vrf member vrf_sky
match ip 80.10.1.0/24
exit

DCIGへの EVPNタイプ 2ルート配信のトラブルシューティング
EVPNトポロジで最適なトラフィックの転送を行うには、ファブリックスパインを有効にし、
EVPNタイプ 2（MAC-IP）ルートを使用して、BGP EVPNタイプ 5（IPプレフィックス）ルー
トの形式で公的BDサブネットとともにホストルートをData Center Interconnect Gateway（DCIG）
に配信できます。HostLeakオブジェクトを使用して有効になります。ルート配信に問題が発生
した場合、このトピックでのトラブルシューティングの手順を使用します。
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手順

ステップ 1 スパインスイッチCLIで次のようなコマンドを入力して、問題のVRF AFでHostLeakオブジェ
クトが有効になっていることを確認します。

例：

spine1# ls /mit/sys/bgp/inst/dom-apple/af-ipv4-ucast/
ctrl-l2vpn-evpn ctrl-vpnv4-ucast hostleak summary

ステップ 2 スパインスイッチ CLIで次のようなコマンドを入力して、設定MOが BGPにより正常に処理
されていることを確認します。

例：

spine1# show bgp process vrf apple

次と同様の出力を検索します。

Information for address family IPv4 Unicast in VRF apple
Table Id : 0
Table state : UP
Table refcount : 3
Peers Active-peers Routes Paths Networks Aggregates
0 0 0 0 0 0

Redistribution
None

Wait for IGP convergence is not configured
GOLF EVPN MAC-IP route is enabled
EVPN network next-hop 192.41.1.1
EVPN network route-map map_pfxleakctrl_v4
Import route-map rtctrlmap-apple-v4
EVPN import route-map rtctrlmap-evpn-apple-v4

ステップ 3 公的 BDサブネットが EVPNタイプ 5ルートとして DCIGに提供されたことを確認します。

例：

spine1# show bgp l2vpn evpn 10.6.0.0 vrf overlay-1
Route Distinguisher: 192.41.1.5:4123 (L3VNI 2097154)
BGP routing table entry for [5]:[0]:[0]:[16]:[10.6.0.0]:[0.0.0.0]/224, version 2088
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x000002 00000000) on xmit-list, is not in rib/evpn
Multipath: eBGP iBGP

Advertised path-id 1
Path type: local 0x4000008c 0x0 ref 1, path is valid, is best path
AS-Path: NONE, path locally originated
192.41.1.1 (metric 0) from 0.0.0.0 (192.41.1.5)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 32768
Received label 2097154
Community: 1234:444
Extcommunity:

RT:1234:5101
4BYTEAS-GENERIC:T:1234:444

Path-id 1 advertised to peers:
50.41.50.1
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[パスタイプ]エントリで、ref 1は 1個のルートが送信されたことその 1つのルートが送信さ
れたとを示します。

ステップ 4 EVPNピアにアドバタイズされたホストルートが EVPNタイプ 2 MAC IPルートであることを
確認します。

例：

spine1# show bgp l2vpn evpn 10.6.41.1 vrf overlay-1
Route Distinguisher: 10.10.41.2:100 (L2VNI 100)
BGP routing table entry for [2]:[0]:[2097154]:[48]:[0200.0000.0002]:[32]:[10.6.41
.1]/272, version 1146
Shared RD: 192.41.1.5:4123 (L3VNI 2097154)
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x00010a 00000000) on xmit-list, is not in rib/evpn
Multipath: eBGP iBGP

Advertised path-id 1
Path type: local 0x4000008c 0x0 ref 0, path is valid, is best path
AS-Path: NONE, path locally originated
EVPN network: [5]:[0]:[0]:[16]:[10.6.0.0]:[0.0.0.0] (VRF apple)
10.10.41.2 (metric 0) from 0.0.0.0 (192.41.1.5)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 32768
Received label 2097154 2097154
Extcommunity:

RT:1234:16777216

Path-id 1 advertised to peers:
50.41.50.1

[共有 RD]ラインは、EVPNタイプ 2ルートと BDサブネットで共有された RD/VNIを示しま
す。

[EVPNネットワーク]ラインは、 BDサブネットの EVPNタイプ 5のルートを表示します。

[ピアにアドバタイズされたパス ID]は、EVPNピアにパスがアドバタイズされたことを示しま
す。

ステップ 5 DCIGデバイスで次のようなコマンドを入力して（DCIGが下の例で Cisco ASR 9000スイッチ
であることを仮定します）、EVPNピア（DCIG）が正常なタイプ 2 MAC IPルートを受信し、
ホストルートが正常に特定の VRFにインポートされたことを確認します。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:asr9k#show bgp vrf apple-2887482362-8-1 10.6.41.1
Tue Sep 6 23:38:50.034 UTC
BGP routing table entry for 10.6.41.1/32, Route Distinguisher: 44.55.66.77:51
Versions:
Process bRIB/RIB SendTblVer
Speaker 2088 2088

Last Modified: Feb 21 08:30:36.850 for 28w2d
Paths: (1 available, best #1)
Not advertised to any peer
Path #1: Received by speaker 0
Not advertised to any peer
Local
192.41.1.1 (metric 42) from 10.10.41.1 (192.41.1.5)
Received Label 2097154
Origin IGP, localpref 100, valid, internal, best, group-best, import-candidate,

imported
Received Path ID 0, Local Path ID 1, version 2088
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Community: 1234:444
Extended community: 0x0204:1234:444 Encapsulation Type:8 Router

MAC:0200.c029.0101 RT:1234:5101
RIB RNH: table_id 0xe0000190, Encap 8, VNI 2097154, MAC Address: 0200.c029.0101,

IP Address: 192.41.1.1, IP table_id 0x00000000
Source AFI: L2VPN EVPN, Source VRF: default,

Source Route Distinguisher: 192.41.1.5:4123

この出力では、受信した RD、ネクストホップ、属性はタイプ 2ルートおよび BDサブネット
と同じです。

Multipod_Fabric

マルチポッドファブリックについて

マルチポッドは、隔離されたコントロールプレーンプロトコルを持つ複数のポッドで構成さ

れた、障害耐性の高いファブリックのプロビジョニングを可能にします。また、マルチポッド

では、さらに柔軟にリーフとスパインスイッチ間のフルメッシュ配線を行うことができます。

たとえば、リーフスイッチが異なるフロアや異なる建物にまたがって分散している場合、マル

チポッドでは、フロアごと、または建物ごとに複数のポッドをプロビジョニングし、スパイン

スイッチを通じてポッド間を接続することができます。

マルチポッドは、異なるポッドの ACIスパイン間のコントロールプレーン通信プロトコルと
してMP-BGP EVPNを使用します。

WANルータは、スパインスイッチに直接接続されるか、またはボーダーリーフスイッチに
接続された IPN内でプロビジョニングできます。マルチポッドはすべてのポッドに単一のAPIC
クラスタを使用します。そのため、すべてのポッドが単一のファブリックとして機能します。

ポッド全体にわたって個々の APICコントローラが配置されますが、それらはすべて単一の
APICクラスタの一部です。

マルチポッドファブリックでのスイッチの割り当て

始める前に

ノードグループポリシーと L3Outポリシーがすでに作成されています。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure
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目的コマンドまたはアクション

マルチポッドファブリック内の各スイッ

チに対して、スイッチの関連するポッド

[no] system switch-id serial-number
switch-id switch-name [pod pod-id] [role
{leaf | spine}]

ステップ 2

とロール（リーフ/スパイン）を宣言し
例： ます。マルチポッドファブリック内の

各リーフとスパインスイッチにこのコ

マンドを繰り返します。
apic1(config)# system switch-id
SAL1748H56D 201 ifav4-spine1 pod 1 role
spine

ポッドにトンネルエンドポイント IPア
ドレスプールを設定します。マルチポッ

[no] system pod pod-id tep-pool
ip-prefix/length

例：

ステップ 3

ドファブリック内の各ポッドにこのコ

マンドを繰り返します。apic1(config)# system pod 1 tep-pool
10.0.0.0/16

例

次に、2ポッドファブリックでスパインとリーフスイッチを割り当てる例を示しま
す。

apic1# configure
apic1(config)# system switch-id SAL1748H56D 201 ifav4-spine1 pod 1 role spine
apic1(config)# system switch-id SAL1938P7A6 202 ifav4-spine3 pod 1 role spine
apic1(config)# system switch-id SAL1819RXP4 101 ifav4-leaf1 pod 1 role leaf
apic1(config)# system switch-id SAL1803L25H 102 ifav4-leaf2 pod 1 role leaf
apic1(config)# system switch-id SAL1934MNY0 103 ifav4-leaf3 pod 1 role leaf
apic1(config)# system switch-id SAL1934MNY3 104 ifav4-leaf4 pod 1 role leaf
apic1(config)# system switch-id SAL1931LA3B 203 ifav4-spine2 pod 2 role spine
apic1(config)# system switch-id FGE173400A9 204 ifav4-spine4 pod 2 role spine
apic1(config)# system switch-id SAL1938PHBB 105 ifav4-leaf5 pod 2 role leaf
apic1(config)# system switch-id SAL1942R857 106 ifav4-leaf6 pod 2 role leaf
apic1(config)# system pod 1 tep-pool 10.0.0.0/16
apic1(config)# system pod 2 tep-pool 10.1.0.0/16

次のタスク

ファブリックの外部接続を設定します。

マルチポッドファブリックのファブリックの外部接続の設定

始める前に

•ノードグループポリシーと L3Outポリシーがすでに作成されています。

•スイッチがポッドに割り当てられています。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

[no] fabric-external controller-numberステップ 2

例：

apic1(config)# fabric-external 1

BGP EVPNピアリングプロファイルを
設定します。ピアリングパスワードを

[no]bgp password type
automatic_with_full_mesh [ピアリング-
パスワード] [{| evpn
peeringautomatic_with_rr}]

ステップ 3

設定できます。また、タイプはフル

メッシュに設定するか、ルータリフレ

クタで設定できます。例：

apic1(config-fabric-external)# bgp
evpn peering

設定用のポッドを選択します。[no] pod pod-id

例：

ステップ 4

apic1(config-fabric-external)# pod 1

ポッド間トラフィックの各ポートにエ

ニーキャストハードウェアプロキシ

IPアドレスを設定します。

[no] interpod data hardware-proxy
ip-addr/mask

例：

ステップ 5

apic1(config-fabric-external-pod)#
interpod data hardware-proxy
100.11.1.1/32

[no] bgp evpn peering [password
peering-password] [type

ステップ 6

{automatic_with_full_mesh |
automatic_with_rr}]

例：

apic1(config-fabric-external-pod)#
bgp evpn peering

BGP EVPNピアリングプロファイルの
設定に戻ります。

exit

例：

ステップ 7

apic1(config-fabric-external-pod)#
exit

マルチポッドファブリック内の各ポッ

ドにステップ 4～ 7を繰り返します。
ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

OSPFプロトコルを介してファブリッ
ク内への参加を許可されるポッド間

[no] route-map interpod-import

例：

ステップ 9

ネットワーク（IPN）のサブネットを
含むルートマップを設定します。

apic1(config-fabric-external)#
route-map interpod-import

[no] ip prefix-list prefix-list-name [permit
ip-address/len

ステップ 10

例：

apic1(config-fabric-external-route-map)#
ip prefix-list default permit
0.0.0.0/0

ファブリック外コンフィギュレーショ

ンモードに戻ります。

exit

例：

ステップ 11

apic1(config-fabric-external-route-map)#
exit

ルートターゲットは拡張コミュニティ

属性として伝送されます。AA4:NN2形
[no] route-target extended ASN4:NN

例：

ステップ 12

式でコミュニティ番号を入力します

（1-4294967295: 1-65535）。
apic1(config-fabric-external)#
route-target extended 5:16

exitステップ 13

例

次に、マルチポッドファブリックにファブリック外部接続を設定する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# fabric-external 1
apic1(config-fabric-external)# bgp evpn peering
apic1(config-fabric-external)# pod 1
apic1(config-fabric-external-pod)# interpod data hardware-proxy 100.11.1.1/32
apic1(config-fabric-external-pod)# bgp evpn peering
apic1(config-fabric-external-pod)# exit
apic1(config-fabric-external)# pod 2
apic1(config-fabric-external-pod)# interpod data hardware-proxy 200.11.1.1/32
apic1(config-fabric-external-pod)# bgp evpn peering
apic1(config-fabric-external-pod)# exit
apic1(config-fabric-external)# route-map interpod-import
apic1(config-fabric-external-route-map)# ip prefix-list default permit 0.0.0.0/0
apic1(config-fabric-external-route-map)# exit
apic1(config-fabric-external)# route-target extended 5:16
apic1(config-fabric-external)# exit

次のタスク

スパインインターフェイスおよび OSPFを設定します。
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マルチポッドファブリックのスパインインターフェイスと OSPFの設
定

始める前に

•スイッチがポッドに割り当てられています。

• VLANドメインが存在している必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure

例：

ステップ 1

apic1# configure

スパインスイッチは、101～ 4000の範
囲内の ID番号か、または「spine1」な
どの名前で指定できます。

spine spine-id

例：

apic1(config)# spine 104

ステップ 2

[no] vrf context tenant infra vrf vrf-nameステップ 3

例：

apic1(config-spine)# vrf context
tenant infra vrf overlay-1

ルータ識別子（ID）を設定します。[no] router-id A.B.C.D

例：

ステップ 4

apic1(config-spine-vrf)# router-id
201.201.201.201

スパインコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

apic1(config-spine-vrf)# exit

[no] interface ethernet slot/portステップ 6

例：

apic1(config-spine)# interface
ethernet 1/1

The VLAN domain must already exist,
having been created using the vlan-domain

[no] vlan-domain member domain-name

例：

ステップ 7

domain-name command in the global
configuration mode.apic1(config-spine)# vlan-domain

member l3Dom
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目的コマンドまたはアクション

スパインコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 8

apic1(config-spine-if)# exit

サブインターフェイスのカプセル化は

4である必要があります。
[no] interface ethernet
type/slot.subinterface

例：

ステップ 9

apic1(config-spine)# interface
ethernet 1/1.4

テナント VRFのメンバーとしてイン
ターフェイスを設定します。

[no] vrfmember tenant infra vrf vrf-name

例：

ステップ 10

apic1(config-spine-if)# vrf member
tenant infra vrf overlay-1

[no] ip address ip-addressステップ 11

例：

apic1(config-spine-if)# ip address
201.1.1.1/30

[no] ip router ospf default area 0.0.0.0ステップ 12

例：

apic1(config-spine-if)# ip router ospf
default area 0.0.0.0

[no] ip ospf cost costステップ 13

例：

apic1(config-spine-if)# ip ospf cost
1

スパインコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 14

apic1(config-spine-if)# exit

ステップ 6（163ページ）～ステッ
プ14（164ページ）を繰り返し、他の
インターフェイスを追加します。

ステップ 15

[no] router ospf defaultステップ 16

例：

apic1(config-spine)# router ospf
default

[no] vrfmember tenant infra vrf vrf-nameステップ 17

例：
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目的コマンドまたはアクション

apic1(config-spine-ospf)# vrf member
tenant infra vrf overlay-1

OSPFを介してループバックアドレス
をアドバタイズします。このアドレス

[no] area area loopback ip-address

例：

ステップ 18

は、ピアリングの場合に BGP EVPN
セッションで使用されます。

apic1(config-spine-ospf-vrf)# area
0.0.0.0 loopback 201.201.201.201

OSPFエリアでポッド間ピアリングを
有効にし、OSPFによってアドバタイ

[no] area area interpod peering

例：

ステップ 19

ズされたループバックアドレスを使用
apic1(config-spine-ospf-vrf)# area
0.0.0.0 interpod peering してBGP EVPNセッションを自動的に

設定します。

OSPFコンフィギュレーションモード
に戻ります。

exit

例：

ステップ 20

apic1(config-spine-ospf-vrf)# exit

スパインコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

ステップ 21

apic1(config-spine-ospf)# exit

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 22

apic1(config-spine)# exit

ステップ 2（163ページ）～ステッ
プ22（165ページ）を繰り返し、他の
スパインスイッチを設定します。

ステップ 23

例

apic1# configure

# CONFIGURE FIRST SPINE

apic1(config)# spine 201
apic1(config-spine)# vrf context tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-vrf)# router-id 201.201.201.201
apic1(config-spine-vrf)# exit

apic1(config-spine)# interface ethernet 1/1
apic1(config-spine-if)# vlan-domain member l3Dom
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# interface ethernet 1/1.4
apic1(config-spine-if)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-if)# ip address 201.1.1.1/30
apic1(config-spine-if)# ip router ospf default area 0.0.0.0
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apic1(config-spine-if)# ip ospf cost 1
apic1(config-spine-if)# exit

apic1(config-spine)# interface ethernet 1/2
apic1(config-spine-if)# vlan-domain member l3Dom
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# interface ethernet 1/2.4
apic1(config-spine-if)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-if)# ip address 201.2.1.1/30
apic1(config-spine-if)# ip router ospf default area 0.0.0.0
apic1(config-spine-if)# ip ospf cost 1
apic1(config-spine-if)# exit

apic1(config-spine)# router ospf default
apic1(config-spine-ospf)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 loopback 201.201.201.201
apic1(config-spine-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 interpod peering
apic1(config-spine-ospf-vrf)# exit
apic1(config-spine-ospf)# exit
apic1(config-spine)# exit

# CONFIGURE SECOND SPINE

apic1(config)# spine 202
apic1(config-spine)# vrf context tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-vrf)# router-id 202.202.202.202
apic1(config-spine-vrf)# exit

apic1(config-spine)# interface ethernet 1/2
apic1(config-spine-if)# vlan-domain member l3Dom
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# interface ethernet 1/2.4
apic1(config-spine-if)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-if)# ip address 202.1.1.1/30
apic1(config-spine-if)# ip router ospf default area 0.0.0.0
apic1(config-spine-if)# ip ospf cost 1
apic1(config-spine-if)# exit

apic1(config-spine)# router ospf default
apic1(config-spine-ospf)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 loopback 202.202.202.202
apic1(config-spine-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 interpod peering
apic1(config-spine-ospf-vrf)# exit
apic1(config-spine-ospf)# exit
apic1(config-spine)# exit

# CONFIGURE ADDITIONAL SPINES

リモートリーフスイッチ

ACIファブリックのリモートリーフスイッチについて
ACIファブリックの展開では、ローカルスパインスイッチまたは APICが接続されていない
Cisco ACIリーフスイッチのリモートデータセンタに、ACIサービスと APIC管理を拡張でき
ます。
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図 10 :リモートリーフトポロジ

リモートリーフスイッチがファブリックの既存のポッドに追加されます。メインデータセン

タに展開されるすべてのポリシーはリモートスイッチで展開され、ポッドに属するローカル

リーフスイッチのように動作します。このトポロジでは、すべてのユニキャストトラフィッ

クはレイヤ 3上のVXLANを経由します。レイヤ 2ブロードキャスト、不明なユニキャスト、
マルチキャスト（BUM）メッセージは、マルチキャストを使用することなく、 Head End
Replication（HER）トンネルを使用して送信されます。リモートサイトのすべてのローカルト
ラフィックは、物理または仮想にかかわらずエンドポイント間で直接切り替えられます。スパ

インスイッチプロキシを使用する必要があるすべてのトラフィックは、メインデータセンタ

に転送されます。

APICシステムは、起動時にリモートリーフスイッチを検出します。その時点から、ファブ
リックの一部として APICで管理できます。

• VRF間のすべてのトラフィックは、転送される前にスパインスイッチに移動します。

•リモートリーフを解除する前に、vPCを最初に削除する必要があります。

（注）

ウィザードを使用するか（使用しない場合も）、REST APIまたはNX-OSスタイルCLIを使用
して、APIC GUIのリモートリーフを設定できます。
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リモートのリーフハードウェアの要件

リモートのリーフスイッチの機能には、次のスイッチがサポートされています。

ファブリックスパインスイッチ

WANルータに接続された ACIメインデータセンターにスパインスイッチでの次のスパイン
スイッチがサポートされています。

•固定スパインスイッチの Cisco Nexus 9000シリーズ N9K C9364C

N9K-X9732C-EXまたは N9K-X9736C-FXラインカードをモジュラスパインスイッチ

•古い生成スパインスイッチは、固定スパインスイッチN9K C9336PQまたはN9K X9736PQ
ラインカードでモジュラスパインスイッチなどのメインデータセンターではサポートが

次世代のみのスパインスイッチは、WANへの接続をサポートします。

リモートリーフスイッチ

•リモートのリーフスイッチ、後で (たとえば N9K-C93180LC-EX) EXで終了する名前と
Cisco Nexus 9000シリーズスイッチのみがサポートされています。

Cisco Nexus 9000 N9K-C9336C-FXスイッチは、リモートのリーフ
スイッチのサポートされていません。

（注）

•リモートのリーフスイッチする必要がありますにイメージを実行する、スイッチ13.1.x以
降 (aci n9000 dk9.13.1.x.x.bin)検出できる前にします。これにより、リーフスイッチでの手
動アップグレードが必要があります。

制約事項と制限

Cisco APICのリリースでは、以前にサポートされていませんでした 3.2(x)が、次の機能がサ
ポートされます。

•リモートのリーフスイッチに接続されている FEXデバイス

•リモートのリーフスイッチまたはリモートリーフスイッチとローカルリーフスイッチ間
でという原子カウンタという

• Cisco VXLANでの VLANとシスコの AVで AV

• VXLANでの VLANと ACIの仮想エッジで Cisco ACI仮想エッジ

（注）

リモートリーフ機能では、次の導入と設定がサポートされていません。

• APICコントローラは、リモートのリーフスイッチに直接接続
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• VPCドメインでのリモートリーフスイッチで孤立ポートチャネルまたは物理ポート

•コンシューマ、プロバイダー、およびサービスノードがすべてスイッチvPCモードでは、
リモートのリーフに接続されている場合に、リモートロケーション内で転送ローカルト

ラフィックがサポートのみとサービスノードの統合がなければ、

このリリースでは、次の機能を除くで、リモートのリーフスイッチでは、ファブリックおよび

テナントの完全なポリシーがサポートされています。

• ACIマルチサイト

•レイヤ 2 (スタティック Epg)を除く接続外部

• 802.1 qトンネリング

• EPGのための Q-in-Qカプセル化マッピング

• VzAny契約とサービスをコピーします。

•リモートのリーフスイッチの FCoE接続

•ブリッジドメインまたは Epgのカプセル化をフラッディングします。

•高速リンクフェールオーバーポリシー

•遠隔地での管理対象のサービスグラフに接続されたデバイス

• NetFlow

•トラフィックストーム制御

•クラウド秒およびMacSec暗号化

•ファーストホップセキュリティ

• PTP

•レイヤ 3マルチキャストリモートリーフスイッチ上のルーティング

•リモートのリーフスイッチでの PBRトラッキング

• Openstackおよび Kubernetes VMMドメイン

•メンテナンスモード

•ウィザードのトラブルシューティング

•遠隔地での中継 L3Out

•同じリモートデータセンターで同じポッドおよびポッド全体の 2つのリモートリーフス
イッチ間で直接トラフィックの転送
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WANルータとリモートリーフ設定の注意事項
リモートリーフが検出されAPIC管理に組み込まれる前に、WANルータとリモートリーフス
イッチを設定する必要があります。

次の要件に従い、ファブリックスパインスイッチの外部インターフェイスとリモートリーフ

スイッチポートに接続するWANルータを接続します。

WANルータ

•エリア ID、タイプ、コストなど、同じ詳細を有するインターフェイスでOSPFを有効にし
ます。

•メインファブリックの各APICの IPアドレスにつながるインターフェイスでDHCPリレー
を設定します。

•スパインスイッチでVLAN 5インターフェイスに接続するWANルータのインターフェイ
スは、通常のマルチポッドネットワークに接続するインターフェイス以外に、異なるVRF
に存在する必要があります。

リモートリーフスイッチ

•ファブリックポートの 1つから直接接続して、アップストリームルータにリモートリー
フスイッチを接続します。アップストリームルータへの次の接続がサポートされていま

す。

• 40 Gbps以上の接続

• QSFP-SFPアダプタでは、1/10 G SFPがサポートされています

WANの帯域幅は最小で 100 Mbps、最大。サポートされている遅延は 300ミリ秒です。

•上記が推奨されますが、vPCとリモートリーフスイッチのペアを接続する必要はありま
せん。vPCの両端にあるスイッチは、同じリモートデータセンタのリモートリーフスイッ
チである必要があります。

•一意の IPアドレスを持つ VLAN 4でレイヤ 3サブインターフェイスとしてノースバウン
ドインターフェイスを設定します。

リモートのリーフスイッチからルータに1個以上のインターフェイスを接続する場合、一
意の IPアドレスで各インターフェイスを設定します。

•インターフェイスで OSPFを有効にします。

•リモートリーフスイッチ内の TEPプールサブネットの IPアドレスは、ポッド TEPサブ
ネットプールと重複しないようにする必要があります。使用されるサブネットは /24以下
である必要があります。

•マルチポッドがサポートされますが、リモートリーフ機能は必要ありません。

•単一ポッドファブリックのポッドをリモートリーフスイッチに接続するとき、スパイン
スイッチからWANルータへ、リモートリーフスイッチからWANルータへ L3Outを設
定し、これは両方ともスイッチインターフェイスで VLAN-4を使用します。
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•マルチポッドファブリックのポッドをリモートリーフスイッチに接続するとき、スパイ
ンスイッチからWANルータへ、リモートリーフスイッチからWANルータへ L3Outを
設定し、これは両方ともスイッチインターフェイスで VLAN-4を使用します。また、
VLAN-5を使用してマルチポッド内部 L3Outを設定し、リモートリーフスイッチを宛先
としてポッドを通過するトラフィックをサポートします。VLAN 4および VLAN 5を使用
する限り、通常のマルチポッドおよびマルチポッド内部接続は、同じ物理インターフェイ

スで設定できます。

•マルチポッド内部L3Outを設定している場合、通常のマルチポッドL3Outとして同じルー
タ IDを使用しますが、ルータ IDの [ループバックアドレスとしてルータ IDを使用する]
オプションを選択解除して、異なるループバックIPアドレスを設定します。これでECMP
が機能します。

NX-OSスタイル CLIを使用したリモートリーフの設定
この例では、リーフスイッチがメインのファブリックポッドと通信できるようにするため、

スパインスイッチとリモートリーフスイッチを設定しています。

始める前に

• IPNルータとリモートスイッチはアクティブで設定されています。WANルータとリモー
トリーフ設定の注意事項（170ページ）を参照してください。

•リモートリーフスイッチは、13.1.x以降 (aci n9000 dk9.13.1.x.x.bin)のスイッチイメージ
を実行しています。

•リモートリーフスイッチを追加する予定のポッドが作成され、設定されています。

手順

ステップ 1 ポッド 2のリモートロケーション 5で TEPプールを定義します。

ネットワークマスクは /24以下である必要があります。

次の新しいコマンドを使用します：system remote-leaf-site site-id pod pod-id tep-pool
ip-address-and-netmask

例：

apic1(config)# system remote-leaf-site 5 pod 2 tep-pool 192.0.0.0/16

ステップ 2 ポッド 2の、リモートリーフサイト 5にリモートリーフスイッチを追加します。

次のコマンドを使用します：system switch-id serial-number node-id leaf-switch-namepod pod-id
remote-leaf-site remote-leaf-site-id node-type remote-leaf-wan

例：

apic1(config)# system switch-id FDO210805SKD 109 ifav4-leaf9 pod 2
remote-leaf-site 5 node-type remote-leaf-wan
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ステップ 3 VLAN 4を含む VLANで VLANドメインを設定します。

例：

apic1(config)# vlan-domain ospfDom
apic1(config-vlan)# vlan 4-5
apic1(config-vlan)# exit

ステップ 4 インフラテナントに 2つの L3Outを設定します。1つはリモートリーフ接続のためで、もう
1つはマルチポッド IPNのためです。

例：

apic1(config)# tenant infra
apic1(config-tenant)# l3out rl-wan
apic1(config-tenant-l3out)# vrf member overlay-1
apic1(config-tenant-l3out)# exit
apic1(config-tenant)# l3out ipn-multipodInternal
apic1(config-tenant-l3out)# vrf member overlay-1
apic1(config-tenant-l3out)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)#

ステップ 5 L3Outが使用する、スパインスイッチインターフェイスとサブインターフェイスを設定しま
す。

例：

apic1(config)# spine 201
apic1(config-spine)# vrf context tenant infra vrf overlay-1 l3out rl-wan-test
apic1(config-spine-vrf)# exit
apic1(config-spine)# vrf context tenant infra vrf overlay-1 l3out ipn-multipodInternal
apic1(config-spine-vrf)# exit
apic1(config-spine)#
apic1(config-spine)# interface ethernet 8/36
apic1(config-spine-if)# vlan-domain member ospfDom
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# router ospf default
apic1(config-spine-ospf)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-ospf-vrf)# area 5 l3out rl-wan-test
apic1(config-spine-ospf-vrf)# exit
apic1(config-spine-ospf)# exit
apic1(config-spine)#
apic1(config-spine)# interface ethernet 8/36.4
apic1(config-spine-if)# vrf member tenant infra vrf overlay-1 l3out rl-wan-test
apic1(config-spine-if)# ip router ospf default area 5
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# router ospf multipod-internal
apic1(config-spine-ospf)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-ospf-vrf)# area 5 l3out ipn-multipodInternal
apic1(config-spine-ospf-vrf)# exit
apic1(config-spine-ospf)# exit
apic1(config-spine)#
apic1(config-spine)# interface ethernet 8/36.5
apic1(config-spine-if)# vrf member tenant infra vrf overlay-1 l3out ipn-multipodInternal
apic1(config-spine-if)# ip router ospf multipod-internal area 5
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# exit
apic1(config)#
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ステップ 6 メインのファブリックポッドと通信するために使用するリモートのリーフスイッチインター
フェイスとサブインターフェイスを設定します。

例：

(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant infra vrf overlay-1 l3out rl-wan-test
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)#
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/49
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member ospfDom
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 5 l3out rl-wan-test
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)#
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/49.4
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant infra vrf overlay-1 l3out rl-wan-test
apic1(config-leaf-if)# ip router ospf default area 5
apic1(config-leaf-if)# exit

例

次の例は、ダウンロード可能な設定を示しています:
apic1# configure
apic1(config)# system remote-leaf-site 5 pod 2 tep-pool 192.0.0.0/16
apic1(config)# system switch-id FDO210805SKD 109 ifav4-leaf9 pod 2
remote-leaf-site 5 node-type remote-leaf-wan
apic1(config)# vlan-domain ospfDom
apic1(config-vlan)# vlan 4-5
apic1(config-vlan)# exit
apic1(config)# tenant infra
apic1(config-tenant)# l3out rl-wan-test
apic1(config-tenant-l3out)# vrf member overlay-1
apic1(config-tenant-l3out)# exit
apic1(config-tenant)# l3out ipn-multipodInternal
apic1(config-tenant-l3out)# vrf member overlay-1
apic1(config-tenant-l3out)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)#
apic1(config)# spine 201
apic1(config-spine)# vrf context tenant infra vrf overlay-1 l3out rl-wan-test
apic1(config-spine-vrf)# exit
apic1(config-spine)# vrf context tenant infra vrf overlay-1 l3out ipn-multipodInternal
apic1(config-spine-vrf)# exit
apic1(config-spine)#
apic1(config-spine)# interface ethernet 8/36
apic1(config-spine-if)# vlan-domain member ospfDom
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# router ospf default
apic1(config-spine-ospf)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-ospf-vrf)# area 5 l3out rl-wan-test
apic1(config-spine-ospf-vrf)# exit
apic1(config-spine-ospf)# exit
apic1(config-spine)#
apic1(config-spine)# interface ethernet 8/36.4
apic1(config-spine-if)# vrf member tenant infra vrf overlay-1 l3out rl-wan-test
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apic1(config-spine-if)# ip router ospf default area 5
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# router ospf multipod-internal
apic1(config-spine-ospf)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-spine-ospf-vrf)# area 5 l3out ipn-multipodInternal
apic1(config-spine-ospf-vrf)# exit
apic1(config-spine-ospf)# exit
apic1(config-spine)#
apic1(config-spine)# interface ethernet 8/36.5
apic1(config-spine-if)# vrf member tenant infra vrf overlay-1 l3out ipn-multipodInternal
apic1(config-spine-if)# ip router ospf multipod-internal area 5
apic1(config-spine-if)# exit
apic1(config-spine)# exit
apic1(config)#
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant infra vrf overlay-1 l3out rl-wan-test
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)#
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/49
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member ospfDom
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant infra vrf overlay-1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 5 l3out rl-wan-test
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)#
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/49.4
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant infra vrf overlay-1 l3out rl-wan-test
apic1(config-leaf-if)# ip router ospf default area 5
apic1(config-leaf-if)# exit

トランジットルーティング

中継 ACIファブリックのルーティング
Cisco APICソフトウェアは、OSPF（NSSA）および iBGPを使用した外部レイヤ3接続をサポー
トします。ファブリックは、外部レイヤ3アウトサイド（l3out）接続の外部ルータにテナント
ブリッジドメインのサブネットをアドバタイズします。外部ルータから学習されたルートは、

他の外部ルータにアドバタイズされません。ファブリックはスタブネットワークと同じように

動作し、外部レイヤ 3ドメイン間のトラフィックの伝送に使用できます。
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図 11 :ファブリックでルーティング中継

中継のルーティングで1つのテナントとVRF内の複数のL3Out接続がサポートされているし、
APICは別の L3Out接続を 1つの L3Out接続から学習したルートをアドバタイズします。外部
レイヤ 3ドメインは、境界リーフスイッチのファブリックとピアリングします。ファブリッ
クはピア間のMultiprotocol-Border Gateway Protocol（MP-BGP）中継ドメインです。

外部L3Out接続の設定は、テナントとVRFレベルで実行されます。外部ピアから学習したルー
トは、VRFごとに入力リーフのMP-BGPにインポートされます。L3Out接続から学習したプ
レフィックスは、テナント VRFが存在するリーフスイッチにのみエクスポートされます。

注意事項と中継ルーティングの設定のガイドラインは、次を参照してください。中継ルーティ

ングのガイドライン（177ページ）
（注）

トピックに関連するトランジットルーティング

トランジットルーティングの概要、使用例、注意事項、トランジットルーティングのルート

制御情報に関する詳細は、「CiscoAPICレイヤ 3ネットワーキング設定ガイド」を参照してく
ださい。

トランジットルーティングの概要

このトピックでは、CiscoAPICを使用する際のトランジットルーティングを設定する方法の一
般的な例を説明します。

この章にある例では、次のトポロジを使用します。
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図 12 :

この章の例では、Cisco ACIファブリックには APICクラスタによって制御される 2個のリー
フスイッチと 2個のスパインスイッチがあります。境界リーフスイッチ 101と 102にはL3Out
があり、2 ｔのルータに接続することでインターネットにも接続しています。この例の目標は、
2つのL3Outを通して、インターネット上のEP 1からEP2へ、ファブリック内外をトラフィッ
クが行き来できるようにすることです。

この例では、両方の L3Outに関連付けられているテナントは、t1と、VRFがつく v1です。

L3Outを設定する前に、ノード、ポート、機能プロファイル、AEP、レイヤ 3ドメインを設定
します。BGPルートリフレクタとして 104と 105スパインスイッチを設定する必要がありま
す。

トランジットルーティングの設定には、次のコンポーネントの定義が含まれます。

1. テナントおよび VRF

2. リーフ 101と 102上のノードおよびインターフェイス

3. 各 L3Outのプライマリルーティングプロトコル（境界リーフスイッチと外部ルータ間の
ルートの交換に使用。この例では BGP）

4. 各 L3Outのルーティングプロトコルの接続性（プライマリプロトコルへの到達可能性情
報の提供。この例では、OSPF）

5. 2個の外部 EPG

6. 1個のルートマップ
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7. 少なくとも 1つのフィルタと 1つのコントラクト

8. 外部 EPGとコントラクトを関連付ける

トランジットルーティングの注意事項については、中継ルーティングのガイドライン（177
ページ）を参照してください。

（注）

次の表では、この章で使用される名前を一覧にしています。

ノード 102の L3Out2の名前ノード 101の L3Out1の名前プロパティ

t1t1テナント

v1v1VRF

ルータ ID 22.22.22.203を持つ
nodep2

ルータ ID 11.11.11.103を持つ
nodep1

ノード

Eth/1/3の ifp2Eth/1/3の ifp1OSPFインターフェイス

25.25.25.2/2415.15.15.2/24BPGピアアドレス

192.168.2.0/24の extnw2192.168.1.0/24の extnw1外部 EPG

ctx2を持つ rp2とルートの宛

先 192.168.2.0/24

Ctx1を持つ rp1とルートの宛

先 192.168.1.0/24

ルートマップ

http-filterhttp-filterフィルタ

extnw2によって消費される
httpCtrct

extnw1によって提供される
httpCtrct

コントラクト

中継ルーティングのガイドライン

作成し、中継ルーティング接続を維持する場合は、次のガイドラインを使用します。
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注意またはガイドライントピック

中継が1つのL3Outプロファイルを
使用してルーティング
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注意またはガイドライントピック

前にAPIC2.3(1f)のリリースでは、ルーティングを通過、
1つの L3Outプロファイル内ではサポートされていませ
んでした。APIC2.3(1f)のリリース、および以降では、中
継が単一L3Outプロファイルで、次の制限でルーティン
グを設定できます。

• VRFが適用されるではない場合は、同じ L3EPGを
共有ルータ間のトラフィックを許可する 0.0.0.0/0の
外部のサブネット (l3extSubnet)を使用できます。

•外部デフォルトサブネット (0.0.0.0/0)の場合は、
VRFを適用すると、 できません 同一のレイヤ 3
EPG内のトラフィックの送信元と宛先の両方のプレ
フィックスに一致するために使用します。同一のレ

イヤ 3 EPG内のすべてのトラフィックを一致するに
は、次のプレフィックスがサポートされています。

• IPv4

•外部EPGの 0.0.0.0/1—with外部サブネット

•外部EPGの 128.0.0.0/1—with外部サブネッ
ト

• 0.0.0.0/0—withインポートルート制御サブ
ネット、集約のインポート

• IPv6

• 0::0/1:外部EPGの外部のサブネットを持つ

• 8000::0/1:外部 EPGの外部のサブネットを
持つ

• 0:0/0:インポートルート制御のサブネット
で集約のインポート

•また、VzAny契約と組み合わせると、1つのデフォ
ルトのサブネット (0.0.0.0/0)を使用できます。次に
例を示します。

•使用契約とレイヤ 3 EPGの提供 VzAny消費契
約 (一致する 0.0.0.0/0)、または、VzAnyには、
契約とレイヤ 3 EPGが提供される契約 (0.0.0.0/0
に一致する)が使用された行数。

•サブネット 0.0.0.0/0—withインポート/エクス
ポートルート制御サブネット、集約のインポー

トおよび集約エクスポートを使用します。
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注意またはガイドライントピック

第 2世代のスイッチの VRF機能間で正常にルートが共
有されます（N9K-93108TC-EXなど、スイッチモデル名
の最後やその後に「EX」や「FX」がつく Cisco Nexus
N9K）。第 1世代のスイッチですが、ルートを保存する
物理的な 3進コンテンツ対応メモリ（TCAM）にルート
の解析を完全にサポートするだけの容量がないため、こ

の設定のパケットは失敗する可能性があります。

ハードウェアサポートの違いを共

有ルート:

Cisco APICでは、中継が、L3Outに設定されているエク
スポートルート制御ポリシーのルーティングをサポート

します。ルート (プレフィックス)を通過するこれらのポ
リシー制御は、L3Outでルーティングプロトコルに再配
送されます。これらの中継ルートは、EIGRPやOSPFに
再配布されたが、これらはルーティングループを防ぐた

めにタグ付けされた 4294967295です。Cisco ACIファブ
リックは、OSPFまたは EIGRP L3Outで学習すると、こ
のタグに一致するルートを受け入れません。ただし、次

の場合、この動作をオーバーライドする必要がありま

す。

• EIGRPや OSPFを使用して、2つの Cisco ACIファ
ブリックを接続します。

• EIGRPや OSPFを使用して、同じ Cisco ACIファブ
リックで 2つの異なる Vrfを接続します。

APIC GUIの次の場所にある別のタグのポリシーを使用
して、VRFを設定する必要がありますをオーバーライド
する必要がある場所: テナント > Tenant_name > ネッ
トワーキング > プロトコルポリシー > ルートタグ .
異なるタグを適用します。

新しいルートタグポリシーを作成するには、だけでな

く、APICGUIの次の場所でこのポリシーを使用するVRF
を更新: テナント > Tenant_name > ネットワーキン
グ > Vrf > Tenant_VRF . VRFを作成したルートタグ
ポリシーを適用します。

複数 L3Outsまたは同じ L3Outで複数のイン
ターフェイスは同じリーフスイッチに導入し、

中継ルーティングに使用、(、IGPに再配布さ
れません) IGP内で、ルートをアドバタイズし
ます。この状況では、ルートタグポリシーは

適用されません。

（注）

背面に戻る設定で EIGRPや OSPF
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注意またはガイドライントピック

インポートおよびエクスポートのルート制御ポリシー

は、中継ルート（他の外部ピアから学習したルート）お

よびスタティックルートのみに適用されます。テナント

BDサブネット上に設定されているファブリック内部の
サブネットは、エクスポートポリシーサブネットを使

用して外部にアドバタイズされません。IPプレフィック
スリストおよびルートマップを使用すると IPテナント
サブネットは許可されますが、これらは別の設定手順を

使用して実装されます。テナントサブネットをファブ

リックの外部にアドバタイズする場合は、次の設定手順

を参照してください。

1. [subnet properties]ウィンドウで、テナントサブネッ
トのスコープを [Public Subnet]として設定します。

2. オプション。[subnet properties]ウィンドウで、[Subnet
Control]を [ND RA Prefix]として設定します。

3. テナントブリッジドメイン（BD）を外部レイヤ 3
Outsideに関連付けます (L3Out)。

4. テナント EPGと外部 EPG間にコントラクト（プロ
バイダ/コンシューマ）の関連付けを作成します。

BDサブネットを Public範囲に設定し、BDをレイヤ
3 Outに関連付けると、BDサブネットプレフィック
スの境界リーフに IPプレフィックスおよびルート
マップの連続エントリが作成されます。

BDサブネットをファブリック外に
アドバタイズする
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注意またはガイドライントピック

デフォルトルートのみを必要とするファブリックへの外

部接続の場合、OSPF、EIGRP、および BGPの L3Out接
続をデフォルトルートの起点とすることがサポートされ

ます。外部ピアからデフォルトルートが受信されると、

この文書で説明されている中継エクスポートルート制御

に従って、このルートを別のピアに再配布できます。

デフォルトルートは、デフォルトルートリークポリ

シーを使用してアドバタイズすることもできます。この

ポリシーは、デフォルトルートがルーティングテーブ

ル内にあるか、または常にデフォルトルートをアドバタ

イズすることがサポートされている場合、デフォルト

ルートのアドバタイズをサポートします。デフォルト

ルートリークポリシーは、L3Out接続で設定されます。

デフォルトルートリークポリシーを作成するときは、

以下のガイドラインに従ってください:

• BGPの場合、Alwaysプロパティは適用されません。

• BGPの場合、Scopeプロパティを設定するときに
は、Outsideを選択します。

• OSPFの場合、範囲の値がContextだとタイプ5 LSA
が作成されるのに対し、Outsideだとタイプ 7 LSA
が作成されます。選択したは、L3Outで設定された
エリアのタイプによって異なります。エリアタイプ

が場合 定期的な 、範囲を設定します コンテキス

ト 。エリアタイプが場合 NSSA 、範囲を設定しま
す 外部 。

• EIGRPで、Scopeプロパティを選択する場合には、
Contextを選択する必要があります。

デフォルトルートのアドバタイズ
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注意またはガイドライントピック

Cisco ACIは、IPフラグメンテーションをサポートして
いません。したがって、外部ルータへのレイヤ3Outside
（L3Out）接続、または Inter-Pod Network（IPN）を介し
た multipod接続を設定する場合は、MTUが両側で適切
に設定されていることが重要です。ACI、Cisco NX-OS、
Cisco IOSなどの一部のプラットフォームでは、設定さ
れたMTU値は IPヘッダーを考慮に入れています（結果
として、最大パケットサイズは、ACIで 9216バイト、
NX-OSおよび IOSで 9000バイトに設定されます）。た
だし、IOS XRなどの他のプラットフォームは、パケッ
トヘッダーのを除くMTU値を設定します（結果として
最大パケットサイズは 8986バイトになります）。

各プラットフォームの適切なMTU値については、それ
ぞれの設定ガイドを参照してください。

CLIベースのコマンドを使用してMTUをテストするこ
とを強く推奨します。たとえば、Cisco NX-OS CLIで
ping 1.1.1.1 df-bit packet-size 9000 source-interface

ethernet 1/1などのコマンドを使用します。

MTU

NX-OSスタイル CLIを使用したトランジットルーティングの設定
次の手順では、テナントのトランジットルーティングを設定する方法を説明します。この例で

は、別々にルータに接続された 2つの境界リーフスイッチ上の 1個の VRFで、2個の L3Outs
を展開します。

始める前に

•ノード、ポート、AEP、機能プロファイル、レイヤ 3ドメインを設定します。

•使用して VLANドメイン設定、 vlanドメイン ドメイン および vlan vlan範囲 コマン
ド。

• BGPルートリフレクタポリシーを設定し、ファブリック内でルーテッドを伝達します。

これらの前提条件のコマンド例については、NX-OSスタイル CLIの例: L3Outの前提条件（
14ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 テナントおよび VRFを設定します。

この例では VRF v1でテナント t1を設定します。VRFはまだ展開されていません。
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例：

apic1# configure
apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# vrf context v1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# exit

ステップ 2 ノードおよびインターフェイスを設定します。

この例では、2つの境界リーフスイッチでテナント t1の 2つの L3Outsを設定します。

•最初の L3Outはノード 101上にあり、nodep1という名前です。ノード 101はルータ ID
11.11.11.103で設定されます。ルーテッドインターフェイス ifp1が eth1/3にあり、IPア
ドレス 12.12.12.3/24です。

• 2番目の L3Outがノード 102上にあり、nodep2という名前です。ノード 102はルータ ID
22.22.22.203で設定されます。ルーテッドインターフェイス ifp2が eth1/3に存在し、IP
アドレスは 23.23.23.1/24です。

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# router-id 11.11.11.103
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-if)# ip address 12.12.12.3/24
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# leaf 102
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# router-id 22.22.22.203
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-if)# ip address 23.23.23.3/24
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 3 両方のリーフスイッチのルーティングプロトコルを設定します。

この例では、両方の境界リーフスイッチに対して、ASN 100でプライマリルーティングプロ
トコルとしてBGPを設定します。BGPピア 15.15.15.2を持つノード101とBGPピア 25.25.25.2

を持つノード102を設定します。

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 15.15.15.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit
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apic1(config)# leaf 102
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 25.25.25.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 4 接続ルーティングプロトコルを設定します。

この例では、定期的なエリア ID 0.0.0.0で両方のL3Outsに対して通信プロトコルとしてOSPF
を設定します。

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 loopback 40.40.40.1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# leaf 102
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 loopback 60.60.60.1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 5 外部 EPGを設定します。

この例では、ネットワーク 192.168.1.0/24をノード 101上の外部ネットワーク extnw1として、

ネットワーク 192.168.2.0/24をノード 102上の外部ネットワーク extnw2として設定します。

例：

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ip 192.168.1.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw2
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ip 192.168.2.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# leaf 102
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# external-l3 epg extnw2
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 6 オプション。ルートマップを設定します。
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この例では、インバウンドおよびアウトバウンド方向で各 BGPピアのルートマップを設定し
ます。

例：

例：

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template route group match-rule1 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 192.168.1.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# template route group match-rule2 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 192.168.2.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule1 order 0
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp2
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule2 order 0
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 15.15.15.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp1 in
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp2 out
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit

apic1(config)# leaf 102
apic1(config-leaf)# template route group match-rule1 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 192.168.1.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# template route group match-rule2 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 192.168.2.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule2 order 0
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp2
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule1 order 0
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 25.25.25.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp2 in
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp1 out
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit

ステップ 7 フィルタ（アクセスリスト）およびコントラクトを作成し、EPGが通信できるようにします。

例：
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apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# access-list http-filter
apic1(config-tenant-acl)# match ip
apic1(config-tenant-acl)# match tcp dest 80
apic1(config-tenant-acl)# exit
apic1(config-tenant)# contract httpCtrct
apic1(config-tenant-contract)# scope vrf
apic1(config-tenant-contract)# subject subj1
apic1(config-tenant-contract-subj)# access-group http-filter both
apic1(config-tenant-contract-subj)# exit
apic1(config-tenant-contract)# exit
apic1(config-tenant)# exit

ステップ 8 コントラクトを設定し、EPGに関連付けます。

例：

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract provider httpCtrct
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw2
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract consumer httpCtrct
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)#

例：中継ルーティング

この例では、中継ルーティングのマージされた設定を提供します。設定は別々のルータに接続

されている 2個の障壁リーフスイッチで、2つの L3Outsを持つ単一のテナントと VRFのため
にあります。

apic1# configure
apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# vrf context v1
apic1(config-tenant-vrf)# exit
apic1(config-tenant)# exit

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# router-id 11.11.11.103
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-if)# ip address 12.12.12.3/24
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 15.15.15.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant t1 vrf v1
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apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 loopback 40.40.40.1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

apic1(config)# leaf 102
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# router-id 22.22.22.203
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3
apic1(config-leaf-if)# vlan-domain member dom1
apic1(config-leaf-if)# no switchport
apic1(config-leaf-if)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-if)# ip address 23.23.23.3/24
apic1(config-leaf-if)# exit
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 25.25.25.2/24
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# router ospf default
apic1(config-leaf-ospf)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# area 0.0.0.0 loopback 60.60.60.3
apic1(config-leaf-ospf-vrf)# exit
apic1(config-leaf-ospf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ip 192.168.1.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw2
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# match ip 192.168.2.0/24
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit
apic1(config)# leaf 102
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# external-l3 epg extnw2
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# exit

apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# template route group match-rule1 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 192.168.1.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# template route group match-rule2 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 192.168.2.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule1 order 0
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp2
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule2 order 0
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apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 15.15.15.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp1 in
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp2 out
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit

apic1(config)# leaf 102
apic1(config-leaf)# template route group match-rule1 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 192.168.1.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# template route group match-rule2 tenant t1
apic1(config-route-group)# ip prefix permit 192.168.2.0/24
apic1(config-route-group)# exit
apic1(config-leaf)# vrf context tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp1
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule1 order 0
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# route-map rp2
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# match route group match-rule2 order 0
apic1(config-leaf-vrf-route-map-match)# exit
apic1(config-leaf-vrf-route-map)# exit
apic1(config-leaf-vrf)# exit
apic1(config-leaf)# router bgp 100
apic1(config-leaf-bgp)# vrf member tenant t1 vrf v1
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# neighbor 25.25.25.2
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp2 in
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# route-map rp1 out
apic1(config-leaf-bgp-vrf-neighbor)# exit
apic1(config-leaf-bgp-vrf)# exit
apic1(config-leaf-bgp)# exit
apic1(config-leaf)# exit

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# access-list http-filter
apic1(config-tenant-acl)# match ip
apic1(config-tenant-acl)# match tcp dest 80
apic1(config-tenant-acl)# exit
apic1(config-tenant)# contract httpCtrct
apic1(config-tenant-contract)# scope vrf
apic1(config-tenant-contract)# subject http-subj
apic1(config-tenant-contract-subj)# access-group http-filter both
apic1(config-tenant-contract-subj)# exit
apic1(config-tenant-contract)# exit
apic1(config-tenant)# exit

apic1(config)# tenant t1
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract provider httpCtrct
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# external-l3 epg extnw2
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# vrf member v1
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# contract consumer httpCtrct
apic1(config-tenant-l3ext-epg)# exit
apic1(config-tenant)# exit
apic1(config)#
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